
JP 6896070 B2 2021.6.30

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置のための通信の方法であって、
　以前にユーザ端末に利用可能なページングエリアコード(PAC)情報がないという判定に
基づいて、アイドルモードにある前記ユーザ端末がPAC情報を割り当てられるべきである
と判定するステップであって、前記PAC情報が、ページングエリアに関係する情報を備え
る、ステップと、
　前記判定の結果として、デフォルトのページングエリアコードを使用して前記ユーザ端
末に対して無線接続を要求するステップであって、前記デフォルトのページングエリアコ
ードが、有効なPACの割り当てをトリガする、ステップと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記デフォルトのページングエリアコードが、前記ユーザ端末の内部のCore Network C
ontrol LayerとRadio Connection Layerとの間で使用される、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記有効なPACの割り当てをトリガするステップが、前記有効なPACおよび0に設定され
た待機時間変数を備えるRadio Connection Rejectメッセージを受信するステップを備え
る、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記有効なPACを用いて新しい無線接続要求を開始するステップをさらに備える、請求
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項3に記載の方法。
【請求項５】
　通信のための装置であって、
　以前にユーザ端末に利用可能なページングエリアコード(PAC)情報がないという判定に
基づいて、アイドルモードにあるユーザ端末がページングエリアコード情報を割り当てら
れるべきであると判定するための手段であって、前記PAC情報が、ページングエリアに関
係する情報を備える、手段と、
　前記判定の結果として、デフォルトのページングエリアコードを使用して前記ユーザ端
末に対して無線接続を要求するための手段であって、前記デフォルトのページングエリア
コードが、有効なPACの割り当てをトリガする、手段と
　を備える、装置。
【請求項６】
　前記デフォルトのページングエリアコードが、前記ユーザ端末の内部のCore Network C
ontrol LayerとRadio Connection Layerとの間で使用される、請求項5に記載の装置。
【請求項７】
　前記有効なPACの割り当てをトリガすることが、前記有効なPACおよび0に設定された待
機時間変数を備えるRadio Connection Rejectメッセージを受信することを備える、請求
項5に記載の装置。
【請求項８】
　前記有効なPACを用いて新しい無線接続要求を開始するための手段をさらに備える、請
求項7に記載の装置。
【請求項９】
　コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、
前記コードが、
　以前にユーザ端末に利用可能なページングエリアコード(PAC)情報がないという判定に
基づいて、アイドルモードにあるユーザ端末がページングエリアコード情報を割り当てら
れるべきであると判定することであって、前記PAC情報が、ページングエリアに関係する
情報を備える、判定することと、
　前記判定の結果として、デフォルトのページングエリアコードを使用して前記ユーザ端
末に対して無線接続を要求することであって、前記デフォルトのページングエリアコード
が、有効なPACの割り当てをトリガする、要求することと
　を行うためのコードを含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１０】
　前記デフォルトのページングエリアコードが、前記ユーザ端末の内部のCore Network C
ontrol LayerとRadio Connection Layerとの間で使用される、請求項9に記載の非一時的
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１１】
　前記有効なPACの割り当てをトリガすることが、前記有効なPACおよび0に設定された待
機時間変数を備えるRadio Connection Rejectメッセージを受信することを備える、請求
項9に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１２】
　前記有効なPACを用いて新しい無線接続要求を開始するための手段をさらに備える、請
求項11に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、その内容全体が参照により本明細書に組み込まれる、2016年10月24日に出願
されたインド特許出願第201641036384号の優先権および利益を主張する。
【０００２】
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　本明細書で説明される様々な態様は、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、限定はし
ないが、ページングエリア手順および接続シグナリングに関する。
【背景技術】
【０００３】
　衛星ベースの通信システムは、ゲートウェイとユーザ端末(UT)との間で通信信号を中継
するために、1つまたは複数の衛星を含むことがある。ゲートウェイは、通信衛星へ信号
を送信し、通信衛星から信号を受信するためのアンテナを有する地上局である。ゲートウ
ェイは、UTを他のUTにまたは公衆交換電話網、インターネット、ならびに様々なパブリッ
クネットワークおよび/もしくはプライベートネットワークなどの他の通信システムのユ
ーザに接続するために、衛星を使用して通信リンクを提供する。いくつかの態様では、衛
星は、情報を中継するために使用される、軌道周回するレシーバおよびリピータである。
【０００４】
　静止衛星が通信のために長く使用されてきた。静止衛星は、地球上の所与の位置に対し
て静止している。しかしながら、静止衛星は、地球の赤道の真上にある、地球の中心から
約42,164kmの半径を有する円である静止軌道(GSO)に限定されるので、GSOに配置され得る
衛星の数は限られている。
【０００５】
　静止衛星に対する代替として、地球低軌道(LEO)などの非静止軌道にある衛星の配置を
利用する通信システムが、地球全体または地球の少なくとも大部分に対する通信カバレッ
ジを提供するために考案されている。LEO衛星ベースのシステムなどの非静止衛星ベース
のシステムでは、衛星は、地上の通信デバイス(ゲートウェイまたはUTなど)に対して移動
する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　何らかの時点において、UTは別の衛星にハンドオフされる必要があることがある。たと
えば、特定のLEO衛星と通信しているUTは、衛星がそれぞれの軌道内を移動するにつれて
、異なるLEO衛星へハンドオフされることが必要であることがある。UTのカバレッジが衛
星から衛星へと移る際に、UTが容易にページングされ得ることを確実にするのが望ましい
。加えて、UTは、いくつかの位置(たとえば、いわゆる禁止エリア)において、サービスを
受ける権利を与えられないことがあり、またはサービスにアクセスすることが可能ではな
いことがある。これらの禁止エリアの中の、または周囲のエリアにおいて、サービスの拒
絶、再接続、および関連する動作を適切に扱うことが望ましい。したがって、ページング
エリア、禁止エリア、および接続シグナリングを管理するための効果的な技法が必要であ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　以下は、本開示のいくつかの態様の基本的な理解をもたらすように、そのような態様の
簡略化された概要を提示する。この概要は、本開示のすべての企図された特徴の広範な概
要ではなく、本開示のすべての態様の主要な要素または重要な要素を特定するものでもな
く、本開示のいずれかまたはすべての態様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的
は、後で提示されるより詳細な説明の前置きとして、本開示のいくつかの態様の様々な概
念を簡略化された形態で提示することである。
【０００８】
　いくつかの態様では、通信の方法は、アイドルモードにあるユーザ端末がページングエ
リアコード(PAC)情報を割り当てられるべきであると判定するステップと、判定の結果と
してデフォルトのPACを使用してモビリティ動作を行うステップとを含む。いくつかの態
様では、モビリティ動作を行うことは、Register手順を開始するステップと、PAC情報を
送信せずにRadio Connectionを開始するステップとを含む。いくつかの態様では、デフォ
ルトのPACは、ページングエリア更新動作のために使用されるPACのセットから除外される
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。いくつかの態様では、デフォルトのPACは、ユーザ端末(UT)の内部のCore Network Cont
rol LayerとRadio Connection Layerとの間で使用される。いくつかの態様では、デフォ
ルトのPACは、over-the-airで任意のシグナリングメッセージでも送信されない。
【０００９】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、アイドルモードにあるユーザ端末がページ
ングエリアコード(PAC)情報を割り当てられるべきであると判定し、判定の結果としてデ
フォルトのPACを使用してモビリティ動作を行うように構成される。
【００１０】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、アイドルモードにあるユーザ端末がペー
ジングエリアコード(PAC)情報を割り当てられるべきであると判定するための手段と、判
定の結果としてデフォルトのPACを使用してモビリティ動作を行うための手段とを含む。
【００１１】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、アイドルモードにあるユーザ端末がページングエリアコード(PAC)情報を割
り当てられるべきであると判定し、判定の結果としてデフォルトのPACを使用してモビリ
ティ動作を行うためのコードを含む。
【００１２】
　いくつかの態様では、通信の方法は、Radio Connectionを開始するステップと、Radio 
Connectionの開始の後でページングエリアコード(PAC)情報を備えるRadio Connection Re
jectメッセージを受信するステップとを含む。いくつかの態様では、Radio Connection R
ejectメッセージは、UTがいつ再接続を試行することができるかを制御するタイミング情
報を含む。いくつかの態様では、Radio Connection Rejectメッセージは、Radio Connect
ion Requestメッセージにおいて古いPAC情報を送信するためのUTに対する要求を含む。い
くつかの態様では、Radio Connectionの開始は、古いPAC情報を送信するステップを含む
。いくつかの態様では、Radio Connectionの開始は、禁止ページングエリア(PA)と関連付
けられるPACを送信するステップを備える。いくつかの態様では、方法はさらに、PAC情報
を更新するようにとの要求を受信するステップを含み、Radio Connectionの開始は要求の
受信によってトリガされる。いくつかの態様では、方法はさらに、ユーザ端末(UT)がいつ
再接続を試行するべきであるかを制御するタイミング情報を備えるRadio Connection Rel
easeメッセージを受信するステップを含む。いくつかの態様では、方法はさらに、禁止エ
リア(たとえば、禁止ゾーン)を示す情報を含むRadio Connection Releaseメッセージを受
信するステップを含む。
【００１３】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、Radio Connectionを開始し、Radio Connec
tionの開始の後でページングエリアコード(PAC)情報を備えるRadio Connection Rejectメ
ッセージを受信するように構成される。
【００１４】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、Radio Connectionを開始するための手段
と、Radio Connectionの開始の後でページングエリアコード(PAC)情報を備えるRadio Con
nection Rejectメッセージを受信するための手段とを含む。
【００１５】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、Radio Connectionを開始し、Radio Connectionの開始の後でページングエリ
アコード(PAC)情報を備えるRadio Connection Rejectメッセージを受信するためのコード
を含む。
【００１６】
　いくつかの態様では、通信の方法は、Radio Connectionを開始するステップと、Radio 
Connectionの開始の後でRadio Connection Rejectメッセージを受信するステップとを含
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み、Radio Connection Rejectメッセージは、ユーザ端末(UT)が再接続を直ちに試行する
べきであることの指示を含む。いくつかの態様では、Radio Connectionの開始は、古いペ
ージングエリアコード(PAC)情報を送信するステップを含む。いくつかの態様では、Radio
 Connectionの開始は、禁止ページングエリア(PA)と関連付けられるPACを送信するステッ
プを含む。いくつかの態様では、方法はさらに、PAC情報を更新するようにとの要求を受
信するステップを含み、Radio Connectionの開始は要求の受信によってトリガされる。い
くつかの態様では、方法はさらに、ユーザ端末(UT)がいつ再接続を試行するべきであるか
を制御するタイミング情報を備えるRadio Connection Releaseメッセージを受信するステ
ップを含む。いくつかの態様では、方法はさらに、禁止エリアを示す情報を備えるRadio 
Connection Releaseメッセージを受信するステップを含む。
【００１７】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、Radio Connectionを開始し、Radio Connec
tionの開始の後でRadio Connection Rejectメッセージを受信するように構成され、Radio
 Connection Rejectメッセージは、UTが再接続を直ちに試行するべきであることの指示を
含む。
【００１８】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、Radio Connectionを開始するための手段
と、Radio Connectionの開始の後でRadio Connection Rejectメッセージを受信するため
の手段とを含み、Radio Connection Rejectメッセージは、UTが再接続を直ちに試行する
べきであることの指示を含む。
【００１９】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、Radio Connectionを開始し、Radio Connectionの開始の後でRadio Connecti
on Rejectメッセージを受信するためのコードを含み、Radio Connection Rejectメッセー
ジは、UTが再接続を直ちに試行するべきであることの指示を含む。
【００２０】
　いくつかの態様では、通信の方法は、Radio Connectionを開始するステップと、Radio 
Connectionの開始の後でRadio Connection Rejectメッセージを受信するステップとを含
み、Radio Connection Rejectメッセージは、ユーザ端末(UT)によって以前に使用された
古いページングエリアコード(PAC)情報を送信するためのUTに対する要求を含む。いくつ
かの態様では、この要求は、Radio Connection Requestメッセージにおいて古いPAC情報
を送信することである。いくつかの態様では、Radio Connectionの開始は、古いPAC情報
を送信するステップを含む。いくつかの態様では、Radio Connectionの開始は、禁止ペー
ジングエリア(PA)と関連付けられるPACを送信するステップを含む。いくつかの態様では
、方法はさらに、PAC情報を更新するようにとの要求を受信するステップを含み、Radio C
onnectionの開始は要求の受信によってトリガされる。いくつかの態様では、方法はさら
に、UTがいつ再接続を試行するべきであるかを制御するタイミング情報を備えるRadio Co
nnection Releaseメッセージを受信するステップを含む。いくつかの態様では、方法はさ
らに、禁止エリアを示す情報を備えるRadio Connection Releaseメッセージを受信するス
テップを含む。
【００２１】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、Radio Connectionを開始し、Radio Connec
tionの開始の後でRadio Connection Rejectメッセージを受信するように構成され、Radio
 Connection Rejectメッセージは、UTによって以前に使用された古いPAC情報を送信する
ためのUTに対する要求を含む。
【００２２】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、Radio Connectionを開始するための手段
と、Radio Connectionの開始の後でRadio Connection Rejectメッセージを受信するため
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の手段とを含み、Radio Connection Rejectメッセージは、UTによって以前に使用された
古いPAC情報を送信するためのUTに対する要求を含む。
【００２３】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、Radio Connectionを開始し、Radio Connectionの開始の後でRadio Connecti
on Rejectメッセージを受信するためのコードを含み、Radio Connection Rejectメッセー
ジは、UTによって以前に使用された古いPAC情報を送信するためのUTに対する要求を含む
。
【００２４】
　いくつかの態様では、通信の方法は、ページングエリアコード(PAC)更新手順を開始す
るステップと、ユーザ端末(UT)によって以前に使用された古いPACを備えるメッセージを
送信するステップとを含む。いくつかの態様では、メッセージはConnection Requestメッ
セージである。いくつかの態様では、メッセージは新しいPACをさらに備える。いくつか
の態様では、方法はさらにRadio Connectionを開始するステップを含む。
【００２５】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、ページングエリアコード(PAC)更新手順を
開始し、UTによって以前に使用された古いPACを備えるメッセージを送信するように構成
される。
【００２６】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、ページングエリアコード(PAC)更新手順
を開始するための手段と、UTによって以前に使用された古いPACを備えるメッセージを送
信するための手段とを含む。
【００２７】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、ページングエリアコード(PAC)更新手順を開始し、UTによって以前に使用さ
れた古いPACを備えるメッセージを送信するためのコードを含む。
【００２８】
　本開示のこれらの態様および他の態様は、以下の詳細な説明を検討することにより、よ
り完全に理解されるであろう。本開示の他の態様、特徴、および実装形態は、添付の図と
ともに本開示の特定の実装形態の以下の説明を検討すれば、当業者に明らかになろう。本
開示の特徴が以下のいくつかの実装形態および図に対して論じられることがあるが、本開
示のすべての実装形態が、本明細書で説明される有利な特徴のうちの1つまたは複数を含
み得る。言い換えれば、1つまたは複数の実装形態が、いくつかの有利な特徴を有するも
のとして論じられることがあるが、そのような特徴のうちの1つまたは複数はまた、本明
細書で説明される本開示の様々な実装形態に従って使用されてもよい。同様に、いくつか
の実装形態が、デバイス、システム、または方法の実装形態として以下で論じられること
があるが、そのような実装形態が様々なデバイス、システム、および方法において実施さ
れ得ることを理解されたい。
【００２９】
　添付の図面は、本開示の態様の説明を助けるために提示され、態様の限定ではなく、態
様の例示のためにのみ提供される。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本開示のいくつかの態様による、例示的な通信システムのブロック図である。
【図２】本開示のいくつかの態様による、図1の地上ネットワーク(GN)の例のブロック図
である。
【図３】本開示のいくつかの態様による、図1の衛星の例のブロック図である。
【図４】本開示のいくつかの態様による、図1のUTの例のブロック図である。
【図５】本開示のいくつかの態様による、図1のユーザ機器の例のブロック図である。
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【図６】本開示のいくつかの態様による、例示的な通信システムのブロック図である。
【図７】本開示のいくつかの態様による、別の例示的な通信システムのブロック図である
。
【図８】本開示のいくつかの態様による、デフォルトのページングエリアコード(PAC)を
使用するためのプロセスの例の流れ図である。
【図９】本開示のいくつかの態様による、新しいPACを取得するための例示的なプロセス
の流れ図である。
【図１０】本開示のいくつかの態様による、禁止PACをUTに割り当てるための例示的なプ
ロセスの流れ図である。
【図１１】本開示のいくつかの態様による、サービス制約がもはや適用されなくなった後
でUTが接続を確立することを試行する例示的なプロセスの流れ図である。
【図１２】本開示のいくつかの態様による、UTが位置報告において接続解放指示を送信す
る例示的なプロセスの流れ図である。
【図１３】本開示のいくつかの態様による、UTが接続解放を要求する例示的なプロセスの
流れ図である。
【図１４】本開示のいくつかの態様による、位置報告閾値を更新するための例示的なプロ
セスの流れ図である。
【図１５Ａ】本開示のいくつかの態様による、例示的な初期アタッチプロセスの流れ図で
ある。
【図１５Ｂ】本開示のいくつかの態様による、例示的な初期アタッチプロセスの流れ図で
ある(図15Aおよび図15Bは集合的に図15と呼ばれる)。
【図１６Ａ】本開示のいくつかの態様による、UTのためのPAC再割当てプロセスの例の流
れ図である。
【図１６Ｂ】本開示のいくつかの態様による、UTのためのPAC再割当てプロセスの例の流
れ図である(図16Aおよび図16Bは集合的に図16と呼ばれる)。
【図１７】本開示のいくつかの態様による、UTのためのPAC再割当てプロセスの別の例の
流れ図である。
【図１８Ａ】本開示のいくつかの態様による、UTのためのPAC再割当てプロセスの別の例
の流れ図である。
【図１８Ｂ】本開示のいくつかの態様による、UTのためのPAC再割当てプロセスの別の例
の流れ図である(図18Aおよび図18Bは集合的に図18と呼ばれる)。
【図１９Ａ】本開示のいくつかの態様による、例示的なハンドオフプロセスの流れ図であ
る。
【図１９Ｂ】本開示のいくつかの態様による、例示的なハンドオフプロセスの流れ図であ
る。
【図１９Ｃ】本開示のいくつかの態様による、例示的なハンドオフプロセスの流れ図であ
る。
【図１９Ｄ】本開示のいくつかの態様による、例示的なハンドオフプロセスの流れ図であ
る。
【図１９Ｅ】本開示のいくつかの態様による、例示的なハンドオフプロセスの流れ図であ
る(図19A、図19B、図19C、図19D、および図19Eは集合的に図19と呼ばれる)。
【図２０Ａ】本開示のいくつかの態様による、禁止エリアにおける例示的な初期アタッチ
プロセスの流れ図である。
【図２０Ｂ】本開示のいくつかの態様による、禁止エリアにおける例示的な初期アタッチ
プロセスの流れ図である(図20Aおよび図20Bは集合的に図20と呼ばれる)。
【図２１Ａ】本開示のいくつかの態様による、アイドルモードにあるUTが禁止エリアへと
移動する例示的なプロセスの流れ図である。
【図２１Ｂ】本開示のいくつかの態様による、アイドルモードにあるUTが禁止エリアへと
移動する例示的なプロセスの流れ図である(図21Aおよび図21Bは集合的に図21と呼ばれる)
。
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【図２２Ａ】本開示のいくつかの態様による、接続モードにあるUTが禁止エリアへと移動
する例示的なプロセスの流れ図である。
【図２２Ｂ】本開示のいくつかの態様による、接続モードにあるUTが禁止エリアへと移動
する例示的なプロセスの流れ図である(図22Aおよび図22Bは集合的に図22と呼ばれる)。
【図２３Ａ】本開示のいくつかの態様による、アイドルモードにあるUTが禁止エリアへと
移動する例示的なプロセスの流れ図である。
【図２３Ｂ】本開示のいくつかの態様による、アイドルモードにあるUTが禁止エリアへと
移動する例示的なプロセスの流れ図である(図23Aおよび図23Bは集合的に図23と呼ばれる)
。
【図２４Ａ】本開示のいくつかの態様による、禁止位置取扱いプロセスの流れ図である。
【図２４Ｂ】本開示のいくつかの態様による、禁止位置取扱いプロセスの流れ図である(
図24Aおよび図24Bは集合的に図24と呼ばれる)。
【図２５Ａ】本開示のいくつかの態様による、接続モードにあるUTが禁止エリアへと移動
する例示的なプロセスの流れ図である。
【図２５Ｂ】本開示のいくつかの態様による、接続モードにあるUTが禁止エリアへと移動
する例示的なプロセスの流れ図である(図25Aおよび図25Bは集合的に図25と呼ばれる)。
【図２６Ａ】本開示のいくつかの態様による、制約の消滅の後でUTがサービスを再び試行
する例示的なプロセスの流れ図である。
【図２６Ｂ】本開示のいくつかの態様による、制約の消滅の後でUTがサービスを再び試行
する例示的なプロセスの流れ図である(図26Aおよび図26Bは集合的に図26と呼ばれる)。
【図２７Ａ】本開示のいくつかの態様による、例示的な接続確立プロセスの流れ図である
。
【図２７Ｂ】本開示のいくつかの態様による、例示的な接続確立プロセスの流れ図である
(図27Aおよび図27Bは集合的に図27と呼ばれる)。
【図２８Ａ】本開示のいくつかの態様による、例示的な接続確立プロセスの流れ図である
。
【図２８Ｂ】本開示のいくつかの態様による、例示的な接続確立プロセスの流れ図である
(図28Aおよび図28Bは集合的に図28と呼ばれる)。
【図２９】本開示のいくつかの態様による、例示的な位置報告プロセスの流れ図である。
【図３０】本開示のいくつかの態様による、例示的な閾値再構成プロセスの流れ図である
。
【図３１】本開示のいくつかの態様による、通信をサポートできる装置(たとえば、電子
デバイス)の例示的なハードウェア実装形態を示すブロック図である。
【図３２】本開示のいくつかの態様による、例示的な禁止エリアプロセスの流れ図である
。
【図３３】本開示のいくつかの態様による、例示的な位置報告閾値プロセスの流れ図であ
る。
【図３４】本開示のいくつかの態様による、位置を要求するための例示的なプロセスの流
れ図である。
【図３５】本開示のいくつかの態様による、通信をサポートできる装置(たとえば、電子
デバイス)の別の例示的なハードウェア実装形態を示すブロック図である。
【図３６】本開示のいくつかの態様による、例示的なデフォルトPACプロセスの流れ図で
ある。
【図３７】本開示のいくつかの態様による、例示的な接続解放プロセスの流れ図である。
【図３８】本開示のいくつかの態様による、例示的なデフォルトPACプロセスの流れ図で
ある。
【図３９】本開示のいくつかの態様による、例示的な接続拒絶プロセスの流れ図である。
【図４０】本開示のいくつかの態様による、例示的な接続拒絶プロセスの流れ図である。
【図４１】本開示のいくつかの態様による、例示的な接続拒絶プロセスの流れ図である。
【図４２】本開示のいくつかの態様による、例示的なページングエリア更新プロセスの流
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れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本開示は、いくつかの態様では、ユーザ端末(UT)のためのページングエリア情報を通信
することに関する。いくつかの態様において、ページングエリアコード(PAC)情報を提供
するために、Radio信号が使用される。たとえば、ネットワークは、Radio Connection Re
jectメッセージまたはRadio Connection Reconfigurationメッセージを介して、PACをUT
に送信してもよい。いくつかの態様では、PACは、禁止エリアとともに使用されるべき特
別なPACであってもよい。いくつかの態様では、UTは、(たとえば要求されると、またはPA
C更新の間に)その古いPACをネットワークに送信してもよい。
【００３２】
　本開示は、いくつかの態様では、デフォルトのPACの使用に関する。たとえば、キャン
ピングUTは、UTがネットワークからPAC情報を取得することを可能にするために、UTおよ
びネットワークによって知られているデフォルトのPACを使用してもよい。1つのユースケ
ースでは、ネットワークによってPACをまだ割り当てられていないUTは、シグナリング手
順を開始するためにデフォルトのPACを使用することができる。それに応答して、ネット
ワークは、シグナリングを介して(たとえば、接続セットアップメッセージまたは接続拒
絶メッセージを介して)PACをUTに送信する。別のユースケースでは、UTは、ネットワーク
により提供されるPACを廃棄し、サービス制約が消滅すると(たとえば、UTが禁止エリアか
ら出ると)予備のPACを使用してもよい。UTは次いで、接続再試行手順のために予備のPAC
を使用してもよい。
【００３３】
　本開示は、いくつかの態様では、UT位置報告に関する。たとえば、禁止エリアに対する
UTの近接に基づいて、UTに対して位置報告閾値が定義されることがある。別の例として、
ネットワークは、UTの最新の位置(たとえば、GPS位置)を要求するために、Location Requ
estメッセージをUTに送信することがある。
【００３４】
　本開示は、いくつかの態様では、接続解放管理に関する。たとえば、UTは、UTがもはや
必要としないRadio Connectionの解放を引き起こすようにとの要求を送信してもよい。別
の例として、UTは、UTが位置情報の送信を終えてアイドルモードに戻る予定であるときに
、位置報告に使用される接続を解放するために、Location Indication(たとえば、接続の
解放を要求するフラグを含む)を送信してもよい。さらに別の例として、ネットワークは
、時間長の指示、Restricted Area Definition、更新手順の強制開始に対する指示、また
はこれらの任意の組合せなどの情報を含む、Radio Connection ReleaseメッセージをUTに
送信してもよい。
【００３５】
　本開示は、いくつかの態様では、接続拒絶管理に関する。たとえば、ネットワークは、
UTのための新しいPAC、ネットワークに再接続することを直ちに試行するためのUTに対す
る要求、または古いPACに対する要求などの情報を含む、UTをRadio Connection Rejectメ
ッセージに送信してもよい。
【００３６】
　特定の例を対象とする以下の説明および関係する図面において、本開示の様々な態様が
説明される。本開示の範囲から逸脱することなく、代替の例が考案されてもよい。加えて
、本開示の関連する詳細を不明瞭にしないように、よく知られている要素は詳細に説明さ
れず、または省略される。
【００３７】
I.例示的な衛星システム
　図1は、非静止軌道、たとえば地球低軌道(LEO)にある複数の衛星を含む(ただし例示を
わかりやすくするために1つの衛星300のみが示される)衛星通信システム100、衛星300と
通信している(たとえば、衛星ゲートウェイまたは衛星ネットワークポータルに対応する)
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地上ネットワーク(GN)200、衛星300と通信している複数のUT400および401、ならびにUT40
0および401とそれぞれ通信している複数のユーザ機器(UE)500および501の例を示す。
【００３８】
　衛星300は、UT400、401が衛星300の「フットプリント」内にある限り、UT400、401から
信号を受信しUT400、401に信号を送信することができる。衛星300のフットプリントは、
衛星300の信号の範囲内の地表上の地理的領域である。フットプリントは通常、アンテナ
の使用を通じて複数の「ビーム」へと地理的に分割される(たとえば、アンテナは、固定
された静的なビームを作成するために使用されることがあり、またはビーム形成技法を通
じて動的に調整可能なビームを作成するために使用されることがある)。セルは、ビーム
内の任意の順方向リンクの周波数を構成することがある。各ビームが1つの周波数しか使
用しない場合、「セル」および「ビーム」は交換可能である。各ビームは、フットプリン
ト内の特定の地理的領域をカバーする。ビームは、同じ衛星300からの複数のビームが同
じ特定の地理的領域をカバーするように方向付けられることがある。加えて、複数の衛星
300からのビームが、同じ地理的領域をカバーするように方向付けられることがある。
【００３９】
　各UE 500または501は、モバイルデバイス、電話機、スマートフォン、タブレット、ラ
ップトップコンピュータ、コンピュータ、ウェアラブルデバイス、スマートウォッチ、オ
ーディオビジュアルデバイス、またはUTと通信する能力を含む任意のデバイスなどのユー
ザデバイスであってもよい。加えて、UE500および/またはUE501は、1つまたは複数のエン
ドユーザデバイスと通信するために使用されるデバイス(たとえば、アクセスポイント、
スモールセルなど)であってもよい。図1に示される例では、UT400およびUE500は、双方向
アクセスリンク(順方向アクセスリンクおよびリターンアクセスリンクを有する)を介して
互いに通信し、同様に、UT401およびUE501は、別の双方向アクセスリンクを介して互いに
通信する。別の実装形態では、1つまたは複数の追加のUE(図示されない)は、受信のみを
行うように、したがって順方向アクセスリンクのみを使用してUTと通信するように構成さ
れてもよい。別の実装形態では、1つまたは複数の追加のUE(図示されない)も、UT400また
はUT401と通信してもよい。代替的に、UTおよび対応するUEは、たとえば衛星と直接通信
するための内蔵衛星トランシーバおよびアンテナを有する携帯電話などの単一の物理デバ
イスの一体部分であってもよい。
【００４０】
　GN200は、インターネット108への、または1つまたは複数の他のタイプのパブリックネ
ットワーク、セミプライベートネットワーク、もしくはプライベートネットワークへのア
クセス権を有することがある。図1に示される例では、GN200はインフラストラクチャ106
と通信しており、インフラストラクチャ106は、インターネット108、または1つまたは複
数の他のタイプのパブリックネットワーク、セミプライベートネットワーク、もしくはプ
ライベートネットワークにアクセスすることが可能である。GN200はまた、たとえば光フ
ァイバー網または公衆交換電話網(PSTN)110などの固定回線網を含む、様々なタイプの通
信バックホールに結合されることがある。さらに、代替的な実装形態では、GN200は、イ
ンフラストラクチャ106を使用せずに、インターネット108、PSTN110、または1つまたは複
数の他のタイプのパブリックネットワーク、セミプライベートネットワーク、もしくはプ
ライベートネットワークとインターフェースすることがある。またさらに、GN200は、イ
ンフラストラクチャ106を通じてGN201などの他のGNと通信することがあり、または代替的
に、インフラストラクチャ106を使用せずにGN201と通信するように構成されることがある
。インフラストラクチャ106は、全体的にまたは部分的に、ネットワーク制御センター(NC
C)、衛星制御センター(SCC)、有線および/もしくはワイヤレスコアネットワーク、ならび
に/または衛星通信システム100の動作および/もしくは衛星通信システム100との通信を容
易にするために使用される任意の他のコンポーネントもしくはシステムを含むことがある
。
【００４１】
　両方の方向への衛星300とGN200との間の通信はフィーダリンクと呼ばれ、一方両方の方
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向への衛星とUT400および401の各々との間の通信はサービスリンクと呼ばれる。衛星300
から、GN200またはUT400および401の1つであってもよい地上局への単一の経路は、一般的
にダウンリンクと呼ばれることがある。地上局から衛星300への信号経路は、一般的にア
ップリンクと呼ばれることがある。加えて、示されるように、信号は、順方向リンクおよ
びリターンリンク(または逆方向リンク)などの全般的な方向性を有し得る。したがって、
GN200から始まり衛星300を通ってUT400において終端する方向の通信リンクは順方向リン
クと呼ばれ、一方UT400から始まり衛星300を通ってGN200において終端する方向の通信リ
ンクはリターンリンクまたは逆方向リンクと呼ばれる。したがって、図1では、GN200から
衛星300への信号経路は「順方向フィーダリンク」112と名付けられ、一方衛星300からGN2
00への信号経路は「リターンフィーダリンク」114と名付けられる。同様にして、図1では
、各UT400または401から衛星300への信号経路は「リターンサービスリンク」116と名付け
られ、一方衛星300から各UT400または401への信号経路は「順方向サービスリンク」118と
名付けられる。
【００４２】
　GN200のコントローラ122は、ページングエリア情報、位置情報、および接続シグナリン
グ128を同様に生成し、使用し、管理するUT400のコントローラ126と協調して、ページン
グエリア情報、位置情報、および接続シグナリング124を生成し、使用し、管理する。
【００４３】
　たとえば、コントローラ122のページングエリア管理130の機能は、ページング関連のタ
スク(たとえば、ページングエリア更新)を実行し、関連するページングエリア情報をUT40
0に送信してもよい。それに応答して、コントローラ126のページングエリア管理132の機
能は、ページングエリアをUT400に割り当てて関連する動作を実行するために、受信され
たページング情報を処理してもよい。
【００４４】
　補足する方式で、ページングエリア管理132の機能は、ページング関連のタスク(たとえ
ば、ページングエリア更新)を実行し、関連するページングエリア情報をGN200に送信して
もよい。たとえば、ページングエリア管理132の機能は、UT400に割り振られる現在のまた
は以前のページングエリアを報告してもよい。それに応答して、ページングエリア管理13
0の機能は、ページングエリアをUT400に再び割り当てて関連する動作を実行するために、
受信されたページング情報を処理してもよい。
【００４５】
　コントローラ122の位置管理134の機能およびコントローラ126の位置管理136の機能は、
GN200がUT400から位置情報を取得することを可能にするために通信してもよい。たとえば
、位置管理136の機能は、UT400の位置を決定し、この位置の指示をGN200に送信してもよ
い。位置管理134の機能は、たとえばUT400が禁止エリアの中にあるかどうかを判定するた
めに、位置情報を使用してもよい。位置管理134の機能はまた、位置管理136の機能から位
置情報を要求し、位置管理136の機能に位置報告閾値を送信してもよい。
【００４６】
　コントローラ122の接続シグナリング管理138の機能およびコントローラ126の接続シグ
ナリング管理140の機能は、ページングエリア情報を取得すること、位置関連情報を共有
すること、禁止エリアにおける動作を扱うこと、および他の目的に使用される接続を確立
して切断するために協働してもよい。この目的で、接続シグナリング管理140の機能は、
接続要求メッセージ、接続解放要求メッセージ、および他の接続関連シグナリングをGN20
0に送信してもよい。同様に、接続シグナリング管理138の機能は、接続拒絶メッセージ、
接続解放メッセージ、接続要求メッセージ、接続確立メッセージ、制約エリア情報、およ
び他の接続関連シグナリングをUT400に送信してもよい。
【００４７】
　衛星通信システム100の他のコンポーネントは、対応するコントローラも含むことがあ
る。たとえば、他のGN、衛星、およびUT(図示せず)は対応するコントローラを含むことが
ある。
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【００４８】
　図2は、GN200の例示的なブロック図であり、これは図1のGN201にも当てはまり得る。GN
200は、いくつかのアンテナ205、RFサブシステム210、デジタルサブシステム220、公衆交
換電話網(PSTN)インターフェース230、ローカルエリアネットワーク(LAN)インターフェー
ス240、GNインターフェース245、およびGNコントローラ250を含むものとして示される。R
Fサブシステム210は、アンテナ205およびデジタルサブシステム220に結合される。デジタ
ルサブシステム220は、PSTNインターフェース230、LANインターフェース240、およびGNイ
ンターフェース245に結合される。GNコントローラ250は、RFサブシステム210、デジタル
サブシステム220、PSTNインターフェース230、LANインターフェース240、およびGNインタ
ーフェース245に結合される。
【００４９】
　いくつかのRFトランシーバ212と、RFコントローラ214と、アンテナコントローラ216と
を含むことがあるRFサブシステム210は、順方向フィーダリンク301Fを介して通信信号を
衛星300に送信することがあり、リターンフィーダリンク301Rを介して衛星300から通信信
号を受信することがある。簡単にするために図示されないが、RFトランシーバ212の各々
は、送信チェーンおよび受信チェーンを含むことがある。各受信チェーンは、受信された
通信信号をよく知られている方式でそれぞれ増幅およびダウンコンバートするための低雑
音増幅器(LNA)およびダウンコンバータ(たとえば、ミキサ)を含むことがある。加えて、
各受信チェーンは、(たとえば、デジタルサブシステム220による処理のために)受信され
た通信信号をアナログ信号からデジタル信号に変換するためのアナログデジタルコンバー
タ(ADC)を含むことがある。各送信チェーンは、衛星300に送信されるべき通信信号をよく
知られている方式でそれぞれアップコンバートおよび増幅するためのアップコンバータ(
たとえば、ミキサ)および電力増幅器(PA)を含むことがある。加えて、各送信チェーンは
、デジタルサブシステム220から受信されたデジタル信号を衛星300へ送信されるべきアナ
ログ信号に変換するためのデジタルアナログコンバータ(DAC)を含むことがある。
【００５０】
　RFコントローラ214は、いくつかのRFトランシーバ212の様々な態様(たとえば、搬送波
周波数の選択、周波数および位相の較正、利得の設定など)を制御するために使用される
ことがある。アンテナコントローラ216は、アンテナ205の様々な態様(たとえば、ビーム
フォーミング、ビームステアリング、利得の設定、周波数の調整など)を制御することが
ある。
【００５１】
　デジタルサブシステム220は、いくつかのデジタルレシーバモジュール222、いくつかの
デジタルトランスミッタモジュール224、ベースバンド(BB)プロセッサ226、および制御(C
TRL)プロセッサ228を含むことがある。デジタルサブシステム220は、RFサブシステム210
から受信された通信信号を処理し、処理された通信信号をPSTNインターフェース230およ
び/またはLANインターフェース240に転送することがあり、PSTNインターフェース230およ
び/またはLANインターフェース240から受信された通信信号を処理し、処理された通信信
号をRFサブシステム210に転送することがある。
【００５２】
　各デジタルレシーバモジュール222は、GN200とUT400との間の通信を管理するために使
用される信号処理要素に相当することがある。RFトランシーバ212の受信チェーンのうち
の1つが、複数のデジタルレシーバモジュール222に入力信号を提供することがある。いく
つかのデジタルレシーバモジュール222が、任意の所与の時間に処理されている衛星ビー
ムおよびあり得るダイバーシティモード信号のすべてを受け入れるために使用されること
がある。簡潔にするために示されないが、各デジタルレシーバモジュール222は、1つまた
は複数のデジタルデータレシーバ、サーチャレシーバ、ならびにダイバーシティ合成器お
よびデコーダ回路を含むことがある。サーチャレシーバは、搬送波信号の適切なダイバー
シティモードを探索するために使用されることがあり、パイロット信号(または他の比較
的変化しないパターンの強い信号)を探索するために使用されることがある。



(13) JP 6896070 B2 2021.6.30

10

20

30

40

50

【００５３】
　デジタルトランスミッタモジュール224は、衛星300を介してUT400に送信されるべき信
号を処理することがある。簡潔にするために示されないが、各デジタルトランスミッタモ
ジュール224は、送信のためにデータを変調する送信変調器を含むことがある。各送信変
調器の送信電力は、(1)干渉低減およびリソース割振りのために電力の最小レベルを適用
し、(2)送信経路における減衰および他の経路伝送特性を補償するのに必要なときに適当
なレベルの電力を適用することがある、対応するデジタル送信電力コントローラ(簡単に
するために図示せず)によって制御されることがある。
【００５４】
　デジタルレシーバモジュール222、デジタルトランスミッタモジュール224、およびベー
スバンドプロセッサ226に結合される制御プロセッサ228は、限定はされないが、信号処理
、タイミング信号生成、電力制御、ハンドオフ制御、ダイバーシティ合成、およびシステ
ムとのインターフェースなどの機能をもたらすためのコマンドおよび制御信号を提供する
ことがある。
【００５５】
　制御プロセッサ228は、パイロットの生成および電力、同期、ならびにページングチャ
ネル信号およびその送信電力コントローラへの結合(簡潔にするために図示されない)も制
御することがある。パイロットチャネルは、データによって変調されない信号であり、反
復的な変化しないパターンまたは変動しないフレーム構造タイプ(パターン)またはトーン
タイプの入力を使用することがある。たとえば、パイロット信号のためのチャネルを形成
するために使用される直交関数は一般に、すべて1もしくはすべて0などの定数値を、また
は1と0が散在する構造化されたパターンなどのよく知られている反復的なパターンを有す
る。
【００５６】
　ベースバンドプロセッサ226は当技術分野においてよく知られているので、本明細書に
おいて詳細に説明されない。たとえば、ベースバンドプロセッサ226は、(限定はされない
が)コーダ、データモデム、ならびにデジタルデータの切替えおよび記憶のコンポーネン
トなどの様々な既知の要素を含むことがある。
【００５７】
　PSTNインターフェース230は、図1に示されるように、直接、または追加のインフラスト
ラクチャ106を通じて、外部PSTNに通信信号を提供し、外部PSTNから通信信号を受信する
ことがある。PSTNインターフェース230は、当技術分野においてよく知られているので、
本明細書では詳細には説明されない。他の実装形態では、PSTNインターフェース230は省
略されることがあり、またはGN200を地上のネットワーク(たとえば、インターネット)に
接続する任意の他の適切なインターフェースにより置き換えられることがある。
【００５８】
　LANインターフェース240は、外部のLANに通信信号を提供し、外部のLANから通信信号を
受信することがある。たとえば、LANインターフェース240は、図1に示されるように、直
接、または追加のインフラストラクチャ106を通じてインターネット108に結合されること
がある。LANインターフェース240は当技術分野においてよく知られているので、本明細書
において詳細に説明されない。
【００５９】
　GNインターフェース245は、図1の衛星通信システム100と関連付けられる1つまたは複数
の他のGNへ/から(かつ/または、簡潔にするために示されない他の衛星通信システムと関
連付けられるGNへ/から)通信信号を提供し、通信信号を受信することがある。いくつかの
実装形態では、GNインターフェース245は、1つまたは複数の専用通信回線またはチャネル
(簡潔にするために示されない)を介して他のGNと通信することがある。他の実装形態では
、GNインターフェース245は、PSTN110および/またはインターネット108などの他のネット
ワーク(図1も参照)を使用して、他のGNと通信することがある。少なくとも1つの実装形態
では、GNインターフェース245は、インフラストラクチャ106を介して他のGNと通信するこ
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とがある。
【００６０】
　全体的なGN制御は、GNコントローラ250によって提供されることがある。GNコントロー
ラ250は、GN200による衛星300のリソースの利用を計画して制御することがある。たとえ
ば、GNコントローラ250は、傾向を分析し、トラフィック計画を生成し、衛星リソースを
割振り、衛星の場所を監視(または追跡)し、GN200および/または衛星300の性能を監視す
ることがある。GNコントローラ250はまた、衛星300の軌道を維持して監視し、衛星使用情
報をGN200に中継し、衛星300の場所を追跡し、かつ/または衛星300の様々なチャネルの設
定を調整する、地上の衛星コントローラ(簡潔にするために示されない)に結合されること
がある。
【００６１】
　図2に示される例示的な実装形態では、GNコントローラ250は、ローカルの時間、周波数
、および場所の基準251を含み、これらは、RFサブシステム210、デジタルサブシステム22
0、ならびに/またはインターフェース230、240、および245に、ローカルの時間または周
波数の情報を提供することがある。時間または周波数の情報は、GN200の様々なコンポー
ネントを互いに、かつ/または衛星300と同期するために使用されることがある。ローカル
の時間、周波数、および場所の基準251はまた、GN200の様々なコンポーネントに衛星300
の場所情報(たとえば、エフェメリスデータ)を提供することがある。さらに、GNコントロ
ーラ250に含まれるものとして図2では図示されるが、他の実装形態では、ローカルの時間
、周波数、および場所の基準251は、GNコントローラ250に(かつ/またはデジタルサブシス
テム220およびRFサブシステム210のうちの1つまたは複数に)結合される別個のサブシステ
ムであってもよい。
【００６２】
　簡潔にするために図2には示されないが、GNコントローラ250はまた、ネットワーク制御
センター(NCC)および/または衛星制御センター(SCC)に結合されることがある。たとえば
、GNコントローラ250は、SCCが衛星300と直接通信すること、たとえば衛星300からエフェ
メリスデータを取り出すことを可能にすることがある。GNコントローラ250はまた、GNコ
ントローラ250が(たとえば、適切な衛星300の)そのアンテナ205を適切に狙うこと、ビー
ム送信をスケジューリングすること、ハンドオフを協調させること、および様々な他のよ
く知られている機能を実行することを可能にする、(たとえば、SCCおよび/またはNCCから
の)処理された情報を受信することがある。
【００６３】
　GNコントローラ250は、本明細書で教示されるような、GN200のためのページング、位置
報告、接続シグナリングなどに関する動作を独立にまたは協調して実行する、処理回路23
2、メモリデバイス234、またはコントローラ236のうちの1つまたは複数を含むことがある
。ある例示的な実装形態では、処理回路232は、これらの動作の一部またはすべてを実行
するように構成される(たとえば、プログラムされる)。別の例示的な実装形態では、処理
回路232(たとえば、プロセッサの形態の)は、メモリデバイス234に記憶されているコード
を実行して、これらの動作の一部またはすべてを実行する。別の例示的な実装形態では、
コントローラ236は、これらの動作の一部またはすべてを実行するように構成される(たと
えば、プログラムされる)。GNコントローラ250に含まれるものとして図2では図示される
が、他の実装形態では、処理回路232、メモリデバイス234、またはコントローラ236のう
ちの1つまたは複数は、GNコントローラ250に(かつ/またはデジタルサブシステム220およ
びRFサブシステム210のうちの1つまたは複数に)結合される別個のサブシステムであって
もよい。
【００６４】
　図3は、説明のみを目的とした、衛星300の例示的なブロック図である。具体的な衛星の
構成は、大きく変わり得ること、およびオンボード処理を含むことも含まないこともある
ことが理解されるであろう。さらに、単一の衛星として示されるが、衛星間通信を使用す
る2つ以上の衛星が、GN200とUT400との間の機能的な接続を提供してもよい。本開示はい
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かなる特定の衛星の構成にも限定されず、GN200とUT400との間の機能的な接続を提供でき
る任意の衛星または衛星の組合せが、本開示の範囲内にあると見なされ得ることが理解さ
れるであろう。一例では、衛星300は、順方向トランスポンダ310、リターントランスポン
ダ320、発振器330、コントローラ340、順方向リンクアンテナ351および352(1)～352(N)、
ならびにリターンリンクアンテナ362および361(1)～361(N)を含むものとして示される。
対応するチャネルまたは周波数帯域内の通信信号を処理することがある順方向トランスポ
ンダ310は、第1のバンドパスフィルタ311(1)～311(N)のそれぞれ1つ、第1の低雑音増幅器
(LNA)312(1)～312(N)のそれぞれ1つ、周波数変換器313(1)～313(N)のそれぞれ1つ、第2の
LNA314(1)～314(N)のそれぞれ1つ、第2のバンドパスフィルタ315(1)～315(N)のそれぞれ1
つ、および電力増幅器(PA)316(1)～316(N)のそれぞれ1つを含むことがある。PA316(1)～3
16(N)の各々は、図3に示されるように、アンテナ352(1)～352(N)のそれぞれ1つに結合さ
れる。
【００６５】
　それぞれの順方向経路FP(1)～FP(N)の各々の中で、第1のバンドパスフィルタ311は、そ
れぞれの順方向経路FPのチャネルまたは周波数帯域内の周波数を有する信号成分を通し、
それぞれの順方向経路FPのチャネルまたは周波数帯域の外側の周波数を有する信号成分を
フィルタリングする。したがって、第1のバンドパスフィルタ311の通過帯域は、それぞれ
の順方向経路FPと関連付けられるチャネルの幅に対応する。第1のLNA312は、受信された
通信信号を周波数変換器313による処理に適切なレベルまで増幅する。周波数変換器313は
、それぞれの順方向経路FPにおける通信信号の周波数を(たとえば、衛星300からUT400へ
の送信に適した周波数へ)変換する。第2のLNA314は、周波数変換された通信信号を増幅し
、第2のバンドパスフィルタ315は、関連するチャネル幅の外側の周波数を有する信号成分
をフィルタリングする。PA316は、それぞれのアンテナ352を介したUT400への送信に適し
た電力レベルへフィルタリングされた信号を増幅する。ある数(N)のリターン経路RP(1)～
RP(N)を含むリターントランスポンダ320は、アンテナ361(1)～361(N)を介してリターンサ
ービスリンク302Rに沿って通信信号をUT400から受信し、アンテナ362のうちの1つまたは
複数を介してリターンフィーダリンク301Rに沿って通信信号をGN200に送信する。対応す
るチャネルまたは周波数帯域内の通信信号を処理することがあるリターン経路RP(1)～RP(
N)の各々は、アンテナ361(1)～361(N)のそれぞれ1つに結合されることがあり、第1のバン
ドパスフィルタ321(1)～321(N)のそれぞれ1つ、第1のLNA322(1)～322(N)のそれぞれ1つ、
周波数変換器323(1)～323(N)のそれぞれ1つ、第2のLNA324(1)～324(N)のそれぞれ1つ、お
よび第2のバンドパスフィルタ325(1)～325(N)のそれぞれ1つを含むことがある。
【００６６】
　それぞれのリターン経路RP(1)～RP(N)の各々の中で、第1のバンドパスフィルタ321は、
それぞれの逆方向経路RPのチャネルまたは周波数帯域内の周波数を有する信号成分を通し
、それぞれの逆方向経路RPのチャネルまたは周波数帯域の外側の周波数を有する信号成分
をフィルタリングする。したがって、第1のバンドパスフィルタ321の通過帯域は、いくつ
かの実装形態では、それぞれのリターン経路RPと関連付けられるチャネルの幅に対応する
ことがある。第1のLNA322は、すべての受信された通信信号を周波数変換器323による処理
に適切なレベルまで増幅する。周波数変換器323は、それぞれのリターン経路RPにおける
通信信号の周波数を(たとえば、衛星300からGN200への送信に適した周波数へ)変換する。
第2のLNA324は、周波数変換された通信信号を増幅し、第2のバンドパスフィルタ325は、
関連するチャネル幅の外側の周波数を有する信号成分をフィルタリングする。リターン経
路RP(1)～RP(N)からの信号は、合成されて、PA326を介して1つまたは複数のアンテナ362
へ提供される。PA326は、GN200への送信のために、合成された信号を増幅する。
【００６７】
　発振信号を生成する任意の適切な回路またはデバイスであってもよい発振器330は、順
方向トランスポンダ310の周波数変換器313(1)～313(N)に順方向ローカル発振器信号LO(F)
を提供し、リターントランスポンダ320の周波数変換器323(1)～323(N)にリターンローカ
ル発振器信号LO(R)を提供する。たとえば、LO(F)信号は、GN200から衛星300への信号の送



(16) JP 6896070 B2 2021.6.30

10

20

30

40

50

信と関連付けられる周波数帯域から衛星300からUT400への信号の送信と関連付けられる周
波数帯域へ通信信号を変換するために周波数変換器313(1)～313(N)によって使用されるこ
とがある。LO(R)信号は、UT400から衛星300への信号の送信と関連付けられる周波数帯域
から衛星300からGN200への信号の送信と関連付けられる周波数帯域へ通信信号を変換する
ために周波数変換器323(1)～323(N)によって使用されることがある。
【００６８】
　順方向トランスポンダ310、リターントランスポンダ320、および発振器330に結合され
るコントローラ340は、(限定はされないが)チャネルの割振りを含む衛星300の様々な動作
を制御することがある。一態様では、コントローラ340は、メモリ(たとえば、メモリデバ
イス366)に結合される処理回路364(たとえば、プロセッサ)を含むことがある。メモリは
、処理回路364によって実行されると、衛星300に、(限定はされないが)本明細書において
説明される動作を含む動作を実行させる命令を記憶した、非一時的コンピュータ可読媒体
(たとえば、EPROM、EEPROM、フラッシュメモリ、ハードドライブなどの1つまたは複数の
非揮発性メモリ素子)を含むことがある。
【００６９】
　図4は、説明のみを目的としたUT400またはUT401の例示的なブロック図である。具体的
なUTの構成は大きく変わり得ることを理解されたい。したがって、本開示はいかなる特定
のUTの構成にも限定されず、衛星300とUE500または501との間の機能的な接続を提供する
ことができるあらゆるUTが、本開示の範囲内にあると見なされてもよい。
【００７０】
　UTは、様々な適用例において使用されることがある。いくつかのシナリオでは、UTはセ
ルラーバックホールを提供することがある。この場合、UTは、比較的大きなアンテナおよ
び/または複数のアンテナ(たとえば、妨害から守るための)を有することがある。いくつ
かのシナリオでは、UTは企業の環境において展開されることがある(たとえば、建物の屋
根に置かれることがある)。この場合、UTは、比較的大きなアンテナおよび/または複数の
アンテナ(たとえば、比較的高いバックホール帯域幅を提供するための)を有することがあ
る。いくつかのシナリオでは、UTは住宅の環境において展開されることがある(たとえば
、家の屋根に置かれることがある)。この場合、UTはより小さな(かつ比較的安価な)アン
テナを有し、データサービスに対する固定アクセス(たとえば、インターネットアクセス)
を提供することがある。いくつかのシナリオでは、UTは海の環境において展開されること
がある(たとえば、クルーズ船、貨物船などに置かれることがある)。この場合、UTは、比
較的大きなアンテナおよび/または複数のアンテナ(たとえば、妨害を防ぎ、比較的高帯域
幅のデータサービス提供するための)を有することがある。いくつかのシナリオでは、UT
は車両に展開されることがある(たとえば、ファーストレスポンダ、緊急隊員などにより
携帯されることがある)。この場合、UTは、より小さなアンテナを有し、特定のエリア(た
とえば、セルラーサービスが圏外である場所)に一時的なインターネットアクセスを提供
するために使用されることがある。他のシナリオが可能である。
【００７１】
　特定のUTの構成は、UTが使用される用途に依存することがある。たとえば、アンテナの
タイプ、アンテナの形状、アンテナの量、サポートされる帯域幅、サポートされる送信出
力、レシーバの感度などは、対応する用途に依存することがある。一例として、平面アン
テナ(比較的目立たない)が航空機の用途において使用されることがある。
【００７２】
　図4の例では、UTはトランシーバを含むように示されており、少なくとも1つのアンテナ
410が順方向リンク通信信号を(たとえば、衛星300から)受信するために設けられ、順方向
リンク通信信号はアナログレシーバ414へ転送され、そこでダウンコンバートされ、増幅
され、デジタル化される。同じアンテナがトランスミッタ機能とレシーバ機能の両方を提
供することを可能にするために、デュプレクサ要素412が使用されることが多い。代替的
に、UTトランシーバは、異なる送信周波数および受信周波数における動作のために別々の
アンテナを利用してもよい。
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【００７３】
　アナログ受信器414によって出力されたデジタル通信信号は、少なくとも1つのデジタル
データレシーバ416Aおよび少なくとも1つのサーチャレシーバ418に転送される。関連技術
の当業者には明らかなように、追加のデジタルデータレシーバ(たとえば、デジタルデー
タレシーバ416Nによって代表されるような)が、トランシーバの複雑さの許容可能なレベ
ルに応じて、所望のレベルの信号ダイバーシティを得るために使用されてもよい。
【００７４】
　少なくとも1つのユーザ端末制御プロセッサ420は、デジタルデータレシーバ416A～416N
およびサーチャレシーバ418に結合される。制御プロセッサ420は、機能の中でもとりわけ
、基本的な信号処理、タイミング、電力およびハンドオフの制御または協調、ならびに信
号搬送波のために使用される周波数の選択を提供する。制御プロセッサ420によって実行
されることがある別の基本的な制御機能は、様々な信号波形を処理するために使用される
べき機能の選択または操作である。制御プロセッサ420による信号処理は、相対的な信号
強度の決定および様々な関連する信号パラメータの計算を含むことがある。タイミングお
よび周波数などの信号パラメータのそのような計算は、測定における効率もしくは速度の
向上、または制御処理リソースの割振りの改善をもたらすための追加のまたは別個の専用
回路の使用を含むことがある。
【００７５】
　デジタルデータレシーバ416A～416Nの出力は、UT400内のデジタルベースバンド回路422
に結合される。デジタルベースバンド回路422は、たとえば図1に示されるような、UE500
との間で情報を転送するために使用される処理および提示要素を含む。図4を参照すると
、ダイバーシティ信号処理が利用される場合、デジタルベースバンド回路422は、ダイバ
ーシティ合成器およびデコーダ(図示されず)を含むことがある。これらの要素の一部はま
た、制御プロセッサ420の制御下で、または制御プロセッサ420と通信して動作してもよい
。
【００７６】
　音声データまたは他のデータがUT400から始まる出力メッセージまたは通信信号として
準備されるとき、デジタルベースバンド回路422は、送信のために所望のデータを受信し
、記憶し、処理し、別様に準備するために使用される。デジタルベースバンド回路422は
、制御プロセッサ420の制御下で動作する送信変調器426に、このデータを提供する。送信
変調器426の出力は、アンテナ410から衛星(たとえば、衛星300)への出力信号の最終的な
送信のために出力電力制御を送信電力増幅器430に提供する電力コントローラ428に転送さ
れる。
【００７７】
　図4において、UTトランシーバは、制御プロセッサ420と関連付けられるメモリ432も含
む。メモリ432は、制御プロセッサ420による実行のための命令、ならびに制御プロセッサ
420による処理のためのデータを含むことがある。図4に示される例では、メモリ432は、
衛星300へのリターンサービスリンクを介してUT400によって送信されるべきRF信号へ適用
されるべき時間または周波数の調整を実行するための命令を含むことがある。
【００７８】
　図4に示される例では、UT400はまた、オプションのローカルの時間、周波数、および/
または場所の基準434(たとえば、GPSレシーバ)を含み、これはローカルの時間、周波数、
および/または場所の情報をたとえばUT400のための時間または周波数の同期を含む様々な
用途のために、制御プロセッサ420へ提供することがある。
【００７９】
　デジタルデータレシーバ416A～416Nおよびサーチャレシーバ418は、特定の信号を復調
し追跡するための信号相関要素を用いて構成される。サーチャレシーバ418は、パイロッ
ト信号、または他の比較的変化しないパターンの強い信号を探索するために使用されるが
、デジタルデータレシーバ416A～416Nは、検出されたパイロット信号と関連付けられる他
の信号を復調するために使用される。しかしながら、デジタルデータレシーバ416は、信
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号雑音に対する信号チップエネルギーの比率を適切に決定し、パイロット信号強度を策定
するために、取得の後にパイロット信号を追跡することを担い得る。したがって、これら
のユニットの出力は、パイロット信号または他の信号におけるエネルギー、またはそれら
の周波数を決定するために監視されてもよい。これらのレシーバはまた、復調されている
信号のための制御プロセッサ420に現在の周波数およびタイミングの情報を提供するため
に監視され得る、周波数ページング要素を利用する。
【００８０】
　制御プロセッサ420は、そのような情報を使用して、同じ周波数帯域にスケーリングさ
れるときに、受信される信号が発振器の周波数からどの程度オフセットされるかを適宜決
定してもよい。周波数誤差および周波数シフトに関するこの情報および他の情報が、希望
されるように記憶素子またはメモリ素子(たとえば、メモリ432)に記憶されてもよい。
【００８１】
　制御プロセッサ420はまた、UT400と1つまたは複数のUEとの間の通信を可能にするため
に、UEインターフェース回路450に結合されることがある。UEインターフェース回路450は
、様々なUE構成との通信のために希望されるように構成されることがあるので、サポート
される様々なUEと通信するために利用される様々な通信技術に応じて、様々なトランシー
バおよび関連するコンポーネントを含むことがある。たとえば、UEインターフェース回路
450は、1つまたは複数のアンテナ、ワイドエリアネットワーク(WAN)トランシーバ、ワイ
ヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)トランシーバ、ローカルエリアネットワーク(L
AN)インターフェース、公衆交換電話網(PSTN)インターフェース、および/または、UT400
と通信している1つまたは複数のUEと通信するように構成される他の既知の通信技法を含
むことがある。
【００８２】
　制御プロセッサ420は、本明細書で教示されるような、UT400のためのページング、位置
報告、接続シグナリングなどに関する動作を独立にまたは協調して実行する、処理回路44
2、メモリデバイス444、またはコントローラ446のうちの1つまたは複数を含むことがある
。ある例示的な実装形態では、処理回路442は、これらの動作の一部またはすべてを実行
するように構成される(たとえば、プログラムされる)。別の例示的な実装形態では、処理
回路442(たとえば、プロセッサの形態の)は、メモリデバイス444に記憶されているコード
を実行して、これらの動作の一部またはすべてを実行する。別の例示的な実装形態では、
コントローラ446は、これらの動作の一部またはすべてを実行するように構成される(たと
えば、プログラムされる)。制御プロセッサ420に含まれるものとして図4では図示される
が、他の実装形態では、処理回路442、メモリデバイス444、またはコントローラ446のう
ちの1つまたは複数は、制御プロセッサ420に結合される別個のサブシステムであってもよ
い。
【００８３】
　図5は、図1のUE501にも当てはまり得るUE500の例を示すブロック図である。図5に示さ
れるようなUE500は、たとえばモバイルデバイス、ハンドヘルドコンピュータ、タブレッ
ト、ウェアラブルデバイス、スマートウォッチ、またはユーザと対話することが可能な任
意のタイプのデバイスであってもよい。加えて、UE500は、様々な最終的なエンドユーザ
デバイスおよび/または様々なパブリックネットワークもしくはプライベートネットワー
クへの接続を提供する、ネットワーク側デバイスであってもよい。図5に示される例では
、UE500は、LANインターフェース502、1つまたは複数のアンテナ504、ワイドエリアネッ
トワーク(WAN)トランシーバ506、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)トランシ
ーバ508、および衛星測位システム(SPS)レシーバ510を含むことがある。SPSレシーバ510
は、全地球測位システム(GPS)、Global Navigation Satellite System(GLONASS)、および
/または任意の他の地球規模のもしくは地域的な衛星ベースの測位システムに適合するこ
とがある。ある代替的な態様では、UE500は、たとえばLANインターフェース502を伴うも
しくは伴わないWi-FiトランシーバなどのWLANトランシーバ508、WANトランシーバ506、お
よび/またはSPSレシーバ510を含むことがある。さらに、UE500は、LANインターフェース5
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02を伴うもしくは伴わない、Bluetooth(登録商標)、ZigBee、および他の既知の技術など
の追加のトランシーバ、WANトランシーバ506、WLANトランシーバ508、および/またはSPS
レシーバ510を含むことがある。したがって、UE500について示される要素は、単に例示的
な構成として与えられ、本明細書において開示される様々な態様によるUEの構成を限定す
ることは意図されていない。
【００８４】
　図5に示される例では、プロセッサ512は、LANインターフェース502、WANトランシーバ5
06、WLANトランシーバ508、およびSPSレシーバ510に接続される。オプションで、モーシ
ョンセンサ514および他のセンサもプロセッサ512に結合されてもよい。
【００８５】
　メモリ516はプロセッサ512に接続される。一態様では、メモリ516は、図1に示されるよ
うに、UT400へ送信され、かつ/またはUT400から受信されることがあるデータ518を含むこ
とがある。図5を参照すると、メモリ516はまた、たとえばUT400と通信するための処理ス
テップを実行するようにプロセッサ512によって実行されることになる、記憶された命令5
20を含むことがある。さらに、UE500はユーザインターフェース522も含むことがあり、ユ
ーザインターフェース522は、プロセッサ512の入力または出力をたとえば光の、音の、ま
たは触覚的な入力もしくは出力を通じてユーザに伝えるためのハードウェアおよびソフト
ウェアを含むことがある。図5に示される例では、UE500は、ユーザインターフェース522
に接続されるマイクロフォン/スピーカ524、キーパッド526、およびディスプレイ528を含
む。代替的に、ユーザの触覚的な入力または出力は、たとえばタッチスクリーンディスプ
レイを使用することによって、ディスプレイ528と統合されることがある。やはり、図5に
示される要素は本明細書において開示されるUEの構成を限定することは意図されず、UE50
0に含まれる要素は、デバイスの最終的な使用法およびシステムエンジニアの設計上の選
択に基づいて変化することが理解されるであろう。
【００８６】
　加えて、UE500は、たとえば図1に示されるようなUT400と通信しているがそれとは別個
の、モバイルデバイスまたは外部ネットワーク側デバイスなどのユーザデバイスであって
もよい。代替的に、UE500およびUT400は、単一の物理デバイスの一体部分であってもよい
。
【００８７】
　図1に示される例では、2つのUT400および401は、ビームカバレッジ内のリターンサービ
スリンクおよび順方向サービスリンクを介して、衛星300との双方向通信を行うことがあ
る。衛星は、ビームカバレッジ内の2つより多くのUTと通信することがある。したがって
、UT400および401から衛星300へのリターンサービスリンクは、多数対1のチャネルである
ことがある。たとえば、UTの一部は移動式であることがあるが、他のUTは固定式であるこ
とがある。図1に示される例などの衛星通信システムでは、ビームカバレッジ内の複数のU
T400および401は、時分割多重化され(TDM'ed)、周波数分割多重化され(FDM'ed)、または
それらの両方であることがある。
【００８８】
　何らかの時点において、UTは別の衛星(図1には示されない)にハンドオフされる必要が
あることがある。ハンドオフは、スケジューリングされたイベントまたはスケジューリン
グされていないイベントによって引き起こされることがある。
【００８９】
　スケジューリングされたイベントが原因のハンドオフのいくつかの例が以下に続く。ビ
ーム間および衛星間のハンドオフは、衛星の運動、UTの運動、または衛星ビームがオフさ
れること(たとえば、静止衛星(GEO)の制約が原因で)により引き起こされることがある。
ハンドオフはまた、衛星がまだUTの視線(line of sight)の中にある間に、衛星がGNの範
囲外に移動することによるものであることがある。
【００９０】
　スケジューリングされていないイベントが原因のハンドオフのいくつかの例が以下に続



(20) JP 6896070 B2 2021.6.30

10

20

30

40

50

く。ハンドオフは、障害物(たとえば、木)により衛星が遮られることによりトリガされる
ことがある。ハンドオフはまた、降雨減衰または他の大気条件が原因のチャネル品質(た
とえば、信号品質)の低下が原因でトリガされることがある。
【００９１】
　いくつかの実装形態では、ある特定の時点において、特定の衛星はGNの中の特定のエン
ティティ(たとえば、ネットワークアクセスコントローラ、NAC)によって制御されること
がある。したがって、GNはいくつかのNAC(たとえば、図2のGNコントローラ250によって実
装される)を有することがあり、それらの各々がGNによって制御される衛星のうちの対応
する1つを制御する。加えて、ある所与の衛星が複数のビームをサポートすることがある
。したがって、時間とともに、異なるタイプのハンドオフが発生することがある。
【００９２】
　ビーム間のハンドオフにおいて、UTは、衛星のあるビームから衛星の別のビームにハン
ドオフされる。たとえば、静止しているUTにサービスする特定のビームは、サービング衛
星が移動するにつれて時間とともに変化することがある。
【００９３】
　衛星間のハンドオフにおいて、UTは、現在のサービング衛星(ソース衛星と呼ばれる)か
ら別の衛星(ターゲット衛星と呼ばれる)にハンドオフされる。たとえば、UTは、ソース衛
星がUTから離れて移動するにつれて、およびターゲット衛星がUTに向かって移動するにつ
れて、ターゲット衛星にハンドオフされることがある。
【００９４】
II.衛星通信システムの例示的な詳細
　図6は、上記の情報、シグナリング、および手順が使用されることがある、データ、音
声、ビデオ、または他の通信のためのLEO衛星通信システムなどの非静止衛星通信システ
ム600を示す。通信システム600は、衛星606を介してGN604と通信することができるUT602
を含む。UT602、GN604、および衛星606は、それぞれ、たとえば図1のUT400、GN200、およ
び衛星300に対応することがある。
【００９５】
　GN604はまた、別のネットワーク620と通信するためのコアネットワーク制御プレーン(C
NCP)616およびコアネットワークユーザプレーン(CNUP)618、または他の同様の機能を含む
。いくつかの態様では、CNCPは、たとえばページングエリア、位置エリア、ルーティング
エリア、または何らかの他の適切な技法の使用を通じてUTの現在の位置を追跡すること、
UTのためのページングを制御すること、およびUTにアクセス制御を提供することなどのモ
ビリティ管理機能を提供することがある。いくつかの態様では、CNUPは、たとえばパケッ
トネットワークおよび/または他のタイプのネットワークとインターフェースすることな
どのゲートウェイ機能を提供することがある。ネットワーク620はしたがって、たとえば
コアネットワーク(たとえば、3G、4G、5Gなど)、イントラネット、インターネット、何ら
かの他のタイプのネットワーク、またはこれらの組合せを表すことがある。
【００９６】
　GN604はネットワークアクセスコントローラ(NAC)612を含み、NAC612の各々が、UT602お
よび他のUT(図示されず)と衛星606(または図示されない何らかの他の衛星)を介して通信
するための1つまたは複数の高周波(RF)サブシステム614とインターフェースする。いくつ
かの態様では、NAC612は、変調、復調、チャネルコーディング、チャネル復号、多重化お
よび逆多重化などの無線インターフェース機能を提供することがある。加えて、NAC612は
、システム情報のブロードキャストおよびRadio接続制御などのRadio機能をサポートする
ことがある。
【００９７】
　NAC(たとえば、図6のNAC612)の例示的な機能が、図7の衛星通信システム700の文脈でよ
り詳細に説明される。示されるように、NACは、衛星を制御するためのおよび/または衛星
を介して通信するためのBxPおよびAxPという2つのコンポーネントを含むことがある。し
たがって、一般に、図7のコンポーネントの機能は、図6の衛星通信システム600のコンポ
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ーネントの機能と同様である。
【００９８】
　いくつかの態様では、BxPはビーム関連の機能に対応する。たとえば、BxPという用語は
、Beam Control Processor (BCP)およびBeam Traffic Processor (BTP)の組合せを指すこ
とがある。すなわち、頭字語BxPは、Beam Control/Traffic Processorを表すことがある
。いくつかの態様では、BxPは、衛星を制御するための無線ネットワークコンポーネント
を含むことがある。たとえば、BxPは、衛星の所与のセル/ビームに対して、そのセル/ビ
ームにサービスするデジタル回路の対応するセットを含むことがある。したがって、いく
つかの態様では、BxPは特定のアンテナに対応する。また、いくつかの態様では、所与のB
xPは、衛星の所与のセル/ビームのための特定の帯域と関連付けられることがある。いく
つかの状況では、論理BxPは、衛星アクセスネットワーク(SAN)、GNアンテナ、衛星ビーム
、および順方向サービスリンク(FSL)周波数を含む4タプルによって一意に識別されること
がある。
【００９９】
　いくつかの態様では、AxPはアンカーポイントに対応する。たとえば、AxPという用語は
、Anchor Control Processor (ACP)およびAnchor Traffic Processor (ATP)の組合せを指
すことがある。すなわち、頭字語AxPは、Anchor Control/Traffic Processorを表すこと
がある。いくつかの態様では、アンカーポイントは、特定の領域(たとえば、行政上の領
域、国境など)と関連付けられることがある。所与のAxPが1つまたは複数の衛星にサービ
スすることがある。また、所与の衛星が1つまたは複数のAxPにサービスすることがある。
【０１００】
　図7を参照すると、ある所与の時点において、UT702は衛星706とBxPのうちの1つ(たとえ
ば、BxP708A)とを介してAxPのうちの1つ(たとえば、AxP704A)と通信し、ここで各BxPは、
衛星RFサブシステム(たとえば、サブシステム710A)を含み、またはそれと関連付けられる
。
【０１０１】
　上の状況では、接続モードにあるUTは、BxPハンドオフまたはAxPハンドオフという2つ
のタイプのハンドオフを経験することがある。たとえば、衛星が非GSO衛星システムにお
いて移動するにつれて、所与のUTにサービスするために使用されるセル/ビーム(および、
したがってそれらのセル/ビームと関連付けられる回路およびアンテナ)は、時間とともに
変化する。したがって、いくつかの態様では、BxPハンドオフは、異なるセル/ビーム(ま
たはアンテナなど)へのハンドオフに対応することがある。別の例として、第1の帯域上で
動作している特定のセル/ビームでの降雨減衰が、そのセル/ビームのための異なる帯域へ
の切替えを余儀なくすることがある。したがって、いくつかの態様では、BxPハンドオフ
は、所与のセル/ビームのための異なる帯域へのハンドオフに対応することがある。AxPハ
ンドオフは、異なるアンカーポイントへのハンドオフに対応する。たとえば、UTは、異な
る行政上の領域(AR)に移動することがあるので、サービングAxPの変更を余儀なくするこ
とがある。BxPハンドオフは、AxPハンドオフと関連付けられることも関連付けられないこ
ともある。
【０１０２】
III.ページング、位置、および禁止エリアの手順と接続シグナリング
　本開示は、いくつかの態様では、ユーザ端末(UT)にページングエリア(PA)情報を提供し
、UL位置情報を通信し、禁止エリアを扱い、関連する接続シグナリングを提供することに
関する。この目的で、GNおよび/またはUTは、ページング関連の動作、位置関連の動作、
接続関連の動作を実行することがある。たとえば、図6を再び参照すると、GN604はページ
ングエリア情報622および位置情報624を維持することがあり、UT602はページングエリア
情報626および位置情報628を維持することがある。加えて、UT602およびGN604は、衛星60
6によって中継されるメッセージを介して交換される、ページングエリア情報630、位置情
報632、および接続シグナリング634を生成し、制御し、送信し、受信することがある。
【０１０３】
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　これらのページング関連の動作は、いくつかの態様では、UTがまだPACを割り当てられ
ていない場合にUTが使用することができる、ページングエリアコード(PAC)の予備値を定
義することに関することがある。予備のPACは、UTおよび関連するアンカー制御/トラフィ
ックプロセッサ(AxP)に知られているが、over-the-airで使用されないことがある。たと
えば、UTの制御プレーン手順は、シグナリング動作を呼び出すときに予備のPACを使用す
ることがある。
【０１０４】
　ページング関連の動作はまた、いくつかの態様では、PAC情報をUTに提供することに関
することがある。いくつかの態様では、ACPは、PAC情報をUTに渡すために、Radio Connec
tion Reconfigurationメッセージ(新しいPAC、変化をいつ適用するかの指示を含む)をUT
に送信することがある。対応するRadio Connection Releaseメッセージは、Durationパラ
メータおよびRestricted Area Definitionを含むことがある。いくつかの態様では、ネッ
トワークは、禁止エリアの中または近くにあるUTに特別なPACを送信することがある。
【０１０５】
　接続関連の動作は、いくつかの態様では、新しいPACおよび古いPACを通信するためのシ
グナリングに関することがある。たとえば、Radio Connection Rejectメッセージ(たとえ
ば、待機時間値およびPACを含む)は、UTに新しいPACを割り当てるために(たとえば、第1
のPAC割当て、負荷平衡によるPACの再割当て、または何らかの他のタイプのPAC割当ての
ために)送信されることがある。別の例として、Radio Connection Rejectメッセージ(た
とえば、待機時間値、新しいPAC、接続要求における古いPAC情報の送信を要求するフラグ
を含む)が、UTに新しいPACを割り当てるために送信されることがある。UTは、UTが新しい
PACとの接続を要求するとき、Radio Connection Requestメッセージ(たとえば、UTのため
の古いPACを含む)を送信することがある。
【０１０６】
　接続関連の動作は、いくつかの態様では、接続解放シグナリングに関することがある。
たとえば、Location Indication(たとえば、接続の解放を要求するフラグを含む)は、UT
が位置情報の送信を終えてアイドルモードに戻る予定であるとき、Core Network Interfa
ce(CNI)接続および/またはRadio Connectionを解放するために送信されることがある。別
の例として、UTは、UTが位置情報の送信を終えるとき、UTが衛星移行テーブルのダウンロ
ードを終えるとき、または任意の他のユースケースに基づくトリガに応答して、かつUTが
アイドルモードに戻ることを望む場合に、CNI接続および/またはRadio Connectionを解放
するために、Radio Connection Release RequestをAnchor Control/Traffic Processor(A
xP)に送信することがある。
【０１０７】
　位置関連の動作は、いくつかの態様では、位置報告に関することがある。たとえば、ゲ
ートウェイは、Radio Connection Reconfigurationメッセージ(たとえば、アイドルモー
ドおよび/または接続モードに対する位置閾値を含む)をUTに送信することがある。このメ
ッセージは、禁止領域の近くの境界エリアにおいてUL Location Reportingを精密に調整
するために使用されることがある。別の例として、AxPは、UTの最新の位置(たとえば、GP
S位置)を要求するために、Location RequestメッセージをUTに送信してもよい。
【０１０８】
　上の動作は、いくつかの態様では、UTに更新手順を呼び出させることに関することがあ
る。たとえば、ネットワークは、時間長の指示、Restricted Area定義、Core Network Co
ntrol Layer (CNCL)更新手順のForce Initiationに対する指示、またはこれらの任意の組
合せなどの情報を含む、Radio Connection ReleaseメッセージをUTに送信してもよい。UT
は、PACに対する無効な値を使用して更新手順を開始することがある。ACPは、この無効な
PAC値を禁止PAC値で置き換え、禁止PAC値は次いでCore Network Control Plane (CNCP)に
送信される。それに応答して、CNCPは拒絶更新手順を実行する。
【０１０９】
　本開示のこれらおよび他の態様は、以下の図8～図30とともにより詳細に扱われる。説
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明を目的に、これらの詳細は、コンポーネントの中でもとりわけCNCP、AxP、およびBxPの
うちの1つまたは複数を含み、ページングエリアおよび他の関連する構築物を使用する、
衛星システムの文脈で説明される。しかしながら、本明細書の教示が他のタイプのシステ
ム、他のタイプのコンポーネント、および他の構築物に適用可能であってもよいことを諒
解されたい。
【０１１０】
IV.ページングの詳細
　衛星システムは、差別化された価格または異なる法規などのUTの特別な業務上のまたは
法的な取扱いを必要とする地理的エリアを特定するために、Administrative Region (AR)
を使用することがある。ARは国境と一致することがある。いくつかの場合、ARはUTに通信
されないことがある。たとえば、ARは、ネットワーク計画の一部としてのみ存在すること
ができ、GNノードに対して利用可能であることがある。各ARは複数のPaging Area (PA)を
含むことがある。
【０１１１】
　各PAは、Paging Area Code (PAC)によって特定されることがある。UTは、そのPACを更
新する必要なくAR内を自由に移動してもよい。コアネットワークおよび課金インフラスト
ラクチャは、どのPACがどのAdministrative Regionに対応するかのマッピングを維持する
ことがある。
【０１１２】
　PAは、ARによって実現されるものを超える、地理的位置のさらなる精緻化をもたらさな
いことがある。このことは、PAとCell ID(たとえば、地理的エリアに対する)との間に固
定されたマッピングがないことがあり、セルがそのBroadcast Information Block (BIB)
において任意の特定のPACもブロードキャストしないことがあることを意味する。
【０１１３】
　コアネットワークの観点からは、PACはAnchor Control Processor (ACP)を一意に特定
することがある。Core Network Control Plane (CNCP)は、UTによって報告された最後のP
ACを使用して、UTのためのページを送達するためのACPを特定することがある。ACPは、UT
の位置を使用して、UTをページングするために使用されることがある衛星およびビームを
精緻化することがある。
【０１１４】
　いくつかの態様では、ネットワークは、1つまたは複数の条件のもとで、UTに対するPAC
を変更することがある。第1の例示的な条件では、UTがAR間を移動するとき、UTは、新し
いARに属する新しいPACを提供されることがある。第2の例示的な条件では、ネットワーク
が異なるACPからUTにサービスすると判定するとき、UTは、新しいACPに属する新しいPAC
を提供されることがある。PACの再割振りは様々な理由で行われることがある。たとえば
、ACPはバックホール混雑が原因でUTにサービスすることが可能ではないことがあり、複
数のACPにわたる負荷平衡があることがあり、またはハードウェアおよび/またはソフトウ
ェアの障害があることがある。これらの例は例示的であり網羅的ではない。第3の例示的
な条件では、ネットワークがその地理的な(GPSまたは何らかの他の測位システムの)位置
に基づいてUTにサービスすることを拒否すると判定するとき、ネットワークは、禁止Pagi
ng Area (PA)手順を使用し、禁止されるPACを割り当てることがある。コアネットワーク
は、禁止PAを認識している。ネットワークがUTのためのPACを変更することは、次いでUT
によって開始されるPaging Area Update (PAU)手順をトリガすることがある。
【０１１５】
　いくつかの態様では、衛星システムは、国、AR、PA、Cell/Beam、またはこれらの任意
の組合せに基づいて地理的エリアをマッピングすることがある。ある国は1つのARまたは
複数のARを含むことがある。いくつかの場合、単一のARが複数の国をカバーすることがあ
る。あるARは複数のPaging Areaを含むことがある。Paging Areaはどのようなよく画定さ
れた地理的エリアも指定しないことがある。Cell/Beamは、比較的広い地理的エリアをカ
バーすることがあり、たとえばARの一部、1つのAR、複数のAR、またはこれらの任意の組
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合せをカバーすることがある。
【０１１６】
　衛星システムにおいて、セル/ビームは、サービスエリアと禁止エリア(たとえば、所与
のUTがサービスを受けることを認められないエリア)の両方を含む、比較的広い地理的エ
リアを同時にカバーすることがある。その上、衛星システムは、その中でUTをページング
すべきセル/ビームを特定するために、UTの正確な位置(たとえば、GPS位置)を使用するこ
とがある。したがって、たとえばCell IDまたはPA IDではなく、UTのGPS位置に基づいて
サービス利用可能/拒否の判断を行うことが望ましいことがある。
【０１１７】
　衛星システムは、特定のUTのための無線接続を扱うGNの中のAnchor Node (ACP)を特定
するために、PA IDを使用することがある。ここで、PACは、システム情報のブロードキャ
ストを介してではなく、ユニキャストメッセージを介して(たとえば、接続拒絶を介して)
UTに割り当てられることがある。
【０１１８】
IV-A.例示的な問題
　本開示は、いくつかの態様では、UTとCNCPとの間の接続管理のためのRadio Connection
 Layer (RCL)プロトコルおよびCore Network Control Layer (CNCL)プロトコルの使用に
関する。モビリティと関連付けられるいくつかの問題が、衛星システムにおけるこれらの
または他のプロトコルの使用に関して生じることがある。
【０１１９】
　第1の例示的な問題(問題#1とも呼ばれる)は、セルのSystem Information(たとえば、BI
B1などのBIBにおいて送信される)は、ページングエリア情報を含まないことがある。たと
えば、PAC情報はキャンピングの後で利用可能ではないことがある。CNCLモビリティ手順
はPAに基づくことがあるので、この場合、CNCLプロトコルは機能しないことがある。
【０１２０】
　第2の例示的な問題(問題#2とも呼ばれる)は、サービングACPの変化によるPACの再割振
りを伴う。たとえば、CNCL手順は、アイドルモード選択/再選択または接続モードハンド
オフの場合を除き、PACの変更を予想しないことがある。したがって、進行中のデータ/シ
グナリング手順の間のPACの変更が有効に扱われることを確実にすべきである。たとえば
、新しいPAC割当ては、Radioシグナリング確立手順の間に行われることがある。
【０１２１】
　第3の例示的な問題(問題#3とも呼ばれる)は、PAC情報が地理的なエリアについての任意
の情報も与えないことがあるということである。しかしながら、UTに対するサービスを提
供/拒絶するために、正確なUTのGPS位置が望まれることがある。
【０１２２】
　第4の例示的な問題(問題#4とも呼ばれる)は、UTがUTの最後の報告された位置からある
大きな距離(たとえば、ネットワークにより定義される)を超えて移動するときには常に、
UTがそのGPS位置をACPに報告することを期待されることがあるということである。しかし
ながら、IDLEモードにあるUTは、位置情報を送信するためのACPとのシグナリング接続を
有しないことがある。UTおよびACPは、実際のユーザデータがないときには、自分で安全
な無線接続およびデータベアラを確立することが可能ではないことがある。たとえば、UT
およびACPは、無線接続を安全にするための関連する鍵を提供するためにネットワークを
必要とすることがある。また、エアインターフェースが効率的な接続管理をサポートしな
いことがある。
【０１２３】
　第5の例示的な問題(問題#5とも呼ばれる)は、接続モードの間に位置報告閾値を再構成
するための用意がないということである。
【０１２４】
　第6の例示的な問題(問題#6とも呼ばれる)は、UTの最新の位置を要求するための用意が
ないということである。
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【０１２５】
IV-B.例示的な設計の選択肢
　これらのおよび他の問題に対処することがあるいくつかの設計上の選択肢が、本明細書
で説明される。各々の設計上の選択肢は、少なくとも1つの対応するメッセージ流れ図と
ともに説明される。図8～図14は、相対的に高いレベルでこれらの設計上の選択肢のいく
つかを記述する。図15A～図30は、より詳細な例を使用してこれらの設計上の選択肢のい
くつかを記述する。
【０１２６】
　わかりやすくするために、いくつかのシグナリングパラメータの象徴的な値がメッセー
ジ流れ図において使用されることがある。たとえば、「デフォルトPAC」パラメータ(PACd
efault)は、PACの有効な範囲から(たとえば、いくつかの場合にはUTでの内部使用のため
に)確保される値を表すことがある。ACPは、この確保された値をいずれの特定のUTにも割
り当てない(たとえば、デフォルトPACは特定のPAに対応しない)。PACa/PACbなどのパラメ
ータは、許容されるものとしてACPが扱うPACの有効な範囲からの値を表すことがある。「
禁止PAC」パラメータ(PACf)は、禁止されるものとしてACPが扱うPACの有効な範囲からの
値を表すことがある。「無効PAC」パラメータ(PACinv)は、PACの有効範囲の外側の値を表
すことがある。Forbidden PAセットは、ACPとCNCPとの間で定義され準備されることがあ
る。エアインターフェースに追加されるNew Information Field (IF)が、メッセージ図に
おいて示されることがある。加えて、UT、Beam Control/Traffic Processor (BxP)、また
はAnchor Control/Traffic Processor (AxP)への挙動上の影響が、メッセージ図において
示されることがある。
【０１２７】
V.高いレベルの例
　図8～図14は、本明細書の教示による、ページング、禁止エリア、接続シグナリング、
および位置報告の管理のための例示的なプロセスを記述する。これらの図の各々は、第1
のデバイス(たとえば、UT)における動作、第2のデバイス(たとえば、GN)における動作、
および第1のデバイスと第2のデバイスとの間のシグナリングを記述する。
【０１２８】
　図8は、新しいPACを取得するためにデフォルトPACを使用することを伴うプロセス800を
示す。いくつかの態様では、プロセス800は上で論じられた問題#1に対処することがある
。ブロック802において、第1のデバイスが、現在有効なPACが割り当てられていないと判
定する。たとえば、第1のデバイスは、電源オンの後でネットワークにアタッチしていな
いことがある。ブロック804において、何らかの時点において、第1のデバイスがセルにキ
ャンプオンする。ブロック806において、第1のデバイスが、モビリティ手順(たとえば、C
NCLモビリティ手順)を開始するためにデフォルトPAC(たとえば、この目的に専用の特別な
PAC)を使用する。この目的で、第1のデバイスは、デフォルトPACを含む接続要求808を第2
のデバイスに送信する。ブロック810において、接続要求808を受信すると、第2のデバイ
スが有効なPACを第1のデバイスに割り当てる。したがって、ブロック812において、第2の
デバイスが、新しいPAC(第1のデバイスの観点から「新しい」)を第1のデバイスに送信す
る。この目的で、第2のデバイスは、新しいPACを含む接続拒絶814を第1のデバイスに送信
する。いくつかの状況では、新しいPACは、ネットワークに再接続することを「直ちに」(
たとえば、何らかの他の接続トリガを待機することなく)試行するための第1のデバイスに
対する要求とともに送信されることがある。ブロック816において、第1のデバイスが新し
いPACとともに接続拒絶814を受信する。ブロック818において、第1のデバイスが新しいPA
Cを使用して接続を確立する。たとえば、第1のデバイスは、新しいPACを含む接続要求820
を第2のデバイスに送信することがある。この接続確立プロセスは、新しいPACが再接続を
直ちに試行するようにとの要求とともに送信された場合、「直ちに」実行されることがあ
る。ブロック822において接続要求820を受信すると、第2のデバイスは第1のデバイスとの
接続を確立することがある。
【０１２９】
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　図9は、PACを再び割り当てることを伴うプロセス900を示す。いくつかの態様では、プ
ロセス900は上で論じられた問題#2に対処することがある。ブロック902において、何らか
の時点において、第1のデバイスが、現在割り当てられているPACを使用してネットワーク
との接続を確立する。この目的で、第1のデバイスは、そのPACを含む接続要求904を第2の
デバイスに送信する。ブロック906において、第2のデバイスが接続要求904を受信する。
ブロック908において、第2のデバイスが新しいPACを第1のデバイスに割り当てる(たとえ
ば、異なるAxPへのUTのハンドオフまたは何らかの他の事象が原因で)。ブロック910にお
いて、第2のデバイスがこの新しいPACを第1のデバイスに送信する。この目的で、第2のデ
バイスは、新しいPACを含む接続拒絶912を送信する。いくつかの状況では、新しいPACは
、ネットワークに再接続することを「直ちに」試行するための第1のデバイスに対する要
求とともに送信されることがある。代わりに、または加えて、新しいPACは、接続を要求
するときにその古いPAC(たとえば、第1のデバイスがブロック902において以前に使用した
PAC)を送信するための第1のデバイスに対する要求とともに送信されることがある。ブロ
ック914において、第1のデバイスが接続拒絶を受信する。ブロック916において、第1のデ
バイスが新しいPACを使用して接続を要求する。たとえば、第1のデバイスは、新しいPAC
を含む接続要求918を第2のデバイスに送信することがある。接続要求918は、接続拒絶912
が古いPACに対する要求を含んでいた場合、第1のデバイスの古いPACを含むことがある。
ブロック906において、第2のデバイスが接続要求918を受信する。ブロック922において、
第2のデバイスが、古いPACに基づいて第1のデバイスの位置を決定することがある。ブロ
ック924において、第2のデバイスが、第1のデバイスとの接続を確立することがある。
【０１３０】
　図10は、禁止エリア管理を伴うプロセス1000を示す(たとえば、デバイスが禁止エリア
に入る)。いくつかの態様では、プロセス1000は上で論じられた問題#3に対処することが
ある。ブロック1002において、第1のデバイスがその現在の位置を報告する。たとえば、
第1のデバイスは、位置指示1004を第2のデバイスに送信することがある。ブロック1006に
おいて、第2のデバイスが位置指示1004を受信する。ブロック1008において、第2のデバイ
スが、報告された位置が禁止エリアの中にあると判定することがある。結果として、ブロ
ック1010において、第2のデバイスが、禁止エリアと関連付けられるPAC(指定されたPACf)
を用いて第1のデバイスを再構成する。たとえば、第2のデバイスは、PACfを含む接続再構
成1012を第2のデバイスに送信することがある。ブロック1014において、第1のデバイスが
PACfとともに接続再構成1012を受信する。ブロック1016において、第2のデバイスが禁止
エリアのエリアについての情報を第1のデバイスに送信する。いくつかの状況では、この
情報は、楕円体の点(たとえば、中心点)および禁止エリアのその楕円体の点からの距離(
たとえば、半径)を含むことがある。図10の例では、第2のデバイスは、禁止エリア情報を
含む接続解放1018を送信する。接続解放1018はまた、解放時にその構成を更新するための
第1のデバイスへの要求を含むことがある。ブロック1020において、第1のデバイスが禁止
エリア情報とともに接続解放1018を受信する。それに応答して、ブロック1022において、
第1のデバイスが1つまたは複数のサービス制約カウンタを開始する。たとえば、第1のデ
バイスは、再接続を試行する前に指定された期間待機するように構成されることがある。
ブロック1024において、第1のデバイスがPACfを使用して接続を要求する。たとえば、第1
のデバイスは、PACfを含む接続要求1026を第2のデバイスに送信することがある。ブロッ
ク1028においてPACfを伴う接続要求1026を受信した結果として、第2のデバイスはページ
ングエリア更新を拒絶する。下で論じられるように、第1のデバイスは次いで、自身の禁
止PACのリストにPACfを追加することがある。
【０１３１】
　図11は、禁止エリア管理を伴うプロセス1100を示す(たとえば、デバイスが禁止エリア
から出る)。いくつかの態様では、プロセス1100は上で論じられた問題#3に対処すること
がある。ブロック1102において、第1のデバイスが、サービス制約がもはや適用されない
と判定する。たとえば、第1のデバイスは、禁止エリア情報に基づいて、第1のデバイスが
もはや禁止エリアの中にないと判定することがある。ブロック1104において、第1のデバ
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イスがデフォルトPACを使用して接続を要求する。たとえば、第1のデバイスは、デフォル
トPACを含む接続要求1106を第2のデバイスに送信することがある。ブロック1108において
、第2のデバイスがデフォルトPACとともに接続要求1106を受信する。ブロック1110におい
て、第2のデバイスが有効なPACを第1のデバイスに割り当てる。したがって、ブロック111
2において、第2のデバイスが新しいPACを第1のデバイスに送信する。たとえば、第2のデ
バイスは、新しいPACを含む接続拒絶1114を第1のデバイスに送信することがある。いくつ
かの状況では、新しいPACは、ネットワークに再接続することを「直ちに」(たとえば、何
らかの他の接続トリガを待機することなく)試行するための第1のデバイスに対する要求と
ともに送信されることがある。ブロック1116において、第1のデバイスが新しいPACととも
に接続拒絶1114を受信する。ブロック1118において、第1のデバイスが新しいPACを使用し
て接続を要求する。たとえば、第1のデバイスは、新しいPACを含む接続要求820を第2のデ
バイスに送信することがある。この接続確立プロセスは、新しいPACが再接続を直ちに試
行するようにとの要求とともに送信された場合、「直ちに」実行されることがある。ブロ
ック1122において接続要求1120を受信すると、第2のデバイスは、第1のデバイスが禁止エ
リアの中にないと判定すると、第1のデバイスとの接続を確立することがある。第2のデバ
イスは、たとえばデータベースにおいて維持されるような、または第1のデバイスからの
位置指示において受信されるような、第1のデバイスの位置に基づいて判定を行うことが
ある。
【０１３２】
　図12は、効率的な接続解放手順を伴うプロセス1200を示す(たとえば、UTが解放要求と
ともに位置情報を送信する)。いくつかの態様では、プロセス1200は上で論じられた問題#
4に対処することがある。ブロック1202において、第1のデバイスおよび第2のデバイスが
、特定の手順のための接続を確立する。ブロック1204において、第1のデバイスが、手順
が終わると接続を解放するようにとの要求を含む位置指示1206を第2のデバイスに送信す
る。たとえば、位置指示1206は、TRUEという値に設定される接続解放指示を含むことがあ
る。ブロック1208において、第2のデバイスが位置指示1206を受信する。ブロック1210に
おいて、ブロック1202の手順は終了する。それに応答して、接続解放指示を受信した結果
として、ブロック1212において、第2のデバイスが接続のためのコンテキストを直ちに解
放する。ブロック1214において、第2のデバイスが接続解放1216を第1のデバイスに送信す
る。こうして、ブロック1218において、第1のデバイスが接続解放1216を受信する。
【０１３３】
　図13は、効率的な接続解放手順を伴うプロセス1300を示す(たとえば、UTが即時の解放
に対する要求を送信する)。いくつかの態様では、プロセス1300は上で論じられた問題#4
に対処することがある。ブロック1302において、第1のデバイスおよび第2のデバイスが、
特定の手順のための接続を確立する。ブロック1304において、第1のデバイスが位置指示1
306を第2のデバイスに送信する。ブロック1308において、第2のデバイスが位置指示1306
を受信する。ブロック1310において、第1のデバイスが、ブロック1302の手順が終了する
と判定する。それに応答して、ブロック1312において、接続の解放を第1のデバイスが要
求する。たとえば、第1のデバイスは、接続解放要求1314を第2のデバイスに送信すること
がある。接続解放要求1314を受信した結果として、ブロック1316において、第2のデバイ
スが接続のためのコンテキストを直ちに解放する。ブロック1318において、第2のデバイ
スが接続解放1320を第1のデバイスに送信する。こうして、ブロック1322において、第1の
デバイスが接続解放1320を受信する。
【０１３４】
　図14は、UT位置情報を要求し、位置報告閾値を再構成することを伴うプロセス1400を示
す。いくつかの態様では、プロセス1400は上で論じられた問題#5および#6に対処すること
がある。ブロック1402において、いくつかの状況では、第1のデバイスの位置を報告する
ように、第2のデバイスが第1のデバイスに要求することがある。たとえば、第2のデバイ
スは、位置要求1404を第1のデバイスに送信することがある。位置要求1404、または何ら
かの他のトリガ(たとえば、位置報告閾値に基づくトリガ)のいずれかに応答して、ブロッ
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ク1406において第1のデバイスがその位置を決定する。ブロック1408において、第1のデバ
イスが位置指示1410を第2のデバイスに送信する。ブロック1412において、第2のデバイス
が、第1のデバイスの位置情報をデータベースに記憶する。ブロック1414において、第2の
デバイスが、第1のデバイスの位置が禁止エリアに近い、または近づいていると判定する
。判定の結果として、ブロック1416において、第2のデバイスが、第1のデバイスに対する
1つまたは複数の位置報告閾値を更新する。ブロック1418において、第2のデバイスが、更
新された位置報告閾値を第1のデバイスに送信する。たとえば、第2のデバイスは、更新さ
れた位置報告閾値を含む接続再構成1420を送信することがある。ブロック1422において、
第1のデバイスが接続再構成1420を受信する。ブロック1424において、第1のデバイスが、
更新された位置報告閾値を使用して、第1のデバイスの位置をいつ報告すべきかを決定す
る。
【０１３５】
VI.デフォルトPACの詳細な例
　本開示は、いくつかの態様では、たとえばUTがネットワークにより割り当てられたPAC
をまだ有しない場合に使用されるべきPaging Area Codeの予備値(本明細書ではPACdefaul
tと呼ばれる)を定義することに関する。いくつかの態様では、PACdefaultは、上で論じら
れた問題#1(Broadcast Information BlockにPA情報がないこと)に対処するために使用さ
れることがある。
【０１３６】
　PACdefaultは、UTおよびACPに知られていることがあり、UT内のRadio Connection Laye
r (RCL)とCore Network Control Layer (CNCL)との間で内部的に使用されることがある。
加えて、ACPは、この特別なPAC値をいずれの特定のUTにも割り当てないことがある。UTが
セルにキャンプオンすると、以前のPAC情報がUTに対して利用可能ではない場合、UTは、
新しいPACがACPによって割り当てられるまで、UTのCore Network Control Layer (CNCL)
手順のためにPACdefaultを使用してもよい。
【０１３７】
　PACdefaultは、over the airで送信されることもあり、または送信されないこともある
。たとえば、いくつかの実装形態では、UTは、(たとえば、ネットワークへの初期アタッ
チの後で)over the airでRadio Connection RequestメッセージにおいてPACdefaultを送
信することがある。たとえば、UTは、以下で論じられるように、有効なPACの割振りをト
リガするためにPACdefaultをACPに送信することがある。他の実装形態では、UTは単にPAC
default値を内部的に使用することがあるので、UT/ACPはover the airの任意のシグナリ
ングメッセージでもPACdefaultを送信しない。
【０１３８】
　UTがセルにキャンプオンすると、以前のPAC情報がUTにおいて利用可能ではない場合、U
TはそのNAS手順のすべてに対してPACdefaultを使用することがある。たとえば、Radio Co
nnectionはPACdefaultを使用して要求されることがある。ACPは次いで、UTに新しいPACを
割り当て、新しいPAC値および0に設定された再接続のための待機時間とともにRadio Conn
ection Rejectメッセージを送信することによって、Radio Connectionを拒絶する。Radio
 Connection Rejectメッセージを受信すると、UTは、接続確立手順を中止し、割り当てら
れたPACをNASに転送する。NASは次いで、中断している手順を再開する。これらの動作が
ここで、図15Aおよび図15Bとともにより詳細に説明される。
【０１３９】
VI-A.電源オン/初期アタッチ
　図15Aおよび図15Bは、本開示のいくつかの態様による、初期アタッチ動作(たとえば、U
Tの電源ON時の)のメッセージ流れ図を示す。メッセージの流れは、UT、BxP/AxP、およびC
NCPを含む衛星通信システムの文脈において論じられる。
【０１４０】
　この例では、UTは最初、ネットワークにアタッチされていない(図15Aのブロック1502)
。本明細書の教示によれば、UTは、PACdefaultを使用して、セルにキャンプオンした後で
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【０１４１】
　第1の動作(1)において、UTは、PACdefaultを使用してCNCLモビリティ手順を開始する。
具体的には、UTは、PACdefaultを用いてAttach手順を開始しRadio接続を開始する。対応
するRadio Connection Requestはまた、UTの識別子(UT-ID)と、Radio Connection Reques
tがモバイルデバイスに由来することの指示(Mobile-Signaling)とを含む。
【０１４２】
　Radio Connection Requestを受信すると、ブロック1506において、UTにサービスするAC
Pは、PACの有効な範囲からあるPAC(この例ではPACaと指定される)を割り当てる。
【０１４３】
　第2の動作(2)において、割り当てられたPACは、Radio Connection RejectにおいてUTに
送信される。PAC値はUTコンテキストにおいて維持される。Radio Connection Rejectはま
た、0に設定された待機時間変数を含み、これにより、再接続をUTが「直ちに」試行する
ことを要求する。
【０１４４】
　新しい接続が、割り当てられたPACを用いて開始される(ブロック1508)。第3の動作(3)
において、UTは、割り当てられたPACを含むRadio Connection Requestを送信する。
【０１４５】
　第4の動作(4)において、ACPは、受信されたAttach Requestおよび割り当てられたPAC値
を用いて、Core Network Interface論理接続確立のためにInitial UT MessageをCore Net
work Control Plane (CNCP)に送信する。
【０１４６】
　第5の動作(5)から第7の動作(7)において、UTコンテキストがACPとCNCPとの間で確立さ
れる。第5の動作(5)においてCNCL Securityが有効化される。CNCPは、第6の動作(6)にお
いて、Attach Acceptを含むInitial Context Setup RequestをACPに送信する。Attach Ac
ceptは、同じPAC(Initial UT Messageにおいて受信されるPAC)を含む。第7の動作(7)にお
いて、ACPはRadio Connection Layer (RCL)セキュリティを有効化する。
【０１４７】
　ACPは次いで、UTの地理的位置を待機する(たとえば、ガードタイマを実行する)。第8の
動作(8)において、UTは、RCLセキュリティの有効化のすぐ後にLocation Indication(UTの
GPS位置を含む)を送信する。ACPは受信されたUT位置情報を記憶する(ブロック1510)。
【０１４８】
　第9の動作(9)において、UT位置がいずれの禁止エリアにも該当しないとACPが決定する
場合、接続再構成が開始されてよく、Radio Signaling Path(たとえば、RSP2)およびRadi
o Data Path (RDP)をセットアップする。Attach Acceptは、対応するRadio Connection R
econfigurationメッセージにおいてピギーバックされることがある。第10の動作(10)にお
いて、UTは、Radio Connection Reconfiguration CompleteをACPに送信する。
【０１４９】
　第11の動作(11)において、ACPは、Initial Context Setup ResponseをCNCPに送信する
。UTのCNCLは、Attach AcceptにおいてPAI情報を得る。CNCLは、受信されたPACを記憶し
、それを最後のPAC(この場合はPACdefault)と比較して次の活動を決定する。CNCLは、こ
の目的で以下のTable1(表1)を使用してもよい。
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【表１】

【０１５０】
　UTは、Attach Completeメッセージを送信する前に、Temporary Network Identifier (T
NI)報告を送信する(ブロック1512)。したがって、第12の動作(12)において、UTは、古いT
NIおよび新しいTNIを含むTNI-ReportをACPに送信する。この情報を受信すると、ACPは、
新しいTemporary Network Identifierを用いて、Position Databaseの中のUT位置情報を
更新する(ブロック1514)。第13の動作(13)において、UTはAttach CompleteをCNCPに送信
し、手順は終了する。
【０１５１】
　この時点以降、UTは、新しいPACがネットワークにより割り当てられるまで、またはPAC
値がPACdefaultにリセットされるまで、後続の手順にこのPACを使用する。新しいPACは、
たとえばRadio Connection Reject、Radio Connection Reconfiguration、またはRadio C
onnection Releaseなどのダウンリンクメッセージを介して、UTに割り当てられることが
ある。
【０１５２】
VII. PAC再割当ての詳細な例
　本開示は、いくつかの態様では、PACを再び割り当てることに関する。いくつかの態様
では、PAC再割当ては、上で論じられた問題#2に対処するために使用されることがある。
いくつかのPAC再割当ての設計の選択肢が、ACP内部のUT位置データベースの設計に応じて
、以下で説明される。
【０１５３】
VII-A. 新しいACPがUT位置情報を取り出す際にUTの支援を必要としない
　図16Aおよび図16Bは、UTが新しいACPによってサービスされ、新しいACPがUT位置情報を
取り出す際にUTの支援を必要としない、PAC再割当て動作のためのメッセージ流れ図を示
す。メッセージの流れは、UT、BxP、第1のAxPa、第2のAxPb、およびCNCPを含む衛星通信
システムの文脈において論じられる。
【０１５４】
　最初に(ブロック1602)、UTはPACaを用いてアタッチされ、または更新される。加えて、
デフォルトのベアラ(パス)が確立される。UTはConnection Management (CM)状態IDLEにあ
り、CNIは解放される。何らかの時点において、UTはService Requestを開始する(ブロッ
ク1604)。第1の動作(1)において、UTは、最後の登録/更新されたPACとともにRadio Conne
ction Requestを送信する。
【０１５５】
　この例では、ネットワーク(たとえば、BxP)は、このUTを扱うために新しいAxP(たとえ
ば、ACP)を割り当てる(ブロック1606)。たとえば、AxPはAxPaからAxPbに変更されること
がある。新しいACPはUTに新しいPAC(たとえば、PACb)を割り当てる。第2の動作(2)におい
て、ACPは、0に設定された待機時間と新しいPAC値とを含むRadio Connection Rejectを送
信することによって、Radio Connectionを拒絶する。
【０１５６】
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　オプションで、ネットワークが集中型のUT位置情報データベース(Temporary Network I
dentifier(TNI)を鍵として用いてすべてのACPノードからアクセス可能であることがある)
を有しない場合、ACPは、接続拒絶を送信する前に、UTの古いPAC値およびTemporary Netw
ork Identifierを使用してUT位置情報を取り出すことを試行することがある。
【０１５７】
　Service Request手順は、PA情報の変化により中止される(ブロック1608)。UTのRCL報告
は、接続確立手順の失敗をUTのCNCLに報告する。この失敗は、原因「PA情報変更」の結果
として示される。RCLはまた、新しいPAC値(PACb)をCNCLに転送する。UTは次いで、ベアラ
再確立を用いてPaging Area Update (PAU)手順を開始する。
【０１５８】
　第3の動作(3)において、UTは、新しいPAC値とともにRadio Connection RequestをACPに
送信する。第4の動作(4)において、ACPは、新しいPAC値とともにRadio Connection Setup
をUTに送信する。第5の動作(5)において、UTは、Paging Area Update RequestとともにRa
dio Connection Setup CompleteをACPに送信する。第6の動作(6)において、ACPは、受信
されたPAU RequestおよびPAC値とともにInitial UT MessageをCNCPに送信する。第7の動
作(7)において、CNCPは、PAU Acceptを含むInitial Context Setup RequestをACPに送信
する。第8の動作(8)において、ACPはRadio Connection Layer (RCL)セキュリティを有効
化する。
【０１５９】
　第9の動作(9)において、UTはLocation IndicationをACPに送信する。ACPは受信されたU
T位置情報を記憶する(ブロック1610)。
【０１６０】
　第10の動作(10)において、UTの位置がいずれの禁止エリアにも該当しないとACPが決定
する場合、ACPは、PAU AcceptとともにRadio Connection ReconfigurationをUTに送信す
る。第11の動作(11)において、UTは、PAU Acceptを含むRadio Connection Reconfigurati
on CompleteをACPに送信する。第12の動作(12)において、ACPは、Initial Context Setup
 ResponseをCNCPに送信する。
【０１６１】
　オプションのモバイル一時識別子移転動作(ブロック1612)において、UTは、PAU Comple
teメッセージを送信する前にTemporary Network Identifier (TNI)報告を送信する(ブロ
ック1614)。したがって、第13の動作(13)において、UTは、古いTNIおよび新しいTNIを含
むTNI報告をACPに送信する。この情報を受信すると、ACPは、新しいTemporary Network I
dentifierを用いて、Position Databaseの中のUT位置情報を更新する(ブロック1616)。こ
こで、以前のTNIが受信される場合、UTに対する既存のエントリが更新される。それ以外
の場合、TNIを伴う新しいエントリが作成される。第14の動作(14)において、UTはPAU Com
pleteをCNCPに送信し、手順は終了する。
【０１６２】
　ネットワークが集中型のUT位置情報データベース(Temporary Network Identifierを鍵
として用いてすべてのACPノードからアクセス可能である)を有する場合、ACPは、Tempora
ry Network Identifier Connection確立のみを使用してUT位置情報を取り出し、CNCL/RCL
プロトコルを使用してPAU手順完了を取り出すことを試行することがある。
【０１６３】
VII-B. 新しいACPがUT位置情報を取り出す際にUTの支援を必要とする
(古いPAC値がACPで制御されない)
　図17Aおよび図17Bは、UTが新しいACPによってサービスされ、新しいACPがUT位置情報を
取り出す際にUTの支援を使用する、PAC再割当て動作のためのメッセージ流れ図を示す。
この場合、Radio Connection Requestにおける古いPAC値の報告がACPで制御されない。た
とえば、UTは、1つ1つのPACの変化に際して、新しいPACと古いPACの両方を送信すること
がある。メッセージの流れは、UT、BxP、第1のAxPa、第2のAxPb、およびCNCPを含む衛星
通信システムの文脈において論じられる。



(32) JP 6896070 B2 2021.6.30

10

20

30

40

50

【０１６４】
　図17のブロック1702、1704、1706、および1708は、上で論じられた図16Aのブロック160
2、1604、1606、および1608に対応する。加えて、図17の第1の動作(1)および第2の動作(2
)は、上で論じられた図16Aの第1の動作(1)および第2の動作(2)に対応する。
【０１６５】
　第3の動作(3)において、UTは、Radio Connection RequestをACPに送信する。Radio Con
nection Requestは、新しいPAC値(たとえば、PACb)および古いPAC値(たとえば、PACa)の
両方に対して、IFとともに送信されることがある。ACPは次いで、古いPACおよびTemporar
y Network Identifierを使用して、UT位置情報を取り出すことを試行することがある(ブ
ロック1710)。
【０１６６】
　次いで、接続確立およびPAU手順完了が次のように行われることがある。第4の動作(4)
において、ACPは、Radio Connection SetupをUTに送信する。第5の動作(5)において、接
続が確立され、PAU手順が完了し、ベアラが再開される。
【０１６７】
VII-C. 新しいACPがUT位置情報を取り出す際にUTの支援を必要とする
(古いPAC値がACPで制御される)
　図18Aおよび図18Bは、UTが新しいACPによってサービスされ、新しいACPがUT位置情報を
取り出す際にUTの支援を使用する、PAC再割当て動作のためのメッセージ流れ図を示す。
この場合、Radio Connection Requestにおける古いPAC値の報告がACPで制御されることが
ある。たとえば、UTは、ネットワークからの要求に応答して、新しいPACと古いPACの両方
を送信することがある。メッセージの流れは、UT、BxP、第1のAxPa、第2のAxPb、およびC
NCPを含む衛星通信システムの文脈において論じられる。
【０１６８】
　図18Aのブロック1802、1804、および1806は、上で論じられた図17のブロック1702、170
4、および1706に対応する。加えて、図18Aの第1の動作は、上で論じられた図17の第1の動
作(1)に対応する。
【０１６９】
　UT位置データベースが集中型ではない第1の代替的な手法(ブロック1808)では、新しいA
CPは、接続を拒絶する前にUTの位置を取り出す。したがって、ACPはまず、UT位置情報を
取り出し(ブロック1810)、次いで第2の動作(2)において、ACPはRadio Connection Reject
をUTに送信する。この場合、Radio Connection RejectのOldPACneeded IFは、古いPACが
必要ではないことを示す。
【０１７０】
　UT位置データベースが集中型ではない第2の代替的な手法 (ブロック1812)では、新しい
ACPは、次の接続要求においてUT位置を取り出す。したがって、第3の動作(3)において、A
CPはRadio Connection RejectをUTに送信し、ここで、Radio Connection RejectのOldPAC
needed IFは、古いPACが必要であることを示す。
【０１７１】
　図18Bのブロック1814は、上で論じられた図17のブロック1708に対応する。
【０１７２】
　OldPACneededがFALSEであった第1の代替的な手法(ブロック1816)では、第4の動作(4)に
おいて、UTは、新しいPACを含むRadio Connection RequestをACPに送信する。
【０１７３】
　OldPACneededがTRUEであった第2の代替的な手法(ブロック1818)では、第5の動作(5)に
おいて、UTは、新しいPACおよび古いPACを含むRadio Connection RequestをACPに送信す
る。ACPは次いで、古いPACおよびTemporary Network Identifierを使用して、UT位置情報
を取り出すことを試行することがある(ブロック1820)。
【０１７４】
　次いで、接続確立およびPAU手順完了が次のように行われることがある。第6の動作(6)
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において、ACPは、Radio Connection SetupをUTに送信する。第7の動作(7)において、接
続が確立され、PAU手順が完了し、ベアラが再開される。
【０１７５】
　図18Aおよび図18Bのシーケンスにおいて、ACPは、位置データベースのネットワーク実
装形態に応じて、第2の動作(2)または第5の動作(5)のいずれかでUT位置情報を取り出すこ
とができる。古いPACの報告は上で論じられたようにネットワークによって制御されるこ
とがある。
【０１７６】
VII-D. Inter Administrative Region Connection Handoff
　図19A～図19Eは、本開示のいくつかの態様による、Inter-Administrative Region Conn
ection Handoffのためのメッセージ流れ図を示す。ここで、UTはによってサービスされ、
PACは割り当て直される。メッセージの流れは、UT、ソースBxP、ターゲットBxP、ソースA
xP、ターゲットAxP、ソースLxP、ターゲットLxP、CNCP、およびCNUPを含む衛星通信シス
テムの文脈において論じられる。
【０１７７】
　図19Aを参照すると、最初に、UTがアタッチまたは更新され、デフォルトのベアラ(パス
)が確立される。UTはConnection Management状態CONNECTEDにある。順方向リンク(FL)お
よび逆方向リンクのトラフィックは括弧1902によって示される。
【０１７８】
　括弧1904は、第1の動作(1)から第9の動作(9)におけるハンドオフ準備動作を示す。Netw
orkはAxPを移転するConnection Handoffを開始する。第1の動作(1)および第2の動作(2)に
おいて、ソースAxPは、ハンドオフの判断を行い、Handoff RequiredをCNCPに送信する。
第3の動作(3)において、CNCPはHandoff RequestをターゲットAxPに送信する。第4の動作(
4)および第5の動作(5)において、ターゲットAxPは、アドミッションコントロールを実行
し(たとえば、ターゲットAxPが新しいKAXPを導出する)、Handoff Request Acknowledgeを
CNCPに送信する。いくつかの態様では、これはデータの間接的な転送(すなわち、CNIを介
した)のためだけのものであってもよい。第6の動作の第1の部分(6A)において、CNCPはCre
ate Indirect Data Forwarding Tunnel RequestをCNUPに送信する。第6の動作の第2の部
分(6B)において、CNUPはCreate Indirect Data Forwarding Tunnel ResponseをCNCPに送
信する。第7の動作(7)において、CNCPはHandoff CommandをソースAxPに送信する。新しい
PACがUTに割り当てられることがある。第8の動作の第1の部分(8A)において、ソースAxPは
、新しいPACを含むRadio Connection ReconfigurationをソースBxPに送信する。第8の動
作の第2の部分(8B)において、ソースBxPは、新しいPACを含むRadio Connection Reconfig
urationをソースUTに送信する。UTはこうして、第9の動作(9)において新しいKAXPを導出
する。
【０１７９】
　図19Bを参照すると、括弧1906は、第10の動作(10)から第16の動作(16)におけるハンド
オフ実行動作を示す。ここで、UTは、ハンドオフ構成を適用し、Radio Reconfiguration 
CompleteをAxPに送信する。第10の動作(10)において、UTはそのMedia Access Control (M
AC)およびRLCをリセットし、新しいセルを取得する。第11の動作の第1の部分(11A)におい
て、ソースAxPはStatus TransferメッセージをCNCPに送信する。第11の動作の第2の部分(
11B)において、CNCPはStatus TransferメッセージをターゲットAxPに送信する。括弧1908
はパケットデータ転送を示す。いくつかの態様では、ソースAxPからターゲットAxPへの転
送は、データの直接転送(すなわち、適切なインターフェースを介した)のためだけのもの
であってよい。いくつかの態様では、ソースAxPからCNUPへの転送は、データの直接転送(
すなわち、CNIを介した)のためだけのものであってよい。第12の動作(12)において、ター
ゲットAxPはソースAxPからのデータをバッファリングする。第13の動作(13)において、UT
はRandom Access Preambleを(たとえば、コンテンションRACHプリアンブルを使用して)タ
ーゲットBxPに送信する。第14の動作(14)において、ターゲットBxPはRandom Access Resp
onseをUTに送信する。このResponseは、コンテンションRACHプリアンブルID、PA情報、RL
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 Grant、および一時Radio Network Identifierを含むことがある。
【０１８０】
　ブロック1910によって示されるように、専用のプリアンブルシグネチャが使用されない
限り、コリジョンの可能性があることがある。第15の動作の第1の部分(15A)において、UT
は、Radio Connection Reconfiguration CompleteをターゲットBxPに送信する。このメッ
セージは、Radio Network Identifier MAC要素を含むことがある。いくつかの態様では、
ターゲットBxPは、Radio Network Identifier MAC要素を構文解析し、Radioメッセージを
正しいAxPに転送することがある。第15の動作の第2の部分(15B)において、ターゲットBxP
は、Radio Connection Reconfiguration CompleteをターゲットAxPに送信する。いくつか
の態様では、ターゲットAxPは、この時点でHandoff NotifyメッセージをCNCPに送信する
ことがある(第19の動作参照)。第16の動作(16)において、ターゲットBxPはRL GrantをUT
に送信する。
【０１８１】
　UTのCNCLは次いで、新しいPACのためのPaging Area Update手順を開始する。ブロック1
912において、ハンドオフ完了および新しいPACがCNCLに報告される。ブロック1914におい
て、PAUは更新タイプ"PA Updating"で開始される。
【０１８２】
　図19Cおよび図19Dを参照すると、括弧1916は、第17の動作(17)から第25の動作(25B)に
おけるハンドオフ完了動作を示す。ここで、ハンドオフ処理を完了するために、ステータ
ス記述およびデータ転送がネットワークノード間で実行される。第17の動作(17)はオプシ
ョンである。第17の動作の第1の部分(17A)において、UTは、Packet Data Status Report
をターゲットBxPに送信する。このメッセージは、欠けているまたは受信されたFL Packet
 Dataプロトコルデータユニットのリストを含むことがある。第17の動作の第2の部分(17B
)において、ターゲットBxPは、Packet Data Status ReportをターゲットAxPに送信する。
括弧1918はFLパケットデータを示す。
【０１８３】
　第18の動作(18)はオプションである。第18の動作の第1の部分(18A)において、ターゲッ
トAxPは、Packet Data Status ReportをターゲットBxPに送信する。このメッセージは、
欠けているまたは受信されたRL Packet Dataプロトコルデータユニットのリストを含むこ
とがある。第18の動作の第2の部分(18B)において、ターゲットBxPは、Packet Data Statu
s ReportをUTに送信する。括弧1920はRLパケットデータを示す。第19の動作(19)において
、ターゲットAxPはHandoff NotifyをCNCPに送信する。第20の動作(20)において、CNCPは
、Modify Bearer RequestをCNUPに送信する。
【０１８４】
　図19Dを参照すると、第21の動作(21)において、CNUPはFLデータパスを切り替える。括
弧1922はエンドマーカーパケットを示す。いくつかの態様では、ソースAxPからCNUPへの
エンドマーカーパケットは、データの間接的な転送(すなわち、CNIを介した)のためだけ
のものであってよい。いくつかの態様では、ソースAxPからターゲットAxPへのエンドマー
カーパケットは、データの間接的な転送(すなわち、適切なインターフェースを介した)の
ためだけのものであってよい。第22の動作(22)において、CNUPは、Modify Bearer Respon
seをCNCPに送信する。第23の動作の第1の部分(23A)において、CNCPはUT Context Release
 CommandをソースAxPに送信する。第23の動作の第2の部分(23B)において、ソースAxPはUT
 Context Release CompleteをCNCPに送信する。第24の動作(24)において、ソースAxPはUT
リソースおよびコンテキストを解放する。第25の動作の第1の部分(25A)において、CNCPは
Delete Indirect Data Forwarding Tunnel RequestをCNUPに送信する。第25の動作の第2
の部分(25B)において、CNUPはDelete Indirect Data Forwarding Tunnel ResponseをCNCP
に送信する。
【０１８５】
　図19Eを参照すると、括弧1924は、ハンドオフの後のFLパケットデータおよびRLパケッ
トデータを示す。第26の動作(26A)から第27の動作(27C)において、Paging Area Update R
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equestメッセージおよびAcceptメッセージが、UTとCNCPとの間の直接転送メッセージにお
いて搬送される。第26の動作の第1の部分(26A)において、UTは、PAU RequestとともにUL 
Information TransferをターゲットBxPに送信する。PAU Requestは、PAC(PACa)および"PA
 Updating"の指示を含む。第26の動作の第2の部分(26B)において、ターゲットBxPは、PAU
 RequestとともにUL Information TransferをターゲットAxPに送信する。第26の動作の第
3の部分(26C)において、ターゲットAxPは、新しいPAC(PACb)およびPAU RequestとともにU
L CNCL TransportをターゲットCNCPに送信する。第27の動作の第1の部分(27A)において、
CNCPは、PAU AcceptとともにDL TransportをターゲットAxPに送信する。第27の動作の第2
の部分(27B)において、ターゲットAxPは、PAU Acceptおよび新しいPAC(PACb)とともにDL 
Information TransferをターゲットBxPに送信する。第27の動作の第3の部分(27C)におい
て、ターゲットBxPは、PAU Acceptおよび新しいPACとともにDL Information TransferをU
Tに送信する。
【０１８６】
　ブロック1926において、UTがPaging Area Update Acceptメッセージにおいて新しいGlo
bal Temporary Network Identifier (GTNI)を受信した場合、UTは、Register Completeを
送信する前に、Temporary Network Identifier (TNI)報告をAxPに送信する。第28の動作
の第1の部分(28A)において、UTは、古いTNIおよび新しいTNIとともにTNI Reportをターゲ
ットBxPに送信する。第28の動作の第2の部分(28B)において、ターゲットBxPは、古いTNI
および新しいTNIとともにTNI ReportをターゲットAxPに送信する。AxPは次いで、新しいT
emporary Network Identifierを用いてUT位置データベースを更新する(ブロック1928)。
第29の動作の第1の部分(29A)において、UTは、PAU AcceptとともにUL Information Trans
ferをターゲットBxPに送信する。第29の動作の第2の部分(29B)において、ターゲットBxP
は、PAU AcceptとともにUL Information TransferをターゲットAxPに送信する。第29の動
作の第3の部分(29C)において、ターゲットAxPは、新しいPAC(PACb)およびPAU Acceptとと
もにUL CNCL TransportをCNCPに送信する。
【０１８７】
VIII.禁止エリアの取扱いの詳細な例
　本開示は、いくつかの態様では、1つまたは複数の禁止エリアと関連付けられるPA値の
セットを定義することに関する。これらの値は禁止PAC(PACf)と呼ばれることがある。い
くつかの態様では、PACdefaultは、上で論じられた問題#3に対処するために使用されるこ
とがある。
【０１８８】
　Core Network Control Plane (CNCP)は禁止PAセットを認識している。UTのGPS位置が禁
止エリアのいずれかの中にあるときは常に、ACPが、Forbidden PA SetからのPACをUTに割
り当て、接続を解放する。登録されたUTがPAC値の変化が原因でPAU Requestを開始する場
合、CNCPはPAUを拒絶して接続を解放する。登録されていないUTがAttach Requestを開始
する場合、CNCPはAttachを拒絶して接続を解放する。
【０１８９】
　禁止エリアの取扱いの問題が、様々な状況において生じることがある。たとえば、UTは
禁止ゾーンにおいてAttach手順を開始することがある。別の例として、登録されたUTが、
IDLEモードにある間に禁止ゾーンへと移動することがある。さらに別の例として、登録さ
れたUTが、CONNECTEDモードにある間に禁止ゾーンへと移動することがある。また、UTは
、(たとえば、時間閾値および/または距離閾値に基づく)制約の消滅の後でサービスを取
得することを再び試行することがある。UTのGPS位置が禁止ゾーンのうちの1つの中に入る
ときの、(UTとACPとの間での)接続解放シグナリングのいくつかの選択肢が、ここで説明
される。
【０１９０】
VIII-A.禁止エリア取扱いの選択肢1
　第1の禁止エリア取扱いの選択肢(選択肢1)において、UTは、接続解放の前の再構成手順
を使用して禁止PAのセットから新しいPACを割り当てられる。
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【０１９１】
VIII-A-1. UTが禁止エリアにおいてアタッチ手順を開始する
　図20Aおよび図20Bは、本開示のいくつかの態様による、禁止PACがUTに割り当てられる
ような、禁止エリアにおける初期アタッチ(たとえば、電源ONアタッチ)手順のメッセージ
流れ図を示す。メッセージの流れは、UT、BxP、AxP、およびCNCPを含む衛星通信システム
の文脈において論じられる。
【０１９２】
　図20Aを参照すると、UTは最初、ネットワークにアタッチされていない(ブロック2002)
。本明細書で論じられるように、UTはPACdefaultを使用して接続を開始する(ブロック200
4)。
【０１９３】
　第1の動作(1)において、セルにキャンプオンした後で、UTは、PACdefaultを使用して、
CNCLモビリティ手順を開始する。具体的には、UTは、Attach手順を開始して、PACdefault
を含むRadio Connection RequestをBxP/AxPに送信することによってRadio接続を開始する
。
【０１９４】
　Radio Connection Requestを受信すると、ブロック2006において、UTにサービスするAC
Pは、PACの有効な範囲からあるPAC(この例ではPACaと指定される)を割り当てる。
【０１９５】
　第2の動作(2)において、割り当てられたPACは、Radio Connection RejectにおいてUTに
送信される。PAC値はUTコンテキストにおいて維持される。Radio Connection Rejectは、
0に設定された待機時間変数を含み、これにより、再接続をUTが「直ちに」試行すること
を要求する。
【０１９６】
　Attach手順は、PA情報の変化により中止される(ブロック2008)。UTのRCL報告は、接続
確立手順の失敗をUTのCNCLに報告する。この失敗は、原因「PA情報変更」の結果として示
される。新しいRadio接続が、割り当てられたPACを用いて開始される。第3の動作(3)にお
いて、UTは、割り当てられたPACを含むRadio Connection Requestを送信する。
【０１９７】
　第4の動作(4)において、ACPは、受信されたAttach Requestおよび割り当てられたPAC値
を用いて、Core Network Interface論理接続確立のためにInitial UT MessageをCore Net
work Control Plane (CNCP)に送信する。
【０１９８】
　第5の動作(5)から第7の動作(7)において、UTコンテキストがACPとCNCPとの間で確立さ
れる。第5の動作(5)においてCNCL Securityが有効化される。CNCPは、第6の動作(6)にお
いて、Attach Acceptを含むInitial Context Setup RequestをACPに送信する。Attach Ac
ceptは、同じPAC(Initial UT Messageにおいて受信されるPAC)を含む。第7の動作(7)にお
いて、ACPはRadio Connection Layer (RCL)セキュリティを有効化する。
【０１９９】
　ACPは次いで、UTの地理的位置を待機する。第8の動作(8)において、UTは、RCLセキュリ
ティの有効化の後にLocation Indication(UTのGPS位置を含む)を送信する。ACPは受信さ
れたUT位置情報を記憶する(ブロック2010)。ACPは、UTの位置がいずれかの禁止エリアに
該当すると判定し、Forbidden PA SetからのPACを割り当て、再構成手順を使用して新し
いPACを送信する。加えて、ACPは、UTが新しいPACをいつ使用し始めるべきかを示す。こ
の目的で、第9の動作(9)において、ACPは、Radio Connection ReconfigurationをUTに送
信する。Radio Connection Reconfigurationは、PACfと、UTが解放されると更新手順を始
めるための指示とを含む。
【０２００】
　UTは、受信されたPACfを記憶し、記憶されたPACを使用し始めるためのトリガ(たとえば
、接続解放)を待機する(ブロック2012)。第10の動作(10)において、UTは、Radio Connect
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ion Reconfiguration CompleteをACPに送信する。
【０２０１】
　第11の動作(11)において、ACPは、Initial Context Setup FailureをCNCPに送信する。
Initial Context Setup Failureは、"Unspecified"というMiscellaneous Cause値を含む
。CNCPは、言及された原因値とともにこのメッセージを受信すると、接続解放を開始する
。したがって、第12の動作(12)において、CNCPは、UT Context Release CommandをACPに
送信する。
【０２０２】
　ACPは、制約領域に関して制約基準を定義する(ブロック2014)。たとえば、制約基準は
、楕円体の点(たとえば、中心点)およびその楕円体の点からの距離(たとえば、半径)のう
ちの1つまたはリストによって定義されることがある。代わりに、または加えて、制約基
準は、時間長の閾値(たとえば、制約エリアにおけるUTの検出後の期間)に関して定義され
ることがある。制約エリアリストの使用は、地理的エリアが定義され得る方式を網羅する
ものではなく、示すものであることが意図される。したがって、Radioメッセージ(たとえ
ば、Radio Connection Releaseメッセージ)においてエリア(ゾーン)情報を送信するため
に、他の技法が使用されてもよい。
【０２０３】
　ACPは、モビリティ管理に向けた後続のUpdate手順のための情報を用いて接続解放を実
行する。第13の動作(13)および第14の動作(14)において、ACPは、Radio Connection Rele
aseをUTに送信し、UT Context Release CompleteをCNCPに送信する。
【０２０４】
　Radio Connection Releaseは、サービス制約情報(たとえば、サービスが制約されるこ
とを示すフラグ)、オプションの時間長ベースの制約閾値、またはオプションの制約エリ
ア定義のうちの1つまたは複数を含むことがある。Restricted Areaは、タプル{GPS座標、
その座標からの距離}として定義されることがある。上で言及されたように、ACPは、少な
くとも1つのエリア定義を有する少なくとも1つの制約エリアのリストを提供することがで
きる。
【０２０５】
　UTは、定義された制約領域に対してそのGPS位置を確認する。UTの位置が制約エリアの
いずれかに該当する場合、UTはサービス制約が有効であるものと見なすべきである。UTの
位置がいずれの制約エリアにも該当しない場合、UTは、サービス制約が消滅したと見なし
、したがってAttach手順を開始してもよい。
【０２０６】
　Radio Connection Releaseを受信すると、UTは、Attach手順を中止し、時間長および距
離の制約のためのカウンタを開始し、PACfを用いて新しい接続を開始する(ブロック2016)
。言い換えると、接続解放が完了すると、UTはPACfを使用し始め、Attach手順をトリガす
る。
【０２０７】
　第15の動作(15)において、UTは、PACfとともにRadio Connection RequestをACPに送信
する。このRequestは、禁止PACを扱うACPによってサービスされる(ブロック2018)。第16
の動作(16)において、ACPは、Radio Connection SetupをUTに送信する。第17の動作(17)
において、UTは、Attach RequestとともにRadio Connection Setup CompleteをACPに送信
する。第18の動作(18)において、ACPは、受信されたAttach RequestおよびPACfとともにC
NI論理接続確立のためのInitial UT MessageをCNCPに送信する。この場合、デフォルトの
ベアラはない(ブロック2020)。第19の動作(19)において、CNCPは、Attach Rejectを含むD
L CNCL TransportをACPに送信する。Attach Rejectは、PACfと原因の指示(「原因#12、PA
不許可」)とを含む。第20の動作(20)において、ACPは、Attach Rejectを含むDL Informat
ion TransferをUTに送信する。UTはPACfをその禁止リストに追加し、手順は終了する(ブ
ロック2022)。第21の動作(21)において、接続が解放される。
【０２０８】
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　UTのCNCLは、指定された事象(トリガ)が発生するまで再接続を試みない(ブロック2024)
。たとえば、CNCLは、新しいPACが受信されるまで待機することがある。別の例として、C
NCLは、禁止リストがリセットされるまで(たとえば、UTが電源オフされるとき、UTの加入
者情報モジュールが取り出されるとき、または定期的に)待機することがある。
【０２０９】
VIII-A-2. 登録されたUTがIDLEの間に禁止エリアへと移動する
　図21Aおよび図21Bは、本開示のいくつかの態様による、禁止PACがUTに割り当てられる
ような、IDLEモードの間にUTが通常サービスエリアから禁止エリアへと移動する手順のメ
ッセージ流れ図を示す。メッセージの流れは、UT、BxP、AxP、およびCNCPを含む衛星通信
システムの文脈において論じられる。
【０２１０】
　最初に図21Aを参照すると、Connection Management状態IDLEにあるUTがアタッチ/更新
され、デフォルトベアラが確立される(ブロック2102)。UTがUT位置報告を送信するための
接続を要求するとき、UTのRCLは、位置更新のための接続確立を開始するために、新しい
トリガをUTのCNCLに送信する(ブロック2104)。CNCLは、タイプが"PA Updating"でありAct
iveフラグセットが"1"に設定されたPAU Requestを開始する。このメッセージは、CNCLに
おける現在のセキュリティコンテキストを使用して完全性保護される(メッセージがMAC-C
NCLを含む)。
【０２１１】
　第1の動作(1)において、UTは、割り当てられたPAC(PACa)を含むRadio Connection Requ
estをACPに送信する。第2の動作(2)において、ACPは、Radio Connection SetupをUTに送
信する。第3の動作(3)において、UTはPAU RequestとともにRadio Connection Setup Comp
leteをACPに送信する。第4の動作(4)において、ACPは、受信されたPAU RequestおよびPAC
値とともにInitial UT MessageをCNCPに送信する。
【０２１２】
　CNCPは、PAU Requestメッセージに対して完全性の確認を行う。完全性の確認に合格す
る場合、これはCNCL-CNCPセキュリティがONであることを意味する。したがって、CNCPはA
xPにおいてInitial Context Setupを要求する。したがって、第5の動作(5)において、CNC
Pは、PAU Acceptを含むInitial Context Setup RequestをACPに送信する。第6の動作(6)
において、ACPはRadio Connection Layer (RCL)セキュリティを有効化する。AxPは、RCL
セキュリティを有効化した後で、UTの位置情報を待機する。
【０２１３】
　第7の動作(7)において、UTはRCLセキュリティの有効化の後でLocation IndicationをAC
Pに送信する。ACPは受信されたUT位置情報で位置データベースを更新する(ブロック2106)
。UTの位置が禁止エリアに該当すると判定すると、ACPは、UTにForbidden PA SetからのP
ACを割り当てる。その結果、ACPは、再構成手順を使用して新しいPACをUTに送信し、これ
はUTが新しいPACをいつ使用し始めるべきかを示す。この目的で、第8の動作(8)において
、ACPは、Radio Connection ReconfigurationをUTに送信する。Radio Connection Reconf
igurationは、PACfと、UTが解放されると更新手順を始めるための指示とを含む。
【０２１４】
　UTは、受信されたPACfを記憶し、記憶されたPACを使用し始めるためのトリガ(たとえば
、接続解放)を待機する(ブロック2108)。第9の動作(9)において、UTは、Radio Connectio
n Reconfiguration CompleteをACPに送信する。
【０２１５】
　第10の動作(10)において、ACPは、Initial Context Setup FailureをCNCPに送信する。
Initial Context Setup Failureは、"Unspecified"というMiscellaneous Cause値を含む
。CNCPは、言及された原因値とともにこのメッセージを受信すると、接続解放を開始する
。したがって、第11の動作(11)において、CNCPは、UT Context Release CommandをACPに
送信する。
【０２１６】
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　ACPは、上で論じられたように、制約領域に関して制約基準を定義する(ブロック2110)
。ACPは、モビリティ管理に向けた後続のUpdate手順のための情報を用いて接続解放を実
行する。第12の動作(12)および第13の動作(13)において、ACPは、Radio Connection Rele
aseをUTに送信し、UT Context Release CompleteをCNCPに送信する。
【０２１７】
　上で論じられたように、Radio Connection Releaseは、サービス制約情報(たとえば、
サービスが制約されることを示すフラグ)、オプションの時間長ベースの制約閾値、また
はオプションの制約エリア定義のうちの1つまたは複数を含むことがある。UTはこうして
、定義された制約領域に対してそのGPS位置を確認することができる。
【０２１８】
　Radio Connection Releaseを受信すると、UTは、PAU手順を中止し、時間長および距離
の制約のためのカウンタを開始し、PACfを用いて新しい接続を開始する(ブロック2112)。
言い換えると、接続解放が完了すると、UTはPACfを使用し始めPAU手順をトリガする。
【０２１９】
　第14の動作(14)において、UTは、PACfとともにRadio Connection RequestをACPに送信
する。このRequestは、禁止PACを扱うACPによってサービスされる(ブロック2114)。第15
の動作(15)において、ACPは、Radio Connection SetupをUTに送信する。第16の動作(16)
において、UTはPAU RequestとともにRadio Connection Setup CompleteをACPに送信する
。第17の動作(17)において、ACPは、受信されたPAU RequestおよびPACfとともにCNI論理
接続確立のためのInitial UT MessageをCNCPに送信する。この場合、デフォルトのベアラ
はない(ブロック2116)。第18の動作(18)において、CNCPは、Attach Rejectを含むDL CNCL
 TransportをACPに送信する。Attach Rejectは、PACfと原因の指示(「原因#12、PA不許可
」)とを含む。第19の動作(19)において、ACPは、PAU Rejectを含むDL Information Trans
ferをUTに送信する。UTはPACfをその禁止リストに追加し、手順は終了する(ブロック2118
)。第20の動作(20)において、接続が解放される。
【０２２０】
VIII-A-3.登録されたUTがCONNECTEDの間に禁止エリアへと移動する
　図22Aおよび図22Bは、本開示のいくつかの態様による、禁止PACがUTに割り当てられる
ような、CONNECTEDモードの間にUTが通常サービスエリアから禁止エリアへと移動する手
順のメッセージ流れ図を示す。メッセージの流れは、UT、BxP、AxP、およびCNCPを含む衛
星通信システムの文脈において論じられる。
【０２２１】
　最初に図22Aを参照すると、UTは、有効なデータベアラとの間でConnection Management
状態CONNECTEDにある(ブロック2202)。UTは、Radio Connectionセットアップのときに定
義されるLocation Change Thresholdに基づいて、位置情報を報告する。したがって、何
らかの時点において、UTのRCLは、UTの移動が原因の位置更新をトリガする(ブロック2204
)。したがって、第1の動作(1)において、UTはLocation IndicationをACPに送信する。
【０２２２】
　図22Aおよび図22Bの残りの動作は、上で論じられた図21Aおよび図21Bの対応する動作と
同様である。具体的には、ブロック2206、2208、2210、2212、2214、2216、および2218は
、それぞれブロック2106、2108、2110、2112、2114、2116、および2118に対応する。加え
て、図22Aおよび図22Bの第2の動作から第14の動作は、それぞれ図21Aおよび図21Bの第8の
動作から第20の動作に対応する。
【０２２３】
VIII-B.禁止エリア取扱いの選択肢2
　第2の禁止エリア取扱いの選択肢(選択肢2)において、UTは最初、無効な(たとえばデフ
ォルトの)PACを割り当てられる。UTは、割り当てられているPACを接続解放に際して無効
化し、接続解放の後にAttach手順またはPAU手順を行うことを強いられる。
【０２２４】
VII-B-1. UTが禁止エリアにおいてアタッチ手順を開始する
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　図23Aおよび図23Bは、本開示のいくつかの態様による、無効なPACが最初にUTに割り当
てられるような、禁止エリアにおける初期アタッチ(たとえば、電源ONアタッチ)手順のメ
ッセージ流れ図を示す。メッセージの流れは、UT、BxP、AxP、およびCNCPを含む衛星通信
システムの文脈において論じられる。
【０２２５】
　図23Aを参照すると、UTは最初、ネットワークにアタッチされていない(ブロック2302)
。本明細書で論じられるように、UTはPACdefaultを使用して接続を開始する(ブロック230
4)。
【０２２６】
　第1の動作(1)において、セルにキャンプオンした後で、UTは、PACdefaultを使用して、
CNCLモビリティ手順を開始する。具体的には、UTは、Attach手順を開始して、PACdefault
を含むRadio Connection RequestをBxP/AxPに送信することによってRadio接続を開始する
。
【０２２７】
　Radio Connection Requestを受信すると、ブロック2306において、UTにサービスするAC
Pは、PACの有効な範囲からあるPAC(この例ではPACaと指定される)を割り当てる。
【０２２８】
　第2の動作(2)において、割り当てられたPACは、Radio Connection RejectにおいてUTに
送信される。PAC値はUTコンテキストにおいて維持される。Radio Connection Rejectは、
0に設定された待機時間変数を含み、これにより、再接続をUTが「直ちに」試行すること
を要求する。
【０２２９】
　Attach手順は、PA情報の変化により中止される(ブロック2308)。UTのRCL報告は、接続
確立手順の失敗をUTのCNCLに報告する。この失敗は、原因「PA情報変更」の結果として示
される。新しいRadio接続が、割り当てられたPACを用いて開始される。第3の動作(3)にお
いて、UTは、割り当てられたPACを含むRadio Connection Requestを送信する。
【０２３０】
　第4の動作(4)において、ACPは、受信されたAttach Requestおよび割り当てられたPAC値
を用いて、Core Network Interface論理接続確立のためにInitial UT MessageをCore Net
work Control Plane (CNCP)に送信する。
【０２３１】
　第5の動作(5)から第7の動作(7)において、UTコンテキストがACPとCNCPとの間で確立さ
れる。第5の動作(5)においてCNCL Securityが有効化される。CNCPは、第6の動作(6)にお
いて、Attach Acceptを含むInitial Context Setup RequestをACPに送信する。Attach Ac
ceptは、同じPAC(Initial UT Messageにおいて受信されるPAC)を含む。第7の動作(7)にお
いて、ACPはRadio Connection Layer (RCL)セキュリティを有効化する。
【０２３２】
　ACPは次いで、UTの地理的位置を待機する。第8の動作(8)において、UTは、RCLセキュリ
ティの有効化の後にLocation Indication(UTのGPS位置を含む)を送信する。第9の動作(9)
において、ACPは、UTの位置が禁止エリアに該当すると判定し、Initial Context Setup F
ailureをCNCPに送信する。Initial Context Setup Failureは、"Unspecified"というMisc
ellaneous Cause値を含む。CNCPは、言及された原因値とともにこのメッセージを受信す
ると、接続解放を開始する。したがって、第10の動作(10)において、CNCPは、UT Context
 Release CommandをACPに送信する。
【０２３３】
　ACPは、割り当てられているPACを無効にすることをUTに強いる接続解放を開始する(ブ
ロック2310)。上で論じられたように、ACPは制約領域に関して制約基準を定義する。第11
の動作(11)および第12の動作(12)において、ACPは、Radio Connection ReleaseをUTに送
信し、UT Context Release CompleteをCNCPに送信する。こうして、UTは接続解放の後にA
ttach手順を行うことを強いられる。上で論じられたように、Radio Connection Release
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は、サービス制約情報(たとえば、サービスが制約されることを示すフラグ)、オプション
の時間長ベースの制約閾値、またはオプションの制約エリア定義のうちの1つまたは複数
を含むことがある。
【０２３４】
　Radio Connection Releaseを受信すると、UTは、Attach手順を中止し、時間長および距
離の制約のためのカウンタを開始し、無効なPACを用いて新しい接続を開始する(ブロック
2312)。言い換えると、接続解放が完了すると、UTは無効なPAC(PACinv)を使用し始め、At
tach手順をトリガする。
【０２３５】
　第13の動作(13)から第15の動作(15)において、Radio接続は、古いPAC(PACa)および新し
いPAC(PACinv)を含むPAC情報を用いて開始される。ACPは、oldPAC=最後の更新されたPAC
でありPAC=PACinvであるような状況に対して、特定の取扱いを行うことがある。たとえば
、UTは、oldPACを扱ったACPによってサービスされることがある。第13の動作(13)におい
て、UTは、PACinvおよびPACaとともにRadio Connection RequestをACPに送信する。
【０２３６】
　このRequestは、古いPACに対応するACPによってサービスされる(ブロック2314)。しか
しながら、禁止PACのセットからのPAC(たとえば、PACf)がCNI上で送信される。第14の動
作(14)において、ACPは、Radio Connection SetupをUTに送信する。第15の動作(15)にお
いて、UTは、Attach RequestとともにRadio Connection Setup CompleteをACPに送信する
。第16の動作(16)において、ACPは、受信されたAttach RequestおよびPACfとともにCNI論
理接続確立のためのInitial UT MessageをCNCPに送信する。この場合、デフォルトのベア
ラはない(ブロック2316)。第17の動作(17)において、CNCPは、受信されたPACが禁止PAセ
ットの一部であることを見出し、したがってAttach Rejectを含むDL CNCL TransportをAC
Pに送信する。Attach Rejectは、原因の指示(「原因#12、PA不許可」)を含む。第18の動
作(18)において、ACPは、Attach Rejectを含むDL Information TransferをUTに送信する
。UTは、サービスの地域的な提供のためにPACinvをその禁止トラッキングエリアのリスト
に追加し、手順は終了する(ブロック2318)。第19の動作(19)において、接続が解放される
。
【０２３７】
　UTのCNCLは、指定された事象(トリガ)が発生するまで再接続を試みない(ブロック2320)
。たとえば、CNCLは、新しいPACが受信されるまで待機することがある。別の例として、C
NCLは、禁止リストがリセットされるまで(たとえば、UTが電源オフされるとき、UTの加入
者情報モジュールが除去されるとき、または定期的に)待機することがある。
【０２３８】
VIII-B-2.登録されたUTがIDLEの間に禁止エリアへと移動する
　図24Aおよび図24Bは、本開示のいくつかの態様による、無効なPACがUTによって使用さ
れるような、IDLEモードの間にUTが通常サービスエリアから禁止エリアへと移動する手順
のメッセージ流れ図を示す。メッセージの流れは、UT、BxP、AxP、およびCNCPを含む衛星
通信システムの文脈において論じられる。
【０２３９】
　最初に図24Aを参照すると、Connection Management状態IDLEにあるUTがアタッチ/更新
され、デフォルトベアラが確立される(ブロック2402)。UTがUT位置報告を送信するための
接続を要求するとき、UTのRCLは、位置更新のための接続確立を開始するために、新しい
トリガをUTのCNCLに送信する(ブロック2404)。CNCLは、タイプが"PA Updating"でありAct
iveフラグセットが"1"に設定されたPAU Requestを開始する。メッセージは上で論じられ
たように完全性保護される。
【０２４０】
　第1の動作(1)において、UTは、割り当てられたPAC(PACa)を含むRadio Connection Requ
estをACPに送信する。第2の動作(2)において、ACPは、Radio Connection SetupをUTに送
信する。第3の動作(3)において、UTはPAU RequestとともにRadio Connection Setup Comp
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leteをACPに送信する。第4の動作(4)において、ACPは、受信されたPAU RequestおよびPAC
値とともにInitial UT MessageをCNCPに送信する。CNCPは、上で論じられたようにPAU Re
questに対して完全性の確認を行う。第5の動作(5)において、CNCPは、PAU Acceptを含むI
nitial Context Setup RequestをAxPに送信する。第6の動作(6)において、ACPはRadio Co
nnection Layer (RCL)セキュリティを有効化する。AxPは、RCLセキュリティを有効化した
後で、UTの位置情報を待機する。
【０２４１】
　第7の動作(7)において、UTはRCLセキュリティの有効化の後でLocation IndicationをAC
Pに送信する。ACPは受信されたUT位置情報で位置データベースを更新する(ブロック2406)
。
【０２４２】
　第9の動作(9)において、ACPは、UTの位置が禁止エリアに該当すると判定し、Initial C
ontext Setup FailureをCNCPに送信する。Initial Context Setup Failureは、"Unspecif
ied"というMiscellaneous Cause値を含む。CNCPは、言及された原因値とともにこのメッ
セージを受信すると、接続解放を開始する。したがって、第10の動作(10)において、CNCP
は、UT Context Release CommandをACPに送信する。
【０２４３】
　ACPは、割り当てられているPACを無効にすることをUTに強いる接続解放を開始し、接続
解放の後でPAU手順を実行する(ブロック2408)。上で論じられたように、ACPは制約領域に
関して制約基準を定義する。第11の動作(11)および第12の動作(12)において、ACPは、Rad
io Connection ReleaseをUTに送信し、UT Context Release CompleteをCNCPに送信する。
上で論じられたように、Radio Connection Releaseは、サービス制約情報(たとえば、サ
ービスが制約されることを示すフラグ)、オプションの時間長ベースの制約閾値、または
オプションの制約エリア定義のうちの1つまたは複数を含むことがある。
【０２４４】
　Radio Connection Releaseを受信すると、UTは、PAU手順を中止し、時間長および距離
の制約のためのカウンタを開始し、無効なPACを用いて新しい接続を開始する(ブロック24
10)。言い換えると、接続解放が完了すると、UTは無効なPAC(PACinv)を使用し始めPAU手
順をトリガする。
【０２４５】
　第13の動作(13)から第15の動作(15)において、Radio接続は、古いPAC(PACa)および新し
いPAC(PACinv)を含むPAC情報を用いて開始される。ACPは、oldPAC=最後の更新されたPAC
でありPAC=PACinvであるような状況に対して、特定の取扱いを行うことがある。たとえば
、UTは、oldPACを扱ったACPによってサービスされることがある。第13の動作(13)におい
て、UTは、PACinvおよびPACaとともにRadio Connection RequestをACPに送信する。
【０２４６】
　このRequestは、古いPACに対応するACPによってサービスされる(ブロック2412)。しか
しながら、禁止PACのセットからのPAC(たとえば、PACf)がCNI上で送信される。第14の動
作(14)において、ACPは、Radio Connection SetupをUTに送信する。第15の動作(15)にお
いて、UTはPAU RequestとともにRadio Connection Setup CompleteをACPに送信する。第1
6の動作(16)において、ACPは、受信されたPAU RequestおよびPACfとともにCNI論理接続確
立のためのInitial UT MessageをCNCPに送信する。この場合、デフォルトのベアラはない
(ブロック2414)。第17の動作(17)において、CNCPは、受信されたPACが禁止PAセットの一
部であることを見出し、したがってPAU Rejectを含むDL CNCL TransportをACPに送信する
。Attach Rejectは、原因の指示(「原因#12、PA不許可」)を含む。第18の動作(18)におい
て、ACPは、PAU Rejectを含むDL Information TransferをUTに送信する。UTは、サービス
の地域的な提供のためにPACinvを禁止トラッキングエリアのリストに追加し、手順は終了
する(ブロック2416)。第19の動作(19)において、接続が解放される。
【０２４７】
VIII-B-3.登録されたUTがCONNECTEDの間に禁止エリアへと移動する
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　図25Aおよび図25Bは、本開示のいくつかの態様による、禁止PACがUTに割り当てられる
ような、CONNECTEDモードの間にUTが通常サービスエリアから禁止エリアへと移動する手
順のメッセージ流れ図を示す。メッセージの流れは、UT、BxP、AxP、およびCNCPを含む衛
星通信システムの文脈において論じられる。
【０２４８】
　最初に図25Aを参照すると、UTは、有効なデータベアラとの間でConnection Management
状態CONNECTEDにある(ブロック2502)。UTは、Radio Connectionセットアップのときに定
義されるLocation Change Thresholdに基づいて、位置情報を報告する。したがって、何
らかの時点において、UTのRCLは、UTの移動が原因の位置更新をトリガする(ブロック2504
)。したがって、第1の動作(1)において、UTはLocation IndicationをACPに送信する。
【０２４９】
　図25Aおよび図25Bの残りの動作は、上で論じられた図24Aおよび図24Bの対応する動作と
同様である。具体的には、ブロック2506、2508、2510、2512、2514、2516、および2518は
、それぞれブロック2406、2408、2410、2412、2414、2416、および2418に対応する。加え
て、図25Aおよび図25Bの第2の動作から第12の動作は、それぞれ図24Aおよび図24Bの第8の
動作から第19の動作に対応する。
【０２５０】
VIII-C.制約の消滅後のUTサービスの回復
　図26Aおよび図26Bは、本開示のいくつかの態様による、UTが制約の消滅後にサービスに
対する再試行を発動するような手順のメッセージ流れ図を示す。メッセージの流れは、UT
、BxP、AxP、およびCNCPを含む衛星通信システムの文脈において論じられる。
【０２５１】
　図26Aおよび図26Bを参照すると、第1の動作(1)において、UTはアイドルモードにあり登
録解除される。加えて、距離および/または時間長に基づくサービス制約が継続中である
。
【０２５２】
　何らかの時点において、UTのRCLは、サービス制約が消滅したかどうかを判定する。た
とえば、制約タイマが期限切れになった可能性があり、またはUTが移動した可能性がある
。UTがセルにキャンプオンしており、サービス制約が消滅した場合、UTは、PACdefaultを
使用してCNCLモビリティ手順を開始する(ブロック2604)。この場合、RCLはPACdefaultをC
NCLに送信し、CNCLはAttach手順を開始する。そうではなく、「サービスの地域的な提供
のための禁止ページングエリア」リストがリセットされる場合、UTは適切なセル/ビーム
候補を探すためにセル選択を実行することがある。
【０２５３】
　第1の動作(1)において、UTは、PACdefaultを使用して、CNCLモビリティ手順を開始する
。具体的には、UTは、PACdefaultを含むRadio Connection RequestをBxP/AxPに送信する
ことによってRadio接続を開始する。Radio Connection Requestを受信すると、ブロック2
606において、UTにサービスするACPは、PACの有効な範囲からあるPAC(この例ではPACaと
指定される)を割り当てる。
【０２５４】
　第2の動作(2)において、ACPは、Radio Connection Rejectにおいて割り当てられたPAC
をUTに送信する。PAC値はUTコンテキストにおいて維持される。
【０２５５】
　Attach手順は、PA情報の変化により中止される(ブロック2608)。UTのRCL報告は、接続
確立手順の失敗をUTのCNCLに報告する。この失敗は、原因「PA情報変更」の結果として示
される。新しいRadio接続が、割り当てられたPACを用いて開始される。第3の動作(3)にお
いて、UTは、割り当てられたPACを含むRadio Connection Requestを送信する。
【０２５６】
　第4の動作(4)において、ACPは、受信されたAttach Requestおよび割り当てられたPAC値
を用いて、Core Network Interface論理接続確立のためにInitial UT MessageをCore Net
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work Control Plane (CNCP)に送信する。第5の動作(5)から第7の動作(7)において、UTコ
ンテキストがACPとCNCPとの間で確立される。第5の動作(5)においてCNCL Securityが有効
化される。CNCPは、第6の動作(6)において、Attach Acceptを含むInitial Context Setup
 RequestをACPに送信する。Attach Acceptは、同じPAC(Initial UT Messageにおいて受信
されるPAC)を含む。第7の動作(7)において、ACPはRadio Connection Layer (RCL)セキュ
リティを有効化する。
【０２５７】
　ACPは次いで、UTの地理的位置を待機する。第8の動作(8)において、UTはRCLセキュリテ
ィの有効化の後でLocation Indicationを送信する。ACPは受信されたUT位置情報を記憶す
る(ブロック2610)。
【０２５８】
　ACPは、UTの位置がいずれの禁止エリアにも該当しないと判定する(ブロック2612)。し
たがって、ACPは、UTに新しいPAC(PACa)を割り当て、再構成手順を使用して新しいPACを
送信する。この目的で、第9の動作(9)において、ACPは、Radio Connection Reconfigurat
ionをUTに送信する。Radio Connection Reconfigurationは、割り当てられたPACを伴うAt
tach Acceptを含む。
【０２５９】
　第9の動作(9)において、UT位置がいずれの禁止エリアにも該当しないとACPが決定する
場合(ブロック2612)、接続再構成が開始されてよく、Radio Signaling Path (たとえば、
RSP2)およびRadio Data Path (RDP)をセットアップする。Radio Connection Reconfigura
tionは、割り当てられたPACを伴うAttach Acceptを含む。UTのCNCLは、Attach Acceptに
おいてPAI情報を得る。CNCLは、受信されたPACを記憶し、それを最後のPAC(この場合はPA
Cdefault)と比較して次の活動を決定する。CNCLは、上で論じられたように、この目的でT
able1(表1)を使用してもよい。第10の動作(10)において、UTは、Radio Connection Recon
figuration CompleteをACPに送信する。第11の動作(11)において、ACPは、Initial Conte
xt Setup ResponseをCNCPに送信する。
【０２６０】
　UTは、Attach Completeメッセージを送信する前に、Temporary Network Identifier (T
NI)報告を送信する(ブロック2614)。したがって、第12の動作(12)において、UTは、新し
いTNIを含むTNI-ReportをACPに送信する。この情報を受信すると、ACPはPosition Databa
seの中にTNIのための新しいエントリを作成する(ブロック2616)。第13の動作(13)におい
て、UTはAttach CompleteをCNCPに送信し、手順は終了する。
【０２６１】
　UTの位置が禁止エリアに該当する場合、図20または図23に関連して上で論じられた手順
が前にあってもよい。
【０２６２】
IX.効率的な接続解放の詳細な例
　本開示は、いくつかの態様では、接続の効率的な解放を容易にする技法に関する。いく
つかの態様では、これらの技法は、上で論じられた問題#4に対処するために使用されるこ
とがある。
【０２６３】
　そのような技法は、接続およびベアラがRCL固有の手順のために確立され、UTが送信す
べきユーザデータ(たとえば、UT位置報告、ユニキャスト要求、ユニキャスト応答など)を
有しないような状況において、無線接続を効率的に解放するために使用されることがある
。UTは、そのためにシグナリング接続が確立された手順の完了の後で、通知を(既知のメ
ッセージまたは新しいメッセージを介して)ACPに送信することによって、Radio接続の解
放を開始することがある。
【０２６４】
IX-A. UTが最後のUL信号において追加のパラメータを用いて接続解放を要求する
　図27Aおよび図27Bは、本開示のいくつかの態様による、UTが接続解放に対する要求を含
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む位置指示メッセージを送信するような手順のメッセージ流れ図を示す。メッセージの流
れは、UT、BxP、AxP、およびCNCPを含む衛星通信システムの文脈において論じられる。
【０２６５】
　最初に(ブロック2702)、UTはPACaを用いてアタッチされ、または更新される。加えて、
デフォルトのベアラ(パス)が確立される。UTはConnection Management (CM)状態IDLEにあ
り、CNIは解放される。UTのRCLがUT位置報告、ユニキャスト要求、またはユニキャスト応
答を送信するための接続を要求するとき、RCLは新しいトリガをUTのCNCLに送信する(ブロ
ック2702)。CNCLは、タイプが'PA Updating'でありActiveフラグセットが'1'に設定され
たPAU Requestを開始する。メッセージは本明細書で論じられたように完全性保護される
。
【０２６６】
　第1の動作(1)において、UTは、割り当てられたPAC(PACa)を含むRadio Connection Requ
estをACPに送信する。第2の動作(2)において、ACPは、Radio Connection SetupをUTに送
信する。第3の動作(3)において、UTはPAU RequestとともにRadio Connection Setup Comp
leteをACPに送信する。第4の動作(4)において、ACPは、PAU RequestおよびPAC値とともに
Initial UT MessageをCNCPに送信する。CNCPは、上で論じられたようにPAU Requestに対
して完全性の確認を行う。第5の動作(5)において、CNCPは、PAU Acceptを含むInitial Co
ntext Setup RequestをAxPに送信する。第6の動作(6)において、ACPはRadio Connection 
Layer (RCL)セキュリティを有効化する。AxPは、RCLセキュリティを有効化した後で、UT
の位置情報を待機する。
【０２６７】
　第7の動作(7)において、UTはRCLセキュリティの有効化の後でLocation IndicationをAC
Pに送信する。Location Indicationは、TRUEに設定されたConnection Release Indicatio
nセットを含み、これにより、そのために接続が確立された手順が終了するとUTがその接
続から解放されるべきであることを示す。
【０２６８】
　ACPは受信されたUT位置情報で位置データベースを更新する(ブロック2706)。加えて、A
CPはConnection Release Indicationステータスを記憶する(ブロック2708)。
【０２６９】
　UTの位置がいずれの禁止エリアにも該当しないとACPが決定する場合、ACPはInitial Co
ntext Setup手順を完了する。第8の動作(8)において、ACPは、PAU AcceptとともにRadio 
Connection ReconfigurationをUTに送信する。第9の動作(9)において、UTは、Radio Conn
ection Reconfiguration CompleteをACPに送信する。第10の動作(10)において、ACPは、I
nitial Context Setup ResponseをCNCPに送信する。
【０２７０】
　ブロック2710において、接続がRCL固有の手順のために確立され、その手順が完了した(
たとえば、Connection Release IndicationがTRUEとして設定される)場合、AxPは第10の
動作の直後にCNCPへのコンテキスト解放要求を開始する(ブロック2712)。したがって、第
11の動作(11)において、ACPは、UT Context Release RequestをCNCPに送信する。UT Cont
ext Release Requestは、"User Inactivity"というRadio Network Layerの原因を含む。
【０２７１】
　そうではなく、接続がRCL固有の手順のために確立されなかった場合、またはその手順
が完了していない(たとえば、Connection Release IndicationがTRUEとして設定されてい
ない、または受信されなかった)場合、AxPはユーザの活動を追跡してもよく、ユーザ不活
動の基準が満たされるとき、AxPはコンテキスト解放を開始するようにCNCPに要求しても
よい(ブロック2714)。したがって、ACPは、ユーザ不活動を待機してもよく(ブロック2716
)、そしてユーザ不活動が原因でコンテキスト解放を開始する(ブロック2718)。したがっ
て、第12の動作(12)において、ACPは、"User Inactivity"というRadio Network Layerの
原因を含む、UT Context Release RequestをCNCPに送信する。
【０２７２】
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　CNCPは、Radio接続を切断するために、続いてUT Context Release Commandを送信する
ことがある。第13の動作(13)において、CNCPは、UT Context Release CommandをACPに送
信する。第14の動作(14)および第15の動作(15)において、ACPは、Radio Connection Rele
aseをUTに送信し、UT Context Release CompleteをCNCPに送信する。こうして、上の動作
は、シグナリング確立の目的が満たされるとRadio接続を解放する。
【０２７３】
IX-B. UTが新しい無線信号を用いて接続解放を要求する
　図28Aおよび図28Bは、本開示のいくつかの態様による、手順(たとえば、RCL手順)が終
了した後でUTが接続解放を要求する(たとえば、新しいRadio信号を介して)ような手順の
メッセージ流れ図を示す。メッセージの流れは、UT、BxP、AxP、およびCNCPを含む衛星通
信システムの文脈において論じられる。
【０２７４】
　最初に、UTがPACaを用いてアタッチされ、または更新される(ブロック2802)。加えて、
デフォルトのベアラ(パス)が確立される。UTはConnection Management (CM)状態IDLEにあ
り、CNIは解放される。UTのRCLがUT位置報告、ユニキャスト要求、またはユニキャスト応
答を送信するための接続を要求するとき、RCLは新しいトリガをUTのCNCLに送信する(ブロ
ック2804)。CNCLは、タイプが'PA Updating'でありActiveフラグセットが'1'に設定され
たPAU Requestを開始する。メッセージは本明細書で論じられたように完全性保護される
。
【０２７５】
　第1の動作(1)において、UTは、割り当てられたPAC(PACa)を含むRadio Connection Requ
estをACPに送信する。第2の動作(2)において、ACPは、Radio Connection SetupをUTに送
信する。第3の動作(3)において、UTはPAU RequestとともにRadio Connection Setup Comp
leteをACPに送信する。第4の動作(4)において、ACPは、PAU RequestおよびPAC値とともに
Initial UT MessageをCNCPに送信する。CNCPは、上で論じられたようにPAU Requestに対
して完全性の確認を行う。第5の動作(5)において、CNCPは、PAU Acceptを含むInitial Co
ntext Setup RequestをAxPに送信する。第6の動作(6)において、ACPはRadio Connection 
Layer (RCL)セキュリティを有効化する。AxPは、RCLセキュリティを有効化した後で、UT
の位置情報を待機する。
【０２７６】
　第7の動作(7)において、UTはRCLセキュリティの有効化の後でLocation IndicationをAC
Pに送信する。ACPは受信されたUT位置情報で位置データベースを更新する(ブロック2806)
。
【０２７７】
　UTの位置がいずれの禁止エリアにも該当しないとACPが決定する場合、ACPはInitial Co
ntext Setup手順を完了する。第8の動作(8)において、ACPは、PAU AcceptとともにRadio 
Connection ReconfigurationをUTに送信する。第9の動作(9)において、UTは、Radio Conn
ection Reconfiguration CompleteをACPに送信する。第10の動作(10)において、ACPは、I
nitial Context Setup ResponseをCNCPに送信する。
【０２７８】
　接続がRCL固有の手順のために確立され、手順が完了した場合、AxPは直ちにコンテキス
トを解放することに進む(ブロック2808)。この場合、第11の動作(11)において、ACPは、U
TからRadio Connection Release Requestを受信する。それに応答して、ACPはコンテキス
トを直ちに解放するための活動を行う(ブロック2810)。したがって、第12の動作(12)にお
いて、ACPは、UT Context Release RequestをCNCPに送信する。UT Context Release Requ
estは、"User Inactivity"というRadio Network Layerの原因を含む。
【０２７９】
　そうではなく、接続がRCL固有の手順のために確立されなかった場合、またはその手順
が完了していない(たとえば、Radio Connection Release Requestが受信されなかった)場
合、AxPはユーザの活動を追跡してもよく、ユーザ不活動の基準が満たされるとき、AxPは
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コンテキスト解放を開始するようにCNCPに要求してもよい(ブロック2814)。したがって、
ACPは、ユーザ不活動を待機してもよく(ブロック2816)、そしてユーザ不活動が原因でコ
ンテキスト解放を開始する(ブロック2818)。したがって、第13の動作(13)において、ACP
は、"User Inactivity"というRadio Network Layerの原因を含む、UT Context Release R
equestをCNCPに送信する。
【０２８０】
　CNCPは、Radio接続を切断するために、続いてUT Context Release Commandを送信する
ことがある。第14の動作(14)において、CNCPは、UT Context Release CommandをACPに送
信する。第15の動作(15)および第16の動作(16)において、ACPは、Radio Connection Rele
aseをUTに送信し、UT Context Release CompleteをCNCPに送信する。こうして、上の動作
は、シグナリング確立の目的が満たされるとRadio接続を解放する。
【０２８１】
X. UT位置報告の詳細な例
　図29は、本開示のいくつかの態様による、ネットワークがUT位置報告を開始するような
手順のメッセージ流れ図を示す。いくつかの態様では、これらの技法は、上で論じられた
問題#5に対処するために使用されることがある。メッセージの流れは、UT、BxP、AxP、お
よびCNCPを含む衛星通信システムの文脈において論じられる。
【０２８２】
　図29に示される手順は、たとえばACPがUTの現在のGPS位置を要求するときには常に使用
されてもよい。ACPはLocation Requestを送信することによってこの手順を開始する。UT
は、その最新の位置をLocation IndicationメッセージにおいてACPに報告することがある
。この手順は、閾値ベースのUT位置報告とは独立に使用されてもよい。
【０２８３】
　第1の動作(1)において、RCLセキュリティが有効である。
【０２８４】
　何らかの時点において、第2の動作(2)で、AxPはLocation RequestをUTに送信する。た
とえば、AxPはガードタイマを実行してもよく、それにより、期限切れになると、AxPはLo
cation RequestまたはRelease Radio Connectionメッセージを送信する。
【０２８５】
　第3の動作(3)において、UTはLocation IndicationをAxPに送信する。Location Indicat
ionは、UTのGPS位置またはUTの位置の何らかの他の適切な指示を含む。AxPは次いで、UT
の位置情報で位置データベースを更新する(ブロック2902)。
【０２８６】
XI.報告閾値を再構成するための詳細な例
　図30は、本開示のいくつかの態様による、ネットワークがUTに位置報告閾値を送信する
ような手順のメッセージ流れ図を示す。いくつかの態様では、これらの技法は、上で論じ
られた問題#6に対処するために使用されることがある。メッセージの流れは、UT、BxP、A
xP、およびCNCPを含む衛星通信システムの文脈において論じられる。
【０２８７】
　最初に、UTが有効なデータベアラとの接続モードにある(ブロック3002)。第1の動作(1)
において、UTは、Location IndicationをACPに送信することによって、その位置情報を報
告する。この報告は、たとえばRadio接続セットアップのときに定義されるLocation Chan
ge Thresholdに基づく。
【０２８８】
　UT位置情報を受信すると、ACPはその位置情報で位置データベースを更新する(ブロック
3004)。
【０２８９】
　UTの位置がいずれの禁止エリアにも該当しないとACPが決定する場合、ACPはいずれかの
近くの禁止エリアにUTが入る確率を評価することができる(ブロック3006)。この確率が著
しく高い場合、ブロック3008において、ACPは1つまたは複数の位置変化報告閾値を再計算



(48) JP 6896070 B2 2021.6.30

10

20

30

40

50

する(たとえば、位置報告の頻度を上げるために距離閾値および/または時間長閾値を下げ
る)ことがある。任意の新しく設定された制約閾値(Location Change Threshold)が、第1
の動作(1)においてRadio Connection Reconfigurationメッセージを介してUTに通信され
る。UTは次いで、1つまたは複数の新しい閾値を使用してその位置を報告する(ブロック30
10)。第3の動作(3)において、UTは、Radio Connection Reconfiguration CompleteをACP
に送信する。
【０２９０】
XII.例示的な装置およびプロセス
　本明細書の教示に従って実施されることがある装置およびプロセスのいくつかの例が以
下に続く。他の例では他の装置およびプロセスが使用されてもよいことを理解されたい。
【０２９１】
第1の例示的な装置
　図31は、本開示の1つまたは複数の態様に従って通信するように構成された装置3100の
例示的なハードウェア実装形態のブロック図を示す。たとえば、装置3100は、GNまたは衛
星通信をサポートする何らかの他のタイプのデバイス内で、具現化するか、または実装さ
れてもよい。様々な実装形態では、装置3100は、ゲートウェイ、地上局、衛星地上ネット
ワーク、車両部品、または回路を有する任意の他の電子デバイス内で、具現化するか、ま
たは実装されてもよい。
【０２９２】
　装置3100は、通信インターフェース3102(たとえば、少なくとも1つのトランシーバ)と
、記憶媒体3104と、ユーザインターフェース3106と、メモリデバイス(たとえば、メモリ
回路)3108と、処理回路3110(たとえば、少なくとも1つのプロセッサ)とを含む。様々な実
装形態では、ユーザインターフェース3106は、キーパッド、ディスプレイ、スピーカ、マ
イクロフォン、タッチスクリーンディスプレイ、またはユーザから入力を受け、もしくは
ユーザへ出力を送信するためのいくつかの他の回路のうちの1つまたは複数を含むことが
ある。
【０２９３】
　これらのコンポーネントは、図31において接続線によって概略的に表される、シグナリ
ングバスまたは他の適切なコンポーネントを介して互いに結合され、かつ/または互いに
電気通信するように配置されてもよい。シグナリングバスは、処理回路3110の具体的な適
用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含むこ
とがある。シグナリングバスは、通信インターフェース3102、記憶媒体3104、ユーザイン
ターフェース3106、およびメモリデバイス3108の各々が処理回路3110に結合され、かつ/
または処理回路3110と電気的に通信するように、様々な回路を一緒につなぐ。シグナリン
グバスはまた、タイミングソース、周辺装置、電圧調整器、および電力管理回路などの様
々な他の回路(図示せず)をつなぐことがあるが、これらの回路は当技術分野でよく知られ
ており、したがってこれ以上は説明されない。
【０２９４】
　通信インターフェース3102は、伝送媒体を通じて他の装置と通信するための手段を提供
する。いくつかの実装形態では、通信インターフェース3102は、ネットワークの中の1つ
または複数の通信デバイスに対する双方向での情報の通信を円滑にするように適合される
回路および/またはプログラミングを含む。いくつかの実装形態では、通信インターフェ
ース3102は、装置3100のワイヤレス通信を円滑にするように適合される。これらの実装形
態では、通信インターフェース3102は、ワイヤレス通信システム内でのワイヤレス通信の
ために、図31に示されるような1つまたは複数のアンテナ3112に結合されてもよい。通信
インターフェース3102は、1つまたは複数のスタンドアロンのレシーバおよび/またはトラ
ンスミッタ、ならびに1つまたは複数のトランシーバを用いて構成されてもよい。図示さ
れる例では、通信インターフェース3102は、トランスミッタ3114とレシーバ3116とを含む
。通信インターフェース3102は、受信するための手段および/または送信するための手段
の一例として機能する。
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【０２９５】
　メモリデバイス3108は、1つまたは複数のメモリデバイスを表すことがある。示される
ように、メモリデバイス3108は、装置3100によって使用される他の情報とともにページン
グおよび位置情報3118を維持することがある。いくつかの実装形態では、メモリデバイス
3108および記憶媒体3104は、共通メモリコンポーネントとして実装される。メモリデバイ
ス3108はまた、処理回路3110、または装置3100の何らかの他のコンポーネントによって操
作されるデータを記憶するために使用されることがある。
【０２９６】
　記憶媒体3104は、プロセッサ実行可能コードもしくは命令(たとえば、ソフトウェア、
ファームウェア)、電子データ、データベース、または他のデジタル情報などのプログラ
ミングを記憶するための1つまたは複数のコンピュータ可読、機械可読、および/またはプ
ロセッサ可読のデバイスを表すことがある。記憶媒体3104はまた、プログラミングを実行
するときに処理回路3110によって操作されるデータを記憶するために使用されることがあ
る。記憶媒体3104は、ポータブル記憶デバイスまたは固定式記憶デバイス、光学記憶デバ
イス、およびプログラミングを記憶するかまたは収容するかまたは搬送することが可能な
様々な他の媒体を含む、汎用または専用プロセッサによってアクセスされることが可能な
任意の利用可能な媒体であってもよい。
【０２９７】
　限定ではなく例として、記憶媒体3104は、磁気記憶デバイス(たとえば、ハードディス
ク、フロッピーディスク、磁気ストリップ)、光ディスク(たとえば、コンパクトディスク
(CD)またはデジタル多用途ディスク(DVD))、スマートカード、フラッシュメモリデバイス
(たとえば、カード、スティック、またはキードライブ)、ランダムアクセスメモリ(RAM)
、読取り専用メモリ(ROM)、プログラマブルROM(PROM)、消去可能PROM(EPROM)、電気的消
去可能PROM(EEPROM)、レジスタ、リムーバブルディスク、およびコンピュータによってア
クセスされ読み取られることがあるソフトウェアおよび/または命令を記憶するための任
意の他の好適な媒体を含むことがある。記憶媒体3104は、製造品(たとえば、コンピュー
タプログラム製品)の中で具現化されることがある。例として、コンピュータプログラム
製品は、パッケージング材料の中のコンピュータ可読媒体を含むことがある。上記のこと
に鑑みて、いくつかの実装形態では、記憶媒体3104は、非一時的な(たとえば、有形の)記
憶媒体であってもよい。
【０２９８】
　記憶媒体3104は、処理回路3110が記憶媒体3104から情報を読み取ることができ、かつ記
憶媒体3104に情報を書き込むことができるように、処理回路3110に結合されることがある
。すなわち、記憶媒体3104は、少なくとも1つの記憶媒体が処理回路3110と一体である例
および/または少なくとも1つの記憶媒体が処理回路3110から分離されている例(たとえば
、装置3100の中に存在する例、装置3100の外部に存在する例、複数のエンティティにわた
って分散される例など)を含めて、記憶媒体3104が少なくとも処理回路3110によってアク
セス可能であるように処理回路3110に結合されてもよい。
【０２９９】
　記憶媒体3104によって記憶されているプログラミングは、処理回路3110によって実行さ
れると、処理回路3110に、本明細書において説明される様々な機能および/または処理動
作のうちの1つまたは複数を実行させる。たとえば、記憶媒体3104は、処理回路3110の1つ
または複数のハードウェアブロックにおける動作を調整するように、ならびにそれらのそ
れぞれの通信プロトコルを利用するワイヤレス通信に通信インターフェース3102を利用す
るように構成された、動作を含むことがある。いくつかの態様では、記憶媒体3104は、本
明細書で説明される機能を実行するためのコードを含む、コンピュータ実行可能コードを
記憶するコンピュータ可読媒体を含むことがある。
【０３００】
　処理回路3110は一般に、記憶媒体3104に記憶されたそのようなプログラミングの実行を
含む処理のために適合される。本明細書において使用される「コード」または「プログラ
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ミング」という用語は、ソフトウェアと呼ばれるか、ファームウェアと呼ばれるか、ミド
ルウェアと呼ばれるか、マイクロコードと呼ばれるか、ハードウェア記述言語と呼ばれる
か、またはそれ以外で呼ばれるかにかかわらず、限定はされないが、命令、命令セット、
データ、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、プログラミング、
サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケー
ション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイ
ル、実行スレッド、手順、関数などを含むように広く解釈されるべきである。
【０３０１】
　処理回路3110は、データを取得し、処理し、および/または送信し、データのアクセス
および記憶を制御し、命令を出し、所望の動作を制御するように構成される。処理回路31
10は、少なくとも1つの例において適切な媒体によって与えられる所望のプログラミング
を実装するように構成された回路を含むことがある。たとえば、処理回路3110は、1つま
たは複数のプロセッサ、1つまたは複数のコントローラ、および/または実行可能なプログ
ラミングを実行するように構成される他の構造として実装されることがある。処理回路31
10の例は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC
)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラマブル論理コン
ポーネント、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別のハードウェアコンポーネント
、または本明細書において説明される機能を実行するように設計されたそれらの任意の組
合せを含むことがある。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサ、ならびに任意の従来の
プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンを含むことが
ある。処理回路3110はまた、DSPとマイクロプロセッサの組合せ、いくつかのマイクロプ
ロセッサ、DSPコアと連携する1つもしくは複数のマイクロプロセッサ、ASICおよびマイク
ロプロセッサ、または任意の他の数の様々な構成などのコンピューティングコンポーネン
トの組合せとして実装されることがある。処理回路3110のこれらの例は例示のためのもの
であり、本開示の範囲内の他の適切な構成も企図される。
【０３０２】
　本開示の1つまたは複数の態様によれば、処理回路3110は、本明細書において説明され
る装置のいずれかもしくはすべてのための特徴、プロセス、機能、動作、および/または
ルーチンのいずれかもしくはすべてを実行するように適合されることがある。たとえば、
処理回路3110は、図1～図30および図32～図34に関して説明されるステップ、機能、およ
び/または処理のいずれかを実行するように構成されることがある。本明細書で使用され
る処理回路3110に関する「適合される」という用語は、処理回路3110が、本明細書で説明
される様々な特徴に従って、特定のプロセス、機能、動作および/またはルーチンを実行
するように構成されること、使用されること、実装されること、および/またはプログラ
ムされることのうちの1つまたは複数を指すことがある。
【０３０３】
　処理回路3110は、図1～図30および図32～図34とともに説明される動作の任意の1つを実
行するための手段(たとえば、そのための構造)として機能する特定用途向け集積回路(ASI
C)などの専用プロセッサであってもよい。処理回路3110は、送信するための手段および/
または受信するための手段の一例として機能する。いくつかの実装形態では、処理回路31
10は、図2のGNコントローラ250の機能を組み込む。
【０３０４】
　装置3100の少なくとも1つの例によれば、処理回路3110は、UTが禁止エリアに位置する
と判定するための回路/モジュール3120、送信するための回路/モジュール3122、更新手順
を行うための回路/モジュール3124、受信するための回路/モジュール3126、禁止エリアに
対するUTの近接を判定するための回路/モジュール3128、位置報告閾値を定義するための
回路/モジュール3130、UTの位置情報が必要であると判定するための回路/モジュール3132
、UTがアイドルモードに入るであろうと判定するための回路/モジュール3134、またはPAC
情報が送信されるべきであると判定するための回路/モジュール3136のうちの1つまたは複
数を含むことがある。
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【０３０５】
　上述のように、記憶媒体3104によって記憶されているプログラミングは、処理回路3110
により実行されると、処理回路3110に、本明細書において説明された様々な機能および/
または処理動作のうちの1つまたは複数を実行させる。たとえば、プログラミングは、処
理回路3110によって実行されると、様々な実装形態において図1～図30および図32～図34
に関して本明細書で説明される様々な機能、ステップ、および/またはプロセスを処理回
路3110に実行させることがある。図31に示されるように、記憶媒体3104は、UTが禁止エリ
アに位置すると判定するためのコード3140、送信するためのコード3142、更新手順を行う
ためのコード3144、受信するためのコード3146、禁止エリアに対するUTの近接を判定する
ためのコード3148、位置報告閾値を定義するためのコード3150、UTの位置情報が必要であ
ると判定するためのコード3152、UTがアイドルモードに入るであろうと判定するためのコ
ード3154、またはPAC情報が送信されるべきであると判定するためのコード3156のうちの1
つまたは複数を含むことがある。
【０３０６】
　UTが禁止エリア内に位置すると判定するための回路/モジュール3120は、たとえばUTが
特定のエリアに対して相対的にどこに位置するかを決定することに関するいくつかの機能
を実行するように適合される回路および/またはプログラミング(たとえば、記憶媒体3104
に記憶された、UTが禁止エリア内に位置すると判定するためのコード3140)を含むことが
ある。いくつかの態様では、UTが禁止エリア内に位置すると判定するための回路/モジュ
ール3120(たとえば、UTが禁止エリア内に位置すると判定するための手段)は、たとえば処
理回路に相当することがある。
【０３０７】
　いくつかの態様では、UTが禁止エリア内に位置すると判定するための回路/モジュール3
120は、GPS座標によって示される位置を楕円体の点およびその楕円体の点からの距離と比
較することがある。いくつかの態様では、UTが禁止エリア内に位置すると判定するための
回路/モジュール3120は、図8～図30に関連して上で説明された対応する動作を実行するこ
とがある。いずれにしても、UTが禁止エリア内に位置すると判定するための回路/モジュ
ール3120は、決定の結果を(たとえば、送信するための回路/モジュール3122、通信インタ
ーフェース3102、メモリデバイス3108、または何らかの他のコンポーネントに)出力する
ことがある。
【０３０８】
　送信するための回路/モジュール3122は、たとえば情報を送信(たとえば、伝送)するこ
とに関するいくつかの機能を実行するように適合される回路および/またはプログラミン
グ(たとえば、記憶媒体3104に記憶されている送信するためのコード3142)を含むことがあ
る。いくつかの実装形態では、送信するための回路/モジュール3122は、(たとえば、UTが
禁止エリア内に位置すると判定するための回路/モジュール3120、メモリデバイス3108、
または装置3100の何らかの他のコンポーネントから)情報を取得し、その情報を処理し(た
とえば、送信のために情報を符号化し)、その情報を別のコンポーネント(たとえば、送信
機3114、通信インターフェース3102、または何らかの他のコンポーネント)に送信するこ
とがあり、その別のコンポーネントはその情報を別のデバイスに送信する。いくつかの状
況では(たとえば、送信するための回路/モジュール3122がトランスミッタを含む場合)、
送信するための回路/モジュール3122は、高周波シグナリングまたは適用可能な通信媒体
に適した何らかの他のタイプのシグナリングを介して、情報を直接別のデバイス(たとえ
ば、最終的な宛先)に送信する。
【０３０９】
　送信するための回路/モジュール3122(たとえば、送信するための手段)は様々な形態を
とることがある。いくつかの態様では、送信するための回路/モジュール3122は、たとえ
ばインターフェース(たとえば、バスインターフェース、送信/受信インターフェース、ま
たは何らかの他のタイプの信号インターフェース)、通信デバイス、トランシーバ、トラ
ンスミッタ、または本明細書で論じられるような何らかの他の同様のコンポーネントに相
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当することがある。いくつかの実装形態では、通信インターフェース3102は、送信するた
めの回路/モジュール3122および/または送信するためのコード3142を含む。いくつかの実
装形態では、送信するための回路/モジュール3122および/または送信するためのコード31
42は、情報を送信するように通信インターフェース3102(たとえば、トランシーバまたは
トランスミッタ)を制御するように構成される。
【０３１０】
　更新手順を行うための回路/モジュール3124は、たとえば更新動作を実行することに関
するいくつかの機能を実行するように適合される回路および/またはプログラミング(たと
えば、記憶媒体3104に記憶された、更新手順を行うためのコード3144)を含むことがある
。いくつかの態様では、更新手順を行うための回路/モジュール3124(たとえば、更新手順
を行うための手段)は、たとえば処理回路に相当することがある。
【０３１１】
　いくつかの態様では、更新手順を行うための回路/モジュール3124は、CNCL更新手順を
実行することがある。いくつかの態様では、更新手順を行うための回路/モジュール3124
は、PACを更新することがある。いくつかの態様では、更新手順を行うための回路/モジュ
ール3124は、図8～図30に関連して上で説明された対応する動作を実行することがある。
いずれにしても、更新手順を行うための回路/モジュール3124は、手順の結果を(たとえば
、通信インターフェース3102、メモリデバイス3108、または何らかの他のコンポーネント
に)出力することがある。
【０３１２】
　受信するための回路/モジュール3126は、たとえば情報を受信することに関するいくつ
かの機能を実行するように適合される回路および/またはプログラミング(たとえば、記憶
媒体3104に記憶された、受信するためのコード3146)を含むことがある。いくつかの状況
では、受信するための回路/モジュール3126は、(たとえば、通信インターフェース3102、
メモリデバイス、または装置3100の何らかの他のコンポーネントから)情報を取得するこ
とがあり、情報を処理(たとえば、復号)する。いくつかの状況では(たとえば、受信する
ための回路/モジュール3126がRFレシーバである場合、またはそれを含む場合)、受信する
ための回路/モジュール3126は、情報を送信したデバイスから直接情報を受信することが
ある。いずれの場合でも、受信するための回路/モジュール3126は、取得された情報を装
置3100の別のコンポーネント(たとえば、メモリデバイス3108、または他の何らかのコン
ポーネント)に出力することがある。
【０３１３】
　受信するための回路/モジュール3126(たとえば、受信するための手段)は様々な形態を
とることがある。いくつかの態様では、受信するための回路/モジュール3126は、たとえ
ばインターフェース(たとえば、バスインターフェース、送信/受信インターフェース、も
しくは何らかの他のタイプの信号インターフェース)、通信デバイス、トランシーバ、レ
シーバ、または本明細書で説明されるような何らかの他の同様のコンポーネントに相当す
ることがある。いくつかの実装形態では、通信インターフェース3102は、受信するための
回路/モジュール3126および/または受信するためのコード3146を含む。いくつかの実装形
態では、受信するための回路/モジュール3126および/または受信するためのコード3146は
、情報を受信するように通信インターフェース3102(たとえば、トランシーバまたはレシ
ーバ)を制御するように構成される。
【０３１４】
　禁止エリアに対するUTの近接を判定するための回路/モジュール3128は、たとえばUTが
特定のエリアにどれだけ近いかを決定することに関するいくつかの機能を実行するように
適合される回路および/またはプログラミング(たとえば、記憶媒体3104に記憶された、禁
止エリアに対するUTの近接を判定するためのコード3148)を含むことがある。いくつかの
態様では、UTが禁止エリア内に位置すると判定するための回路/モジュール3120(たとえば
、禁止エリアに対するUTの近接を判定するための手段)は、たとえば処理回路に相当する
ことがある。
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【０３１５】
　いくつかの態様では、禁止エリアに対するUTの近接を判定するための回路/モジュール3
128は、GPS座標によって示される位置(または複数の位置)を楕円体の点およびその楕円体
の点からの距離と比較することがある。いくつかの態様では、禁止エリアに対するUTの近
接を判定するための回路/モジュール3128は、図8～図30に関連して上で説明された対応す
る動作を実行することがある。いずれにしても、禁止エリアに対するUTの近接を判定する
ための回路/モジュール3128は、決定の結果を(たとえば、送信するための回路/モジュー
ル3122、通信インターフェース3102、メモリデバイス3108、または何らかの他のコンポー
ネントに)出力することがある。
【０３１６】
　位置報告閾値を定義するための回路/モジュール3130は、たとえば少なくとも1つの閾値
を指定することに関するいくつかの機能を実行するように適合される回路および/または
プログラミング(たとえば、記憶媒体3104上に記憶された、位置報告閾値を定義するため
のコード3150)を含むことがある。いくつかの態様では、位置報告閾値を定義するための
回路/モジュール3130(たとえば、位置報告閾値を定義するための手段)は、たとえば処理
回路に相当することがある。
【０３１７】
　いくつかの態様では、位置報告閾値を定義するための回路/モジュール3130は、UTが特
定のエリア(たとえば、禁止エリア)に近づくにつれて、(たとえば、より頻繁に報告を引
き起こすために)閾値を下げてもよい。いくつかの態様では、位置報告閾値を定義するた
めの回路/モジュール3130は、図8～図30に関連して上で説明された対応する動作を実行す
ることがある。いずれにしても、位置報告閾値を定義するための回路/モジュール3130は
、定義の結果を(たとえば、送信するための回路/モジュール3122、通信インターフェース
3102、メモリデバイス3108、または何らかの他のコンポーネントに)出力することがある
。
【０３１８】
　UTの位置情報が必要であると判定するための回路/モジュール3132は、たとえば位置情
報を取得するかどうかを判定することに関するいくつかの機能を実行するように適合され
る回路および/またはプログラミング(たとえば、記憶媒体3104に記憶されている、UTの位
置情報が必要であると判定するためのコード3152)を含むことがある。いくつかの態様で
は、UTの位置情報が必要であると判定するための回路/モジュール3132(たとえば、UTの位
置情報が必要であると判定するための手段)は、たとえば処理回路に相当することがある
。
【０３１９】
　いくつかの態様では、UTの位置情報が必要であると判定するための回路/モジュール313
2は、ガードタイマが期限切れになると位置情報に対する要求をトリガすることがある。
いくつかの態様では、UTの位置情報が必要であると判定するための回路/モジュール3132
は、図8～図30に関連して上で説明された対応する動作を実行することがある。いずれに
しても、UTの位置情報が必要であると判定するための回路/モジュール3132は、決定の結
果を(たとえば、送信するための回路/モジュール3122、通信インターフェース3102、メモ
リデバイス3108、または何らかの他のコンポーネントに)出力することがある。
【０３２０】
　UTがアイドルモードに入るであろうと判定するための回路/モジュール3134は、たとえ
ばUTの動作モードを決定することに関するいくつかの機能を実行するように適合される回
路および/またはプログラミング(たとえば、記憶媒体3104に記憶された、UTがアイドルモ
ードに入るであろうと判定するためのコード3154)を含むことがある。いくつかの態様で
は、UTがアイドルモードに入るであろうと判定するための回路/モジュール3134(たとえば
、UTがアイドルモードに入るであろうと判定するための手段)は、たとえば処理回路に相
当することがある。
【０３２１】
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　いくつかの態様では、UTがアイドルモードに入るであろうと判定するための回路/モジ
ュール3134は、UTから対応する指示を受信することと、この指示に基づいて活動(たとえ
ば、接続解放)をトリガすることとを伴うことがある。いくつかの態様では、UTがアイド
ルモードに入るであろうと判定するための回路/モジュール3134は、図8～図30に関連して
上で説明された対応する動作を実行することがある。いずれにしても、UTがアイドルモー
ドに入るであろうと判定するための回路/モジュール3134は、決定の結果を(たとえば、送
信するための回路/モジュール3122、通信インターフェース3102、メモリデバイス3108、
または何らかの他のコンポーネントに)出力することがある。
【０３２２】
　PAC情報が送信されるべきであると判定するための回路/モジュール3136は、たとえば情
報を送信するかどうかを判定することに関するいくつかの機能を実行するように適合され
る回路および/またはプログラミング(たとえば、記憶媒体3104に記憶されている、PAC情
報が送信されるべきであると判定するためのコード3156)を含むことがある。いくつかの
態様では、PAC情報が送信されるべきであると判定するための回路/モジュール3136(たと
えば、PAC情報が送信されるべきであると判定するための手段)は、たとえば処理回路に相
当することがある。
【０３２３】
　いくつかの態様では、PAC情報が送信されるべきであると判定するための回路/モジュー
ル3136は、UTがハンドオフされたと判定することと、UTがハンドオフにより新しいPAC情
報を必要とすると判定することとを伴うことがある。いくつかの態様では、PAC情報が送
信されるべきであると判定するための回路/モジュール3136は、図8～図30に関連して上で
説明された対応する動作を実行することがある。いずれにしても、PAC情報が送信される
べきであると判定するための回路/モジュール3136は、決定の結果を(たとえば、送信する
ための回路/モジュール3122、通信インターフェース3102、メモリデバイス3108、または
何らかの他のコンポーネントに)出力することがある。
【０３２４】
第1の例示的なプロセス
　図32は、本開示のいくつかの態様による、通信のためのプロセス3200を示す。プロセス
3200は、GNまたは何らかの他の適切な装置の中に配置されることがある処理回路(たとえ
ば、図31の処理回路3110)内で行われることがある。当然、本開示の範囲内の様々な態様
では、プロセス3200は、通信関連の動作をサポートすることが可能な任意の適切な装置に
よって実施されることがある。
【０３２５】
　ブロック3202において、装置(たとえば、GN)は、ユーザ端末(UT)が禁止エリア内に位置
すると判定する。たとえば、GNは、UTの現在の位置(たとえば、GPS座標における)を禁止
エリアの既知の境界(たとえば、やはりGPS座標で定義される)と比較することがある。
【０３２６】
　ブロック3204において、装置は、ブロック3202の決定の結果として、Radio Connection
 ReconfigurationメッセージをUTに送信する。いくつかの態様では、Radio Connection R
econfigurationメッセージは、UTのための禁止エリアと関連付けられるページングエリア
コードを含むことがある。
【０３２７】
　オプションのブロック3206において、装置は、ブロック3204においてRadio Connection
 Reconfigurationメッセージを送信した後で、Radio Connection Releaseメッセージを送
信することがある。いくつかの態様では、Radio Connection Releaseメッセージは、Core
 Network Control Layer更新手順を開始する(たとえば、直ちに開始する)ようにとの要求
を含むことがある。いくつかの態様では、Radio Connection Releaseメッセージは、UTが
いつ再構成を試行するべきであるかを制御するタイミング情報を含むことがある。いくつ
かの態様では、Radio Connection Releaseメッセージは、禁止エリアを示す情報を含むこ
とがある。いくつかの態様では、禁止エリアを示す情報は、楕円体の点(たとえば、その
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楕円体の中心のGPS座標)と、その楕円体の点からの距離とを含むことがあり、それらが一
緒に禁止エリアを示す(たとえば、近似する)。いくつかの態様では、禁止エリアを示す情
報は、楕円体の点(たとえば、中心点)と、その楕円体の点からの距離(たとえば、半径)と
を含むことがあり、それらが一緒に禁止エリアを示す(たとえば、近似する)。
【０３２８】
　オプションのブロック3208において、装置は、Radio Connection Releaseメッセージを
送信した結果として、Core Network Control Layer更新手順を行うことがある。いくつか
の態様では、Core Network Control Layer更新手順は、禁止ページングエリアコード(PAC
)を送信することを含むことがある。
【０３２９】
第2の例示的なプロセス
　図33は、本開示のいくつかの態様による、通信のためのプロセス3300を示す。プロセス
3300は、GNまたは何らかの他の適切な装置の中に配置されることがある、処理回路(たと
えば、図31の処理回路3110)内で行われることがある。当然、本開示の範囲内の様々な態
様では、プロセス3300は、通信関連の動作をサポートすることが可能な任意の適切な装置
によって実施されることがある。
【０３３０】
　ブロック3302において、装置(たとえば、GN)がユーザ端末(UT)の位置情報を受信する。
【０３３１】
　ブロック3304において、装置は、位置情報に基づいて、禁止エリアに対するUTの近接を
判定する。いくつかの態様では、判定は、UTが禁止エリアの近くにあると判定することを
含むことがある。いくつかの態様では、判定は、UTが禁止エリアの中にある(その中に位
置する)と判定することを含むことがある。
【０３３２】
　ブロック3306において、装置は、ブロック3304の決定の結果に基づいて、UTの位置報告
閾値を定義する。たとえば、閾値は、UTに対するサービスがその中では制約される距離(
たとえば、制約エリアの中心からの)を示すことがある。いくつかの態様では、位置報告
閾値は距離閾値を含むことがある(たとえば、距離閾値であることがある)。いくつかの態
様では、位置報告閾値は時間長閾値を含むことがある。たとえば、閾値は、UTに対するサ
ービスが制約される時間の長さを示すことがある。
【０３３３】
　オプションのブロック3308において、装置は、位置報告閾値を(たとえば、Radio Conne
ction Reconfigurationメッセージを介して)UTに送信することがある。
【０３３４】
第3の例示的なプロセス
　図34は、本開示のいくつかの態様による、通信のためのプロセス3400を示す。プロセス
3400は、GNまたは何らかの他の適切な装置の中に配置されることがある、処理回路(たと
えば、図31の処理回路3110)内で行われることがある。当然、本開示の範囲内の様々な態
様では、プロセス3400は、通信関連の動作をサポートすることが可能な任意の適切な装置
によって実施されることがある。
【０３３５】
　ブロック3402において、装置(たとえば、GN)が、ユーザ端末(UT)の位置情報が必要であ
ると判定する。たとえば、GNは、1つまたは複数のUTの最後の既知の位置についての情報
を含む位置データベースを繰り返し(たとえば、タイマに基づいて)更新することがある。
【０３３６】
　ブロック3404において、装置は、ブロック3402の決定の結果として、位置情報に対する
要求を送信する。
【０３３７】
　ブロック3406において、装置は、(たとえば、ブロック3404の要求に応答して)ユーザ端
末から位置情報を受信することがある。
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【０３３８】
　オプションのブロック3408において、装置は、ユーザが禁止エリア内に位置すると判定
することがある。いくつかの態様では、判定は、ブロック3406において受信された位置情
報に基づくことがある。
【０３３９】
第2の例示的な装置
　図35は、本開示の1つまたは複数の態様による、通信するように構成された別の装置350
0の例示的なハードウェア実装形態のブロック図を示す。たとえば、装置3500は、UTまた
は衛星通信をサポートする何らかの他のタイプのデバイス内で、具現化するか、または実
装されることがある。様々な実装形態では、装置3500は、車両部品、または回路を有する
任意の他の電子デバイス内で、具現化するか、または実装されることがある。
【０３４０】
　装置3500は、通信インターフェース(たとえば、少なくとも1つのトランシーバ)3502、
記憶媒体3504、ユーザインターフェース3506、(たとえば、ページングおよび位置情報351
8を記憶する)メモリデバイス3508、および処理回路(たとえば、少なくとも1つのプロセッ
サ)3510を含む。様々な実装形態では、ユーザインターフェース3506は、キーパッド、デ
ィスプレイ、スピーカ、マイクロフォン、タッチスクリーンディスプレイ、またはユーザ
から入力を受け、もしくはユーザへ出力を送るためのいくつかの他の回路のうちの1つま
たは複数を含むことがある。通信インターフェース3502は、1つまたは複数のアンテナ351
2に結合されることがあり、トランスミッタ3514およびレシーバ3516を含むことがある。
一般に、図35のコンポーネントは、図31の装置3100の対応するコンポーネントと同様であ
ってもよい。
【０３４１】
　本開示の1つまたは複数の態様によれば、処理回路3510は、本明細書において説明され
る装置のいずれかもしくはすべてのための特徴、プロセス、機能、動作、および/または
ルーチンのいずれかもしくはすべてを実行するように適合されることがある。たとえば、
処理回路3510は、図1～図30および図36～図42に関して説明されるステップ、機能、およ
び/または処理のいずれかを実行するように構成されることがある。本明細書で使用され
る処理回路3510に関する「適合される」という用語は、処理回路3510が、本明細書で説明
される様々な特徴に従って、特定のプロセス、機能、動作および/またはルーチンを実行
するように構成されること、使用されること、実装されること、および/またはプログラ
ムされることのうちの1つまたは複数を指すことがある。
【０３４２】
　処理回路3510は、図1～図30および図36～図42とともに説明される動作の任意の1つを実
行するための手段(たとえば、そのための構造)として機能する特定用途向け集積回路(ASI
C)などの専用プロセッサであってもよい。処理回路3510は、送信するための手段および/
または受信するための手段の一例として機能する。様々な実装形態では、処理回路3510は
、図4の制御プロセッサ420の機能を組み込むことがある。
【０３４３】
　装置3500の少なくとも1つの例によれば、処理回路3510は、サービス制約が終了したと
判定するための回路/モジュール3520、行うための回路/モジュール3522、トリガ条件が発
生したと判定するための回路/モジュール3524、送信するための回路/モジュール3526、UT
がPA情報を割り当てられるべきであると判定するための回路/モジュール3528、受信する
ための回路/モジュール3530、無線接続を開始するための回路/モジュール3532、または更
新手順を開始するための回路/モジュール3534のうちの1つまたは複数を含むことがある。
【０３４４】
　上述のように、記憶媒体3504によって記憶されているプログラミングは、処理回路3510
により実行されると、処理回路3510に、本明細書において説明された様々な機能および/
または処理動作のうちの1つまたは複数を実行させる。たとえば、プログラミングは、処
理回路3510によって実行されると、様々な実装形態において図1～図30および図36～図42
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に関して本明細書で説明される様々な機能、ステップ、および/またはプロセスを処理回
路3510に実行させることがある。図35に示されるように、記憶媒体3504は、サービス制約
が終了したと判定するためのコード3540、行うためのコード3542、トリガ条件が発生した
と判定するためのコード3544、送信するためのコード3546、UTがPA情報を割り当てられる
べきであると判定するためのコード3548、受信するためのコード3550、無線接続を開始す
るためのコード3552、または更新手順を開始するためのコード3554のうちの1つまたは複
数を含むことがある。
【０３４５】
　サービス制約が終了したと判定するための回路/モジュール3520は、たとえばサービス
制約が適用されるかどうかを判定することに関するいくつかの機能を実行するように適合
される回路および/またはプログラミング(たとえば、記憶媒体3504に記憶されている、サ
ービス制約が終了したと判定するためのコード3540)を含むことがある。いくつかの態様
では、サービス制約が終了したと判定するための回路/モジュール3520(たとえば、サービ
ス制約が終了したと判定するための手段)は、たとえば処理回路に相当することがある。
【０３４６】
　いくつかの態様では、サービス制約を決定するための回路/モジュール3520は、現在時
刻を閾値と比較する、またはタイマの値を監視することがある。いくつかの態様では、サ
ービス制約が終了したと判定するための回路/モジュール3520は、GPS座標によって示され
る位置を楕円体の点およびその楕円体の点からの距離と比較することがある。いくつかの
態様では、サービス制約が終了したと判定するための回路/モジュール3520は、GPS座標に
よって示される位置を楕円体の点およびその楕円体の点からの距離と比較することがある
。3520は、図8～図30に関連して上で説明された対応する動作を実行することがある。い
くつかの態様では、サービス制約が終了したと判定するための回路/モジュール3520は、G
PS座標によって示される位置を楕円体の点およびその楕円体の点からの距離と比較するこ
とがある。3520は、決定の結果を(たとえば、送信するための回路/モジュール3522、通信
インターフェース3502、メモリデバイス3508、または何らかの他のコンポーネントに)出
力することがある。
【０３４７】
　行うための回路/モジュール3522は、たとえば指定された動作を行うことに関するいく
つかの機能を実行するように適合される回路および/またはプログラミング(たとえば、記
憶媒体3504上に記憶された、行うためのコード3542)を含むことがある。いくつかの態様
では、行うための回路/モジュール3522(たとえば、行うための手段)は、たとえば処理回
路に相当することがある。
【０３４８】
　いくつかの態様では、行うための回路/モジュール3522は、少なくとも1つのモビリティ
動作を(たとえば、Radio Connectionを開始することによって)行うことがある。いくつか
の態様では、行うための回路/モジュール3522は、図8～図30に関連して上で説明された対
応する動作を実行することがある。いずれにしても、行うための回路/モジュール3522は
、手順の結果を(たとえば、通信インターフェース3502、メモリデバイス3508、または何
らかの他のコンポーネントに)出力することがある。
【０３４９】
　トリガ条件が発生したと判定するための回路/モジュール3524は、たとえばトリガ条件
のステータスを監視することに関するいくつかの機能を実行するように適合される回路お
よび/またはプログラミング(たとえば、記憶媒体3504に記憶されている、トリガ条件が発
生したと判定するためのコード3544)を含むことがある。いくつかの態様では、トリガ条
件が発生したと判定するための回路/モジュール3524(たとえば、トリガ条件が発生したと
判定するための手段)は、たとえば処理回路に相当することがある。
【０３５０】
　いくつかの態様では、トリガ条件が発生したと判定するための回路/モジュール3524は
、UTおよび/またはネットワークの動作を監視することを伴うことがある。いくつかの態
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様では、トリガ条件が発生したと判定するための回路/モジュール3524は、図8～図30に関
連して上で説明された対応する動作を実行することがある。いずれにしても、トリガ条件
が発生したと判定するための回路/モジュール3524は、決定の結果を(たとえば、送信する
ための回路/モジュール3522、通信インターフェース3502、メモリデバイス3508、または
何らかの他のコンポーネントに)出力することがある。
【０３５１】
　送信するための回路/モジュール3526は、たとえば情報を送信(たとえば、伝送)するこ
とに関するいくつかの機能を実行するように適合される回路および/またはプログラミン
グ(たとえば、記憶媒体3504に記憶されている送信するためのコード3546)を含むことがあ
る。いくつかの実装形態では、送信するための回路/モジュール3526は、(たとえば、メモ
リデバイス3508、または装置3500の何らかの他のコンポーネントから)情報を取得し、そ
の情報を処理し(たとえば、送信のために情報を符号化し)、その情報を別のコンポーネン
ト(たとえば、送信機3514、通信インターフェース3502、または何らかの他のコンポーネ
ント)に送信することがあり、その別のコンポーネントはその情報を別のデバイスに送信
する。いくつかの状況では(たとえば、送信するための回路/モジュール3526がトランスミ
ッタを含む場合)、送信するための回路/モジュール3526は、高周波シグナリングまたは適
用可能な通信媒体に適した何らかの他のタイプのシグナリングを介して、情報を直接別の
デバイス(たとえば、最終的な宛先)に送信する。
【０３５２】
　送信するための回路/モジュール3526(たとえば、送信するための手段)は様々な形態を
とることがある。いくつかの態様では、送信するための回路/モジュール3526は、たとえ
ばインターフェース(たとえば、バスインターフェース、送信/受信インターフェース、ま
たは何らかの他のタイプの信号インターフェース)、通信デバイス、トランシーバ、トラ
ンスミッタ、または本明細書で論じられるような何らかの他の同様のコンポーネントに相
当することがある。いくつかの実装形態では、通信インターフェース3502は、送信するた
めの回路/モジュール3526および/または送信するためのコード3546を含む。いくつかの実
装形態では、送信するための回路/モジュール3526および/または送信するためのコード35
46は、情報を送信するように通信インターフェース3502(たとえば、トランシーバまたは
トランスミッタ)を制御するように構成される。
【０３５３】
　UTがPAC情報を割り当てられるべきであると判定するための回路/モジュール3528は、た
とえば情報を割り当てるかどうかを判定することに関するいくつかの機能を実行するよう
に適合される回路および/またはプログラミング(たとえば、記憶媒体3504に記憶されてい
る、UTがPAC情報を割り当てられるべきであると判定するためのコード3548)を含むことが
ある。いくつかの態様では、UTがPAC情報を割り当てられるべきであると判定するための
回路/モジュール3528(たとえば、UTがPAC情報を割り当てられるべきであると判定するた
めの手段)は、たとえば処理回路に相当することがある。
【０３５４】
　いくつかの態様では、UTがPAC情報を割り当てられるべきであると判定するための回路/
モジュール3528は、UTが有効なPAC情報を有しないと判定することを伴うことがある。い
くつかの態様では、UTがPAC情報を割り当てられるべきであると判定するための回路/モジ
ュール3528は、図8～図30に関連して上で説明された対応する動作を実行することがある
。いずれにしても、UTがPAC情報を割り当てられるべきであると判定するための回路/モジ
ュール3528は、決定の結果を(たとえば、送信するための回路/モジュール3522、通信イン
ターフェース3502、メモリデバイス3508、または何らかの他のコンポーネントに)出力す
ることがある。
【０３５５】
　受信するための回路/モジュール3530は、たとえば情報を受信することに関するいくつ
かの機能を実行するように適合される回路および/またはプログラミング(たとえば、記憶
媒体3504上に記憶された、受信するためのコード3550)を含むことがある。いくつかの状
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況では、受信するための回路/モジュール3530は、(たとえば、通信インターフェース3502
、メモリデバイス、または装置3500の何らかの他のコンポーネントから)情報を取得する
ことがあり、情報を処理(たとえば、復号)する。いくつかの状況では(たとえば、受信す
るための回路/モジュール3530がRFレシーバである場合、またはそれを含む場合)、受信す
るための回路/モジュール3530は、情報を送信したデバイスから直接情報を受信すること
がある。いずれの場合でも、受信するための回路/モジュール3530は、取得された情報を
装置3500の別のコンポーネント(たとえば、メモリデバイス3508、または他の何らかのコ
ンポーネント)に出力することがある。
【０３５６】
　受信するための回路/モジュール3530(たとえば、受信するための手段)は様々な形態を
とることがある。いくつかの態様では、受信するための回路/モジュール3530は、たとえ
ばインターフェース(たとえば、バスインターフェース、送信/受信インターフェース、も
しくは何らかの他のタイプの信号インターフェース)、通信デバイス、トランシーバ、レ
シーバ、または本明細書で説明されるような何らかの他の同様のコンポーネントに相当す
ることがある。いくつかの実装形態では、通信インターフェース3502は、受信するための
回路/モジュール3530および/または受信するためのコード3550を含む。いくつかの実装形
態では、受信するための回路/モジュール3530および/または受信するためのコード3550は
、情報を受信するように通信インターフェース3502(たとえば、トランシーバまたはレシ
ーバ)を制御するように構成される。
【０３５７】
　無線接続を開始するための回路/モジュール3532は、たとえば無線ベースの通信を開始
することに関するいくつかの機能を実行するように適合される回路および/またはプログ
ラミング(たとえば、記憶媒体3504に記憶された、無線接続を開始するためのコード3552)
を含むことがある。いくつかの態様では、無線接続を開始するための回路/モジュール353
2(たとえば、無線接続を開始するための手段)は、たとえば処理回路に相当することがあ
る。
【０３５８】
　いくつかの態様では、無線接続を開始するための回路/モジュール3532は、Radio Conne
ction Requestを送信し、関連する処理およびメッセージを扱うことがある。いくつかの
態様では、無線接続を開始するための回路/モジュール3532は、図8～図30に関連して上で
説明された対応する動作を実行することがある。いずれにしても、無線接続を開始するた
めの回路/モジュール3532は、開始の結果を(たとえば、通信インターフェース3502、メモ
リデバイス3508、または何らかの他のコンポーネントに)出力することがある。
【０３５９】
　更新手順を開始するための回路/モジュール3534は、たとえば指定された手順を開始す
ることに関するいくつかの機能を実行するように適合される回路および/またはプログラ
ミング(たとえば、記憶媒体3504に記憶された、更新手順を開始するためのコード3554)を
含むことがある。いくつかの態様では、更新手順を開始するための回路/モジュール3534(
たとえば、更新手順を開始するための手段)は、たとえば処理回路に相当することがある
。
【０３６０】
　いくつかの態様では、更新手順を開始するための回路/モジュール3534は、PAC更新を開
始することがある。いくつかの態様では、更新手順を開始するための回路/モジュール353
4は、図8～図30に関連して上で説明された対応する動作を実行することがある。いずれに
しても、更新手順を開始するための回路/モジュール3534は、開始の結果を(たとえば、通
信インターフェース3502、メモリデバイス3508、または何らかの他のコンポーネントに)
出力することがある。
【０３６１】
第4の例示的なプロセス
　図36は、本開示のいくつかの態様による、通信のためのプロセス3600を示す。プロセス
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3600は、UT、UE、または何らかの他の適切な装置の中に配置されることがある処理回路(
たとえば、図35の処理回路3510)内で行われることがある。当然、本開示の範囲内の様々
な態様では、プロセス3600は、通信関連の動作をサポートすることが可能な任意の適切な
装置によって実施されることがある。
【０３６２】
　ブロック3602において、装置(たとえば、UT)が、ユーザ端末(UT)に対するサービス制約
が終了した(たとえば、もはや適用されない)と判定する。いくつかの態様では、サービス
制約は禁止エリアと関連付けられることがある。たとえば、UTは、ある制約エリアに対す
るサービス制約と関連付けられる閾値の時間が経過したこと、またはUTが閾値の距離移動
した(たとえば、制約エリアの中心から離れた)ことを決定することがある。
【０３６３】
　ブロック3604において、装置は、ブロック3602の決定の結果として、デフォルトのペー
ジングエリアコード(PAC)を使用してモビリティ動作を行う。いくつかの態様では、モビ
リティ動作を行うことは、(たとえば、Register手順を開始した後に)Radio Connectionを
開始することを含むことがある。いくつかの態様では、モビリティ動作を行うことは、Ra
dio Connectionの開始のために任意のPAC情報も送信することなくRadio Connectionを開
始することを含むことがある。いくつかの態様では、デフォルトのページングエリアコー
ドは、ページングエリア更新動作のために使用されるページングエリアコードのセットか
ら除外される。いくつかの態様では、デフォルトのページングエリアコードは、ユーザ端
末(UT)の内部のCore Network Control LayerとRadio Connection Layerとの間で使用され
る。いくつかの態様では、デフォルトのページングエリアコードは、over-the-airで任意
のシグナリングメッセージでも送信されないことがある。
【０３６４】
第5の例示的なプロセス
　図37は、本開示のいくつかの態様による、通信のためのプロセス3700を示す。プロセス
3700は、UT、UE、または何らかの他の適切な装置の中に配置されることがある処理回路(
たとえば、図35の処理回路3510)内で行われることがある。当然、本開示の範囲内の様々
な態様では、プロセス3700は、通信関連の動作をサポートすることが可能な任意の適切な
装置によって実施されることがある。
【０３６５】
　ブロック3702において、装置(たとえば、UT)は、トリガ条件がユーザ端末(UT)において
発生したと判定する。いくつかの態様では、トリガ条件が発生したという決定は、衛星移
行情報(たとえば、衛星ビームまたはセル利用可能性を示すテーブル)のダウンロードをネ
ットワークが完了したと判定することを含むことがある。いくつかの態様では、トリガ条
件が発生したという決定は、UTが位置情報の送信を完了したと判定することを含むことが
ある。いくつかの態様では、トリガ条件が発生したという決定は、UTがアイドルモードに
移行するであろう(または移行した)と判定することを含むことがある。いくつかの態様で
は、トリガ条件が発生したという決定は、そのために接続が確立された手順が完了したと
判定することを含むことがある。いくつかの態様では、接続はUTのためのRadio Connecti
onである。いくつかの態様では、接続はCore Network Interface接続である。
【０３６６】
　ブロック3704において、装置は、ブロック3702の決定の結果として、UTから、接続を解
放するようにとの要求を送信する。いくつかの態様では、トリガ条件が発生したという決
定は、ユーザ端末(UT)がUTの位置情報を報告した後でアイドルモードに入るであろう(ま
たは入った)と判定することを含むことがある。
【０３６７】
　オプションのブロック3706において、装置はUTの位置情報を送信することがある。いく
つかの態様では、位置情報は、ブロック3704において送信される接続を解放するようにと
の要求とともに送信されることがある。
【０３６８】
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第6の例示的なプロセス
　図38は、本開示のいくつかの態様による、通信のためのプロセス3800を示す。プロセス
3800は、UT、UE、または何らかの他の適切な装置の中に配置されることがある処理回路(
たとえば、図35の処理回路3510)内で行われることがある。当然、本開示の範囲内の様々
な態様では、プロセス3800は、通信関連の動作をサポートすることが可能な任意の適切な
装置によって実施されることがある。
【０３６９】
　ブロック3802において、装置(たとえば、UT)は、アイドルモードにあるユーザ端末がペ
ージングエリアコード(PAC)情報を割り当てられるべきであると判定する。たとえば、UT
は、UTが現在のPAC情報を割り当てられていないと判定することがある。
【０３７０】
　ブロック3804において、装置は、判定の結果として、デフォルトのPACを使用してモビ
リティ動作を行う。いくつかの態様では、モビリティ動作を行うことは、Radio Connecti
onの開始のために任意のPAC情報も送信することなく(たとえば、Register手順を開始した
後で)Radio Connectionを開始することを含むことがある。いくつかの態様では、デフォ
ルトのページングエリアコードは、ページングエリア更新動作のために使用されるページ
ングエリアコードのセットから除外されることがある。いくつかの態様では、デフォルト
のページングエリアコードは、ユーザ端末(UT)の内部のCore Network Control LayerとRa
dio Connection Layerとの間で使用されることがある。いくつかの態様では、デフォルト
のページングエリアコードは、over-the-airで任意のシグナリングメッセージでも送信さ
れない。
【０３７１】
第7の例示的なプロセス
　図39は、本開示のいくつかの態様による、通信のためのプロセス3900を示す。プロセス
3900は、UT、UE、または何らかの他の適切な装置の中に配置されることがある処理回路(
たとえば、図35の処理回路3510)内で行われることがある。当然、本開示の範囲内の様々
な態様では、プロセス3900は、通信関連の動作をサポートすることが可能な任意の適切な
装置によって実施されることがある。いくつかの態様では、プロセス3900の動作は、図14
A～図17Bの動作に少なくとも一部対応することがある。
【０３７２】
　ブロック3902において、装置(たとえば、UT)がRadio Connectionを開始する。いくつか
の態様では、Radio Connectionの開始は、古いPAC情報を送信することを含むことがある
。いくつかの態様では、Radio Connectionの開始は、禁止ページングエリア(PA)と関連付
けられるPACを送信することを含むことがある。いくつかの態様では、Radio Connection
の開始は、要求の受信によってトリガされることがある。
【０３７３】
　ブロック3904において、装置は、ブロック3902におけるRadio Connectionの開始の後で
、Radio Connection Rejectメッセージを受信する。いくつかの態様では、Radio Connect
ion Rejectメッセージは、ページングエリアコード(PAC)情報(たとえば、新しく割り当て
られたPAC)を含むことがある。いくつかの態様では、Radio Connection Rejectメッセー
ジは、UTがいつ再接続を試行することができるかを制御するタイミング情報を含むことが
ある。いくつかの態様では、Radio Connection Rejectメッセージは、Radio Connection 
Requestメッセージにおいて古いPAC情報を送信するためのUTに対する要求を含むことがあ
る。
【０３７４】
　オプションのブロック3906において、装置は、PAC情報を更新するようにとの要求を受
信することがある。いくつかの態様では、別のRadio Connectionの開始(たとえば、Conne
ction Requestメッセージの送信)は、要求の受信によってトリガされることがある。
【０３７５】
　オプションのブロック3908において、装置は、ユーザ端末(UT)がいつ再接続を試行する
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べきであるかを制御するタイミング情報を含むRadio Connection Releaseメッセージを受
信することがある。
【０３７６】
　オプションのブロック3910において、装置は、禁止エリアを示す情報を含むRadio Conn
ection Releaseメッセージを受信することがある。いくつかの態様では、禁止エリアを示
す情報は、楕円体の点とその楕円体の点からの距離とを含むことがある。したがって、い
くつかの態様では、Radio Connection Releaseメッセージは、禁止エリアを示す、楕円体
の点とその楕円体の点からの距離とを特定することがある。
【０３７７】
第8の例示的なプロセス
　図40は、本開示のいくつかの態様による、通信のためのプロセス4000を示す。プロセス
4000は、UT、UE、または何らかの他の適切な装置の中に配置されることがある処理回路(
たとえば、図35の処理回路3510)内で行われることがある。当然、本開示の範囲内の様々
な態様では、プロセス4000は、通信関連の動作をサポートすることが可能な任意の適切な
装置によって実施されることがある。いくつかの態様では、ブロック4000の動作は、図14
A～図17Bの動作に少なくとも一部対応することがある。
【０３７８】
　ブロック4002において、装置(たとえば、UT)がRadio Connectionを開始する。いくつか
の態様では、Radio Connectionの開始は、古いPAC情報を送信することを含むことがある
。いくつかの態様では、Radio Connectionの開始は、禁止ページングエリア(PA)と関連付
けられるPACを送信することを含むことがある。いくつかの態様では、Radio Connection
の開始は、要求の受信によってトリガされることがある。
【０３７９】
　ブロック4004において、装置は、ブロック4002におけるRadio Connectionの開始の後で
、Radio Connection Rejectメッセージを受信する。いくつかの態様では、Radio Connect
ion Rejectメッセージは、UTが再接続を直ちに試行するべきであるという指示を含むこと
がある。たとえば、Radio Connection Rejectメッセージは、値が0であるwaittimeパラメ
ータを含むことがある。
【０３８０】
　オプションのブロック4006において、装置は、PAC情報を更新するようにとの要求を受
信することがある。いくつかの態様では、別のRadio Connectionの開始(たとえば、Conne
ction Requestメッセージの送信)は、要求の受信によってトリガされることがある。
【０３８１】
　オプションのブロック4008において、装置は、ユーザ端末(UT)がいつ再接続を試行する
べきであるかを制御するタイミング情報を含むRadio Connection Releaseメッセージを受
信することがある。
【０３８２】
　オプションのブロック4010において、装置は、禁止エリアを示す情報を含むRadio Conn
ection Releaseメッセージを受信することがある。いくつかの態様では、禁止エリアを示
す情報は、楕円体の点とその楕円体の点からの距離とを含むことがある。したがって、い
くつかの態様では、Radio Connection Releaseメッセージは、禁止エリアを示す、楕円体
の点とその楕円体の点からの距離とを特定することがある。
【０３８３】
第9の例示的なプロセス
　図41は、本開示のいくつかの態様による、通信のためのプロセス4100を示す。プロセス
4100は、UT、UE、または何らかの他の適切な装置の中に配置されることがある処理回路(
たとえば、図35の処理回路3510)内で行われることがある。当然、本開示の範囲内の様々
な態様では、プロセス4100は、通信関連の動作をサポートすることが可能な任意の適切な
装置によって実施されることがある。いくつかの態様では、プロセス4100の動作は、図17
Aおよび図17Bの動作に少なくとも一部対応することがある。
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【０３８４】
　ブロック4102において、装置(たとえば、UT)がRadio Connectionを開始する。いくつか
の態様では、Radio Connectionの開始は、現在のPAC情報を送信することを含むことがあ
る。いくつかの態様では、Radio Connectionの開始は、古いPAC情報を送信することを含
むことがある。いくつかの態様では、Radio Connectionの開始は、禁止ページングエリア
(PA)と関連付けられるPACを送信することを含む。いくつかの態様では、Radio Connectio
nの開始は、要求の受信によってトリガされることがある。
【０３８５】
　ブロック4104において、装置は、ブロック4102におけるRadio Connectionの開始の後で
、Radio Connection Rejectメッセージを受信する。いくつかの態様では、Radio Connect
ion Rejectメッセージは、UTによって以前に使用された古いPAC情報を送信するためのUT
に対する要求を含むことがある。いくつかの態様では、この要求は、UTがRadio Connecti
on Requestメッセージにおいて古いPAC情報を送信するためのものであることがある。
【０３８６】
　オプションのブロック4106において、装置(たとえば、UT)は、PAC情報を更新するよう
にとの要求を受信することがある。いくつかの態様では、この要求は、Radio Connection
 Requestメッセージにおいて古いPAC情報を送信することを示す。いくつかの態様では、
別のRadio Connectionの開始(たとえば、古いPAC情報を含むConnection Requestメッセー
ジの送信)は、ページングエリアコード情報を更新するようにとの要求の受信によってト
リガされる。
【０３８７】
　オプションのブロック4108において、装置は、ユーザ端末(UT)がいつ再接続を試行する
べきであるかを制御するタイミング情報を含むRadio Connection Releaseメッセージを受
信することがある。
【０３８８】
　オプションのブロック4110において、装置は、禁止エリアを示す情報を含むRadio Conn
ection Releaseメッセージを受信することがある。いくつかの態様では、禁止エリアを示
す情報は、楕円体の点とその楕円体の点からの距離とを含むことがある。したがって、い
くつかの態様では、Radio Connection Releaseメッセージは、禁止エリアを示す、楕円体
の点とその楕円体の点からの距離とを特定することがある。
【０３８９】
第10の例示的なプロセス
　図42は、本開示のいくつかの態様による、通信のためのプロセス4200を示す。プロセス
4200は、UT、UE、または何らかの他の適切な装置の中に配置されることがある処理回路(
たとえば、図35の処理回路3510)内で行われることがある。当然、本開示の範囲内の様々
な態様では、プロセス4200は、通信関連の動作をサポートすることが可能な任意の適切な
装置によって実施されることがある。いくつかの態様では、プロセス4200の動作は、図16
の動作に少なくとも一部対応することがある。
【０３９０】
　ブロック4202において、装置がページングエリア更新(PAU)手順を開始する。いくつか
の態様では、ブロック4204の動作は、(たとえば、図38のブロック3804において論じられ
るような)モビリティ動作を行った後で実行されることがある。
【０３９１】
　ブロック4204において、装置は、UTによって以前に使用された古いPACを備えるメッセ
ージを送信する。いくつかの態様では、ブロック4204の動作は、ブロック4202においてPA
U手順を開始した後で実行されることがある。いくつかの態様では、メッセージはさらに
新しいPACを含むことがある。
【０３９２】
　オプションのブロック4206において、装置(たとえば、UT)は、ブロック4204のメッセー
ジを送信することとともにRadio Connectionを開始することがある。たとえば、メッセー
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ジはConnection Requestメッセージであることがある。
【０３９３】
XIII.他の態様
　本開示は、いくつかの態様では、ユーザ端末(UT)および接続シグナリングのためのペー
ジングエリア情報を管理することに関する。いくつかの態様では、ページングエリア情報
は、ネットワークおよびUTによって知られているデフォルトのページングエリアコード(P
AC)を定義することによって、アイドル状態のUTのために提供される。いくつかの態様で
は、ページングエリア情報は接続シグナリングを介して通信される。いくつかの態様では
、接続シグナリングは、更新手順(たとえば、再接続)をUTに発動させるために使用される
ことがある。
【０３９４】
　本開示は、いくつかの態様では、ユーザ端末(UT)のための禁止エリア手順および接続解
放管理に関する。禁止エリア関連の手順は、たとえば禁止エリアに関連して特別なページ
ングエリアコード(PAC)を使用すること、禁止エリアに対するUTの近接に基づいてUTに対
する位置報告閾値を定義すること、またはUTに対するサービス制約が終了した場合にデフ
ォルトのページングエリアコードを使用することを含む。接続解放管理は、たとえばUTが
もはや必要としないRadio Connectionの解放を引き起こすようにとの要求をUTが送信する
こと、またはUTが位置情報の送信を終えてアイドルモードに戻る予定であるときに位置報
告に使用される接続を解放するためにUTがLocation Indication(たとえば、接続の解放を
含むフラグを含む)を送信することを含む。
【０３９５】
　いくつかの態様では、通信の方法は、ユーザ端末(UT)が禁止エリア内に位置すると判定
するステップと、判定の結果としてRadio Connection ReconfigurationメッセージをUTに
送信するステップとを含み、Radio Connection Reconfigurationメッセージは、UTの禁止
エリアと関連付けられるページングエリアコード(PAC)を含む。いくつかの態様では、方
法はさらに、Radio Connection Reconfigurationメッセージを送信した後でRadio Connec
tion Releaseメッセージを受信するステップであって、Radio Connection Releaseメッセ
ージがCore Network Control Layer更新手順を開始するようにとの要求を含む、ステップ
と、Radio Connection Releaseメッセージを受信した結果としてCore Network Control L
ayer更新手順を開始するステップとを含む。いくつかの態様では、Core Network Control
 Layer更新手順は、禁止ページングエリアコード(PAC)を送信することを含む。いくつか
の態様では、Radio Connection Releaseメッセージは、Core Network Control Layer更新
手順を開始するようにとの要求を含む。いくつかの態様では、Radio Connection Release
メッセージは、UTがいつ再構成を試行するべきかを制御するタイミング情報を含む。いく
つかの態様では、Radio Connection Releaseメッセージは、禁止エリアを示す情報を含む
。
【０３９６】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、ユーザ端末(UT)が禁止エリア内に位置する
と判定し、判定の結果としてRadio Connection ReconfigurationメッセージをUTに送信す
るように構成され、Radio Connection Reconfigurationメッセージは、UTの禁止エリアと
関連付けられるページングエリアコードを含む。
【０３９７】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、ユーザ端末(UT)が禁止エリア内に位置す
ると判定するための手段と、判定の結果としてRadio Connection Reconfigurationメッセ
ージをUTに送信するための手段とを含み、Radio Connection Reconfigurationメッセージ
は、UTの禁止エリアと関連付けられるページングエリアコードを含む。
【０３９８】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、ユーザ端末(UT)が禁止エリア内に位置すると判定し、判定の結果としてRadi
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o Connection ReconfigurationメッセージをUTに送信するためのコードを含み、Radio Co
nnection Reconfigurationメッセージは、UTの禁止エリアと関連付けられるページングエ
リアコードを含む。
【０３９９】
　いくつかの態様では、通信の方法は、ユーザ端末(UT)の位置情報を受信するステップと
、位置情報に基づいて、禁止エリアに対するUTの近接を判定するステップと、判定に基づ
いてUTの位置報告閾値を定義するステップとを含む。いくつかの態様では、方法はさらに
、Radio Connection Reconfigurationメッセージを介して位置報告閾値をUTに送信するス
テップを含む。いくつかの態様では、位置報告閾値は距離閾値を備える。いくつかの態様
では、位置報告閾値は時間長閾値を含む。いくつかの態様では、判定は、UEが禁止エリア
の近くにあると判定することを含む。いくつかの態様では、判定は、UEが禁止エリアの中
にあると判定することを含む。
【０４００】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、ユーザ端末(UT)の位置情報を受信し、位置
情報に基づいて、禁止エリアに対するUTの近接を判定し、判定に基づいてUTの位置報告閾
値を定義するように構成される。
【０４０１】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、ユーザ端末(UT)の位置情報を受信するた
めの手段と、位置情報に基づいて、禁止エリアに対するUTの近接を判定するための手段と
、判定に基づいてUTの位置報告閾値を定義するための手段とを含む。
【０４０２】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、ユーザ端末(UT)の位置情報を受信し、位置情報に基づいて、禁止エリアに対
するUTの近接を判定し、判定に基づいてUTの位置報告閾値を定義するためのコードを含む
。Radio Connection Reconfigurationメッセージを介して位置報告閾値をUTに送信する。
【０４０３】
　いくつかの態様では、通信の方法は、ユーザ端末(UT)に対するサービス制約が終了した
と判定するステップと、判定の結果としてデフォルトのページングエリアコード(PAC)を
使用してモビリティ動作を行うステップとを含む。いくつかの態様では、モビリティ動作
を行うことは、登録手順を開始するステップと、PAC情報を送信せずにRadio Connection
を開始するステップとを含む。いくつかの態様では、デフォルトのPACは、ページングエ
リア更新動作のために使用されるページングエリアコードのセットから除外される。いく
つかの態様では、デフォルトのPACは、UTの内部のCore Network Control LayerとRadio C
onnection Layerとの間で使用される。いくつかの態様では、デフォルトのPACは、over-t
he-airで任意のシグナリングメッセージでも送信されない。
【０４０４】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、ユーザ端末(UT)に対するサービス制約が終
了したと判定し、判定の結果としてデフォルトのページングエリアコード(PAC)を使用し
てモビリティ動作を行うように構成される。
【０４０５】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、ユーザ端末(UT)に対するサービス制約が
終了したと判定するための手段と、判定の結果としてデフォルトのページングエリアコー
ド(PAC)を使用してモビリティ動作を行うための手段とを含む。
【０４０６】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、ユーザ端末(UT)に対するサービス制約が終了したと判定し、判定の結果とし
てデフォルトのページングエリアコード(PAC)を使用してモビリティ動作を行うためのコ
ードを含む。
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【０４０７】
　いくつかの態様では、通信の方法は、トリガ条件がユーザ端末(UT)において発生したと
判定するステップと、UTから、判定の結果として接続を解放するようにとの要求を送信す
るステップとを含む。いくつかの態様では、トリガ条件が発生したという決定は、UTがUT
の位置情報を報告した後でアイドルモードに入るであろうと判定することを含む。いくつ
かの態様では、方法はさらに、UTの位置情報を送信することを含み、位置情報は接続を解
放するようにとの要求とともに送信される。いくつかの態様では、トリガ条件が発生した
という決定は、ネットワークが衛星移行情報のダウンロードを完了したと判定することを
含む。いくつかの態様では、トリガ条件が発生したという決定は、UTが位置情報の送信を
完了したと判定することを含む。いくつかの態様では、トリガ条件が発生したという決定
は、UTがアイドルモードに移行するであろうと判定することを含む。いくつかの態様では
、トリガ条件が発生したという決定は、そのために接続が確立された手順が完了したと判
定することを含む。いくつかの態様では、接続はUTのためのRadio Connectionである。い
くつかの態様では、接続はCore Network Interface接続である。
【０４０８】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、トリガ条件がユーザ端末(UT)において発生
したと判定し、UTから、判定の結果として接続を解放するようにとの要求を送信するよう
に構成される。
【０４０９】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、トリガ条件がユーザ端末(UT)において発
生したと判定するための手段と、UTから、判定の結果として接続を解放するようにとの要
求を送信するための手段とを含む。
【０４１０】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、トリガ条件がユーザ端末(UT)において発生したと判定し、UTから、判定の結
果として接続を解放するようにとの要求を送信するためのコードを含む。
【０４１１】
　本開示は、いくつかの態様では、PACの予備値(PACdefault)を定義することに関する。P
ACdefaultは、AxPにより割り当てられたPACが利用可能ではないとき(たとえば、「電源オ
ン」に際してAttach手順を開始するとき、または「禁止エリアに対するサービス制約」の
消滅の後)に使用されることがある。
【０４１２】
　本開示は、いくつかの態様では、新しいPACを割り当て、即時の再試行を示すRadio Con
nection Rejectメッセージにおいて新しいPACをUTに通信することに関する。加えて、こ
のメッセージは、次のRadio Connection RequestにおいてUTの古いPACを送信するようにU
Tに要求するオプションのインジケータを含むことがある。
【０４１３】
　いくつかの態様では、Radio Connection Rejectは、waitTimeフィールドに対して0とい
う値を含むことがあり、これはUTが再接続を「直ちに再試行」すべきであることを示す。
Radio Connection Rejectは、古いPACとは異なる任意の有効なPACである新しいPACのため
のフィールドを含むことがある。Radio Connection Rejectは、古いPACが必要であるかど
うか(たとえば、TRUEまたはFALSEの値)を示すフィールドを含むことがある。
【０４１４】
　本開示は、いくつかの態様では、(たとえば、old PAC neededフィールドにおいてUTに
示される)AxPの要求に際してRadio Connection Requestにおいて古いPACを送信すること
に関する。
【０４１５】
　本開示は、いくつかの態様では、制約時間長、制約エリア定義、およびPAU手順を開始
するためのトリガをRadio Connection Releaseメッセージにおいて送信することに関する
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。Radio Connection Releaseは、たとえばDuration Thresholdのためのフィールド、Rest
ricted Areaのリストのためのフィールド、および即時の更新が必要とされることの指示
のためのフィールドを含むことがある。Duration Thresholdは、サービス制約の時間長を
定義することがある。リストの中の各制約エリアは、GPS座標とその座標の周囲のDistanc
eとのタプルとして定義されることがある。Immediateへと設定されたUpdate Requiredフ
ィールドは、無効なPAC値を用いたPAU手順を強いることがある。
【０４１６】
　本開示は、いくつかの態様では、(GPS位置が禁止エリアにおいて誤っているとき)UTを
禁止PACに割り当て、この情報をRadio Connection Reconfigurationメッセージにおいて
送信することに関する。Radio Connection Reconfigurationメッセージは、たとえば新し
いPACのためのフィールド、解放に際して更新が必要とされることの指示のためのフィー
ルド、およびLocation Change Thresholdのためのフィールドを含むことがある。新しいP
ACのためのフィールドは、いくつかの場合、禁止PAセットからの任意の有効なPAC値を含
むことがある。On Releaseへと設定されたUpdate Requiredは、接続解放の後にのみPAU手
順を開始することがある。Location Change Thresholdは、Radio接続の継続時間の間のア
イドルモードおよび接続モードに対する位置閾値の精密な調整を可能にすることがある。
【０４１７】
　本開示は、いくつかの態様では、Location Indicationメッセージにおけるインジケー
タを使用して、UT位置報告手順の完了に際して接続解放を要求することに関する。Locati
on Indicationメッセージは、たとえばConnection Release Indicationのためのフィール
ド(たとえば、TRUEまたはFALSEの値)を含むことがある。TRUEの値はAxPに接続を解放させ
ることがある。
【０４１８】
　本開示は、いくつかの態様では、Radio Connection Release Requestメッセージを用い
て接続解放を要求することに関する。本開示は、いくつかの態様では、Location Request
メッセージを用いてUTの位置を要求することに関する。
【０４１９】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、アイドルモードにあるユーザ端末がページ
ングエリアコード(PAC)情報を割り当てられるべきであると判定し、判定の結果としてデ
フォルトのPACを使用してモビリティ動作を行うように構成される。
【０４２０】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、アイドルモードにあるユーザ端末がペー
ジングエリアコード(PAC)情報を割り当てられるべきであると判定するための手段と、判
定の結果としてデフォルトのPACを使用してモビリティ動作を行うための手段とを含む。
【０４２１】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、アイドルモードにあるユーザ端末がページングエリアコード(PAC)情報を割
り当てられるべきであると判定し、判定の結果としてデフォルトのPACを使用してモビリ
ティ動作を行うためのコードを含む。
【０４２２】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、Radio Connectionを開始し、Radio Connec
tionの開始の後にページングエリアコード(PAC)情報を備えるRadio Connection Rejectメ
ッセージを受信するように構成される。いくつかの態様では、プロセッサおよびメモリは
さらに、PAC情報を更新するようにとの要求を受信するように構成され、Radio Connectio
nの開始は要求の受信によってトリガされる。いくつかの態様では、プロセッサおよびメ
モリはさらに、ユーザ端末(UT)がいつ再接続を試行するべきであるかを制御するタイミン
グ情報を備えるRadio Connection Releaseメッセージを受信するように構成される。いく
つかの態様では、プロセッサおよびメモリはさらに、禁止エリアを示す情報を備えるRadi
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o Connection Releaseメッセージを受信するように構成される。
【０４２３】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、Radio Connectionを開始するための手段
と、Radio Connectionの開始の後にページングエリアコード(PAC)情報を備えるRadio Con
nection Rejectメッセージを受信するための手段とを含む。いくつかの態様では、装置は
さらに、PAC情報を更新するようにとの要求を受信するための手段を含み、Radio Connect
ionの開始は要求の受信によってトリガされる。いくつかの態様では、装置はさらに、ユ
ーザ端末(UT)がいつ再接続を試行するべきであるかを制御するタイミング情報を備えるRa
dio Connection Releaseメッセージを受信するための手段を含む。いくつかの態様では、
装置はさらに、禁止エリアを示す情報を備えるRadio Connection Releaseメッセージを受
信するための手段を含む。
【０４２４】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、Radio Connectionを開始し、Radio Connectionの開始の後にページングエリ
アコード(PAC)情報を備えるRadio Connection Rejectメッセージを受信するためのコード
を含む。いくつかの態様では、コンピュータ実行可能コードはさらに、PAC情報を更新す
るようにとの要求を受信するためのコードを含み、Radio Connectionの開始は要求の受信
によってトリガされる。いくつかの態様では、コンピュータ実行可能コードはさらに、ユ
ーザ端末(UT)がいつ再接続を試行するべきであるかを制御するタイミング情報を備えるRa
dio Connection Releaseメッセージを受信するためのコードを含む。いくつかの態様では
、コンピュータ実行可能コードはさらに、禁止エリアを示す情報を備えるRadio Connecti
on Releaseメッセージを受信するためのコードを含む。
【０４２５】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、Radio Connectionを開始し、Radio Connec
tionの開始の後にUTが再接続を直ちに試行するべきであることの指示を備えるRadio Conn
ection Rejectメッセージを受信するように構成される。いくつかの態様では、プロセッ
サおよびメモリはさらに、PAC情報を更新するようにとの要求を受信するように構成され
、Radio Connectionの開始は要求の受信によってトリガされる。いくつかの態様では、プ
ロセッサおよびメモリはさらに、ユーザ端末(UT)がいつ再接続を試行するべきであるかを
制御するタイミング情報を備えるRadio Connection Releaseメッセージを受信するように
構成される。いくつかの態様では、プロセッサおよびメモリはさらに、禁止エリアを示す
情報を備えるRadio Connection Releaseメッセージを受信するように構成される。
【０４２６】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、Radio Connectionを開始するための手段
と、Radio Connectionの開始の後にUTが再接続を直ちに試行するべきであることの指示を
備えるRadio Connection Rejectメッセージを受信するための手段とを含む。いくつかの
態様では、装置はさらに、PAC情報を更新するようにとの要求を受信するための手段を含
み、Radio Connectionの開始は要求の受信によってトリガされる。いくつかの態様では、
装置はさらに、ユーザ端末(UT)がいつ再接続を試行するべきであるかを制御するタイミン
グ情報を備えるRadio Connection Releaseメッセージを受信するための手段を含む。いく
つかの態様では、装置はさらに、禁止エリアを示す情報を備えるRadio Connection Relea
seメッセージを受信するための手段を含む。
【０４２７】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、Radio Connectionを開始し、Radio Connectionの開始の後にUTが再接続を直
ちに試行するべきであることの指示を備えるRadio Connection Rejectメッセージを受信
するためのコードを含む。いくつかの態様では、コンピュータ実行可能コードはさらに、
PAC情報を更新するようにとの要求を受信するためのコードを含み、Radio Connectionの
開始は要求の受信によってトリガされる。いくつかの態様では、コンピュータ実行可能コ
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ードはさらに、ユーザ端末(UT)がいつ再接続を試行するべきであるかを制御するタイミン
グ情報を備えるRadio Connection Releaseメッセージを受信するためのコードを含む。い
くつかの態様では、コンピュータ実行可能コードはさらに、禁止エリアを示す情報を備え
るRadio Connection Releaseメッセージを受信するためのコードを含む。
【０４２８】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、Radio Connectionを開始し、Radio Connec
tionの開始の後にUTによって以前に使用された古いPAC情報を送信するためのUTに対する
要求を備えるRadio Connection Rejectメッセージを受信するように構成される。いくつ
かの態様では、プロセッサおよびメモリはさらに、PAC情報を更新するようにとの要求を
受信するように構成され、Radio Connectionの開始は要求の受信によってトリガされる。
いくつかの態様では、プロセッサおよびメモリはさらに、ユーザ端末(UT)がいつ再接続を
試行するべきであるかを制御するタイミング情報を備えるRadio Connection Releaseメッ
セージを受信するように構成される。いくつかの態様では、プロセッサおよびメモリはさ
らに、禁止エリアを示す情報を備えるRadio Connection Releaseメッセージを受信するよ
うに構成される。
【０４２９】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、Radio Connectionの開始の後にUTによっ
て以前に使用された古いPAC情報を送信するためのUTに対する要求を備えるRadio Connect
ion Rejectメッセージを受信するための手段とを含む。いくつかの態様では、装置はさら
に、PAC情報を更新するようにとの要求を受信するための手段を含み、Radio Connection
の開始は要求の受信によってトリガされる。いくつかの態様では、装置はさらに、ユーザ
端末(UT)がいつ再接続を試行するべきであるかを制御するタイミング情報を備えるRadio 
Connection Releaseメッセージを受信するための手段を含む。いくつかの態様では、装置
はさらに、禁止エリアを示す情報を備えるRadio Connection Releaseメッセージを受信す
るための手段を含む。
【０４３０】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、Radio Connectionを開始し、Radio Connectionの開始の後にUTによって以前
に使用された古いPAC情報を送信するためのUTに対する要求を備えるRadio Connection Re
jectメッセージを受信するためのコードを含む。いくつかの態様では、コンピュータ実行
可能コードはさらに、PAC情報を更新するようにとの要求を受信するためのコードを含み
、Radio Connectionの開始は要求の受信によってトリガされる。いくつかの態様では、コ
ンピュータ実行可能コードはさらに、ユーザ端末(UT)がいつ再接続を試行するべきである
かを制御するタイミング情報を備えるRadio Connection Releaseメッセージを受信するた
めのコードを含む。いくつかの態様では、コンピュータ実行可能コードはさらに、禁止エ
リアを示す情報を備えるRadio Connection Releaseメッセージを受信するためのコードを
含む。
【０４３１】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、ページングエリアコード(PAC)更新手順を
開始し、UTによって以前に使用された古いPACを備えるメッセージを送信するように構成
される。いくつかの態様では、プロセッサおよびメモリはさらに、Radio Connectionを開
始するように構成される。
【０４３２】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、ページングエリアコード(PAC)更新手順
を開始するための手段と、UTによって以前に使用された古いPACを備えるメッセージを送
信するための手段とを含む。いくつかの態様では、装置はさらにRadio Connectionを開始
するための手段を含む。
【０４３３】
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　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、ページングエリアコード(PAC)更新手順を開始し、UTによって以前に使用さ
れた古いPACを備えるメッセージを送信するためのコードを含む。いくつかの態様では、
コンピュータ実行可能コードはさらに、Radio Connectionを開始するためのコードを含む
。
【０４３４】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、ユーザ端末(UT)が禁止エリア内に位置する
と判定し、判定の結果としてRadio Connection ReconfigurationメッセージをUTに送信す
るように構成され、Radio Connection Reconfigurationメッセージは、UTの禁止エリアと
関連付けられるページングエリアコードを含む。いくつかの態様では、プロセッサおよび
メモリはさらに、Radio Connection Reconfigurationメッセージを送信した後でCore Net
work Control Layer更新手順を開始するようにとの要求を備えるRadio Connection Relea
seメッセージを受信し、Radio Connection Releaseメッセージを受信した結果としてCore
 Network Control Layer更新手順を開始するように構成される。
【０４３５】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、
ユーザ端末(UT)が禁止エリア内に位置すると判定するための手段と、判定の結果としてRa
dio Connection ReconfigurationメッセージをUTに送信するための手段とを含み、Radio 
Connection Reconfigurationメッセージは、UTの禁止エリアと関連付けられるページング
エリアコードを含む。いくつかの態様では、装置はさらに、Radio Connection Reconfigu
rationメッセージを送信した後でCore Network Control Layer更新手順を開始するように
との要求を備えるRadio Connection Releaseメッセージを受信するための手段と、Radio 
Connection Releaseメッセージを受信した結果としてCore Network Control Layer更新手
順を開始するための手段とを含む。
【０４３６】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、ユーザ端末(UT)が禁止エリア内に位置すると判定し、判定の結果としてRadi
o Connection ReconfigurationメッセージをUTに送信するためのコードを含み、Radio Co
nnection Reconfigurationメッセージは、UTの禁止エリアと関連付けられるページングエ
リアコードを含む。いくつかの態様では、コンピュータ実行可能コードはさらに、Radio 
Connection Reconfigurationメッセージを送信した後でCore Network Control Layer更新
手順を開始するようにとの要求を備えるRadio Connection Releaseメッセージを受信し、
Radio Connection Releaseメッセージを受信した結果としてCore Network Control Layer
更新手順を開始するためのコードを含む。
【０４３７】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、ユーザ端末(UT)の位置情報を受信し、位置
情報に基づいて、禁止エリアに対するUTの近接を判定し、判定に基づいてUTの位置報告閾
値を定義するように構成される。いくつかの態様では、プロセッサおよびメモリはさらに
、Radio Connection Reconfigurationメッセージを介して位置報告閾値をUTに送信するよ
うに構成される。
【０４３８】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、ユーザ端末(UT)の位置情報を受信するた
めの手段と、位置情報に基づいて、禁止エリアに対するUTの近接を判定するための手段と
、判定に基づいてUTの位置報告閾値を定義するための手段とを含む。いくつかの態様では
、装置はさらに、Radio Connection Reconfigurationメッセージを介して位置報告閾値を
UTに送信するための手段を含む。
【０４３９】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ



(71) JP 6896070 B2 2021.6.30

10

20

30

40

50

可読媒体は、ユーザ端末(UT)の位置情報を受信し、位置情報に基づいて、禁止エリアに対
するUTの近接を判定し、判定に基づいてUTの位置報告閾値を定義するためのコードを含む
。Radio Connection Reconfigurationメッセージを介して位置報告閾値をUTに送信する。
いくつかの態様では、コンピュータ実行可能コードはさらに、Radio Connection Reconfi
gurationメッセージを介して位置報告閾値をUTに送信するためのコードを含む。
【０４４０】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、サービス制約がユーザ端末(UT)に対しても
はや適用されないと判定し、判定の結果としてデフォルトのページングエリアコード(PAC
)を使用してモビリティ動作を行うように構成される。
【０４４１】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、サービス制約がユーザ端末(UT)に対して
もはや適用されないと判定するための手段と、判定の結果としてデフォルトのページング
エリアコード(PAC)を使用してモビリティ動作を行うための手段とを含む。
【０４４２】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、サービス制約がユーザ端末(UT)に対してもはや適用されないと判定し、判定
の結果としてデフォルトのページングエリアコード(PAC)を使用してモビリティ動作を行
うためのコードを含む。
【０４４３】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、トリガ条件がユーザ端末(UT)において発生
したと判定し、UTから、判定の結果として接続を解放するようにとの要求を送信するよう
に構成される。いくつかの態様では、プロセッサおよびメモリはさらに、UTの位置情報を
送信するように構成され、位置情報は接続を解放するようにとの要求とともに送信される
。
【０４４４】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、トリガ条件がユーザ端末(UT)において発
生したと判定するための手段と、UTから、判定の結果として接続を解放するようにとの要
求を送信するための手段とを含む。いくつかの態様では、装置はさらに、UTの位置情報を
送信するための手段を含み、位置情報は接続を解放するようにとの要求とともに送信され
る。
【０４４５】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、トリガ条件がユーザ端末(UT)において発生したと判定し、UTから、判定の結
果として接続を解放するようにとの要求を送信するためのコードを含む。いくつかの態様
では、コンピュータ実行可能コードはさらに、UTの位置情報を送信するためのコードを含
み、位置情報は接続を解放するようにとの要求とともに送信される。
【０４４６】
　本開示のある態様では、通信の方法は、アイドルモードにあるユーザ端末がページング
エリアコード(PAC)情報を割り当てられるべきであると判定するステップと、判定の結果
としてデフォルトのPACを使用してモビリティ動作を行うステップとを含む。いくつかの
態様では、モビリティ動作を行うことは、登録手順を開始するステップと、PAC情報を送
信せずにRadio Connectionを開始するステップとを含む。いくつかの態様では、デフォル
トのページングエリアコードは、ページングエリア更新動作のために使用されるページン
グエリアコードのセットから除外される。いくつかの態様では、デフォルトのページング
エリアコードは、ユーザ端末(UT)の内部のCore Network Control LayerとRadio Connecti
on Layerとの間で使用される。いくつかの態様では、デフォルトのページングエリアコー
ドは、over-the-airで任意のシグナリングメッセージでも送信されない。
【０４４７】
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　本開示のある態様では、通信の方法は、ページングエリアコード(PAC)情報がユーザ端
末(UT)に送信されるべきであると判定するステップと、PAC情報をUTに通信するステップ
とを含む。いくつかの態様では、PAC情報がUTに送信されるべきであるという決定は、UT
が初期のPAC割当てを必要とすると判定することを含む。いくつかの態様では、PAC情報が
UTに送信されるべきであるという決定は、UTがPACの再割当てを必要とすると判定するこ
とを含む。いくつかの態様では、UTがPACの再割当てを必要とするという決定は、負荷平
衡に基づく。いくつかの態様では、PAC情報は、Radio Connection Rejectメッセージを介
して通信される。いくつかの態様では、Radio Connection Rejectメッセージは、UTが再
接続を直ちに試行するべきであることの指示を含む。いくつかの態様では、Radio Connec
tion Rejectメッセージは、Radio Connection Requestにおいて古いPAC情報を送信するた
めのUTに対する要求を含む。いくつかの態様では、方法はさらに、UTを受け入れるか拒絶
するかを決定するために、受信しているUT位置報告を使用するステップを含む。いくつか
の態様では、ページングエリア情報は、Radio Connection Requestメッセージを介して通
信される。いくつかの態様では、ページングエリア情報は、非ハンドオフの状況ではRadi
o Connection Reconfigurationメッセージを介して通信される。いくつかの態様では、Ra
dio Connection Reconfigurationメッセージは、UTがいつ再構成を試行するべきかを制御
するタイミング情報を含む。
【０４４８】
　本開示のある態様では、通信の方法は、Radio Connectionを開始するステップと、Radi
o Connectionの開始の後にページングエリアコード(PAC)情報を備えるメッセージを受信
するステップとを含む。いくつかの態様では、メッセージはRadio Connection Rejectメ
ッセージを含む。いくつかの態様では、Radio Connection Rejectメッセージは、UTがい
つ再接続を試行することができるかを制御するタイミング情報を含む。いくつかの態様で
は、Radio Connection Rejectメッセージは、Radio Connection Requestメッセージにお
いて古いPAC情報を送信するためのUTに対する要求を含む。いくつかの態様では、メッセ
ージはRadio Connection Requestメッセージを含む。いくつかの態様では、メッセージは
Radio Connection Reconfigurationメッセージを含む。いくつかの態様では、Radio Conn
ection Reconfigurationメッセージはユーザ端末(UT)がいつ再構成を試行するべきかを制
御するタイミング情報を含む。いくつかの態様では、Radio Connectionの開始は、古いPA
C情報を送信するステップを含む。いくつかの態様では、Radio Connectionの開始は、禁
止ページングエリア(PA)と関連付けられるPACを送信するステップを含む。いくつかの態
様では、方法はさらに、PAC情報を更新するようにとの要求を受信するステップを含み、R
adio Connectionの開始は要求の受信によってトリガされる。いくつかの態様では、方法
はさらに、ユーザ端末(UT)がいつ再接続を試行するべきであるかを制御するタイミング情
報を含むRadio Connection Releaseメッセージを受信するステップを含む。いくつかの態
様では、方法はさらに、禁止エリアを示す情報を含むRadio Connection Releaseメッセー
ジを受信するステップを含む。
【０４４９】
　本開示のある態様では、通信の方法は、ユーザ端末(UT)が禁止エリア内に位置すると判
定するステップと、判定の結果としてRadio Connection ReleaseメッセージをUTに送信す
るステップとを含む。いくつかの態様では、Radio Connection Releaseメッセージは、Co
re Network Control Layer更新手順を開始するようにとの要求を含む。いくつかの態様で
は、Radio Connection Releaseメッセージは、UTがいつ再構成を試行するべきかを制御す
るタイミング情報を含む。いくつかの態様では、Radio Connection Releaseメッセージは
、禁止エリアを示す情報を含む。
【０４５０】
　本開示のある態様では、通信の方法は、Core Network Control Layer更新手順を開始す
るようにとの要求を含むRadio Connection Releaseメッセージを受信するステップと、Ra
dio Connection Releaseメッセージを受信した結果としてCore Network Control Layer更
新手順を開始するステップとを含む。いくつかの態様では、Radio Connection Releaseメ
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ッセージはさらに、UTがいつ再構成を試行するべきかを制御するタイミング情報を含む。
いくつかの態様では、Radio Connection Releaseメッセージはさらに、禁止エリアを示す
情報を含む。いくつかの態様では、Core Network Control Layer更新手順は、禁止ページ
ングエリアコード(PAC)を送信することを含む。
【０４５１】
　本開示のある態様では、通信の方法は、ユーザ端末(UT)の位置情報を受信するステップ
と、位置情報に基づいて、UTが禁止エリアの中にある確率を決定するステップと、判定に
基づいてUTの位置報告閾値を定義するステップとを含む。いくつかの態様では、方法はさ
らに、Radio Connection Reconfigurationメッセージを介して位置報告閾値をUTに送信す
るステップを含む。いくつかの態様では、位置報告閾値は距離閾値を含む。いくつかの態
様では、位置報告閾値は時間長閾値を含む。いくつかの態様では、判定は、UEが禁止エリ
アの近くにあると判定することを含む。いくつかの態様では、判定は、UEが禁止エリアの
中にあると判定することを含む。
【０４５２】
　本開示のある態様では、通信の方法は、サービス制約がユーザ端末(UT)に対してもはや
適用されないと判定するステップと、判定の結果としてデフォルトのページングエリアコ
ード(PAC)を使用してモビリティ動作を行うステップとを含む。いくつかの態様では、モ
ビリティ動作を行うことは、Register手順を開始するステップと、PAC情報を送信せずにR
adio Connectionを開始するステップとを含む。いくつかの態様では、そのページングエ
リアコードは、ページングエリア更新動作のために使用されるページングエリアコードの
セットから除外される。いくつかの態様では、そのページングエリアコードは、ユーザ端
末(UT)の内部のCore Network Control LayerとRadio Connection Layerとの間で使用され
る。いくつかの態様では、デフォルトのページングエリアコードは、over-the-airで任意
のシグナリングメッセージでも送信されない。
【０４５３】
　本開示のある態様では、通信の方法は、ユーザ端末(UT)がUTの位置情報を報告した後で
アイドルモードに入るであろうと判定するステップと、UTの位置情報を送信するステップ
とを含み、この位置情報は接続を解放するようにとの要求とともに送信される。いくつか
の態様では、接続はUTのためのRadio Connectionである。いくつかの態様では、接続はCo
re Network Interface接続である。
【０４５４】
　本開示のある態様では、通信の方法は、トリガ条件がユーザ端末(UT)において発生した
と判定するステップと、UTから、判定の結果として接続を解放するようにとの要求を送信
するステップとを含む。いくつかの態様では、トリガ条件が発生したという決定は、ネッ
トワークが衛星移行情報のダウンロードを完了したと判定することを含む。いくつかの態
様では、トリガ条件が発生したという決定は、UTが位置情報の送信を完了したと判定する
ことを含む。いくつかの態様では、トリガ条件が発生したという決定は、UTがアイドルモ
ードに移行するであろうと判定することを含む。いくつかの態様では、トリガ条件が発生
したという決定は、そのために接続が確立された手順が完了したと判定することを含む。
いくつかの態様では、接続はUTのためのRadio Connectionである。いくつかの態様では、
接続はCore Network Interface接続である。
【０４５５】
　本開示のある態様では、通信の方法は、ユーザ端末(UT)の位置情報が必要であると判定
するステップと、判定の結果として位置情報に対する要求を送信するステップとを含む。
いくつかの態様では、方法は地上ネットワークの制御プロセッサによって実行される。い
くつかの態様では、方法は地上ネットワークのトラフィックプロセッサによって実行され
る。
【０４５６】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、アイドルモードにあるユーザ端末がページ
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ングエリアコード(PAC)情報を割り当てられるべきであると判定し、判定の結果としてデ
フォルトのPACを使用してモビリティ動作を行うように構成される。いくつかの態様では
、モビリティ動作を行うことは、Register手順を開始することと、PAC情報を送信せずにR
adio Connectionを開始することとを含む。いくつかの態様では、そのページングエリア
コードは、ページングエリア更新動作のために使用されるページングエリアコードのセッ
トから除外される。いくつかの態様では、そのページングエリアコードは、ユーザ端末(U
T)の内部のCore Network Control LayerとRadio Connection Layerとの間で使用される。
いくつかの態様では、デフォルトのページングエリアコードは、over-the-airで任意のシ
グナリングメッセージでも送信されない。
【０４５７】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、ページングエリアコード(PAC)情報がユー
ザ端末(UT)に送信されるべきであると判定し、PAC情報をUTに通信するように構成される
。いくつかの態様では、PAC情報がUTに送信されるべきであるという決定は、UTが初期のP
AC割当てを必要とすると判定することを含む。いくつかの態様では、PAC情報がUTに送信
されるべきであるという決定は、UTがPACの再割当てを必要とすると判定することを含む
。いくつかの態様では、UTがPACの再割当てを必要とするという決定は、負荷平衡に基づ
く。いくつかの態様では、PAC情報は、Radio Connection Rejectメッセージを介して通信
される。いくつかの態様では、Radio Connection Rejectメッセージは、UTが再接続を直
ちに試行するべきであるという指示を含む。いくつかの態様では、Radio Connection Rej
ectメッセージは、Radio Connection Requestにおいて古いPAC情報を送信するためのUTに
対する要求を含む。いくつかの態様では、プロセッサおよびメモリはさらに、UTを受け入
れるか拒絶するかを決定するために、受信しているUT位置報告を使用するように構成され
る。いくつかの態様では、ページングエリア情報は、Radio Connection Requestメッセー
ジを介して通信される。いくつかの態様では、ページングエリア情報は、非ハンドオフの
状況ではRadio Connection Reconfigurationメッセージを介して通信される。いくつかの
態様では、Radio Connection Reconfigurationメッセージは、UTがいつ再構成を試行する
べきかを制御するタイミング情報を含む。
【０４５８】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、Radio Connectionを開始し、Radio Connec
tionの開始の後にページングエリアコード(PAC)情報を備えるメッセージを受信するよう
に構成される。いくつかの態様では、メッセージはRadio Connection Rejectメッセージ
を含む。いくつかの態様では、Radio Connection Rejectメッセージは、UTがいつ再接続
を試行することができるかを制御するタイミング情報を含む。いくつかの態様では、Radi
o Connection Rejectメッセージは、Radio Connection Requestメッセージにおいて古いP
AC情報を送信するためのUTに対する要求を含む。いくつかの態様では、メッセージはRadi
o Connection Requestメッセージを含む。いくつかの態様では、メッセージはRadio Conn
ection Reconfigurationメッセージを含む。いくつかの態様では、Radio Connection Rec
onfigurationメッセージはユーザ端末(UT)がいつ再構成を試行するべきかを制御するタイ
ミング情報を含む。いくつかの態様では、Radio Connectionの開始は、古いPAC情報を送
信することを含む。いくつかの態様では、Radio Connectionの開始は、禁止ページングエ
リア(PA)と関連付けられるPACを送信することを含む。いくつかの態様では、プロセッサ
およびメモリはさらに、PAC情報を更新するようにとの要求を受信するように構成され、R
adio Connectionの開始は要求の受信によってトリガされる。いくつかの態様では、プロ
セッサおよびメモリはさらに、ユーザ端末(UT)がいつ再接続を試行するべきであるかを制
御するタイミング情報を含むRadio Connection Releaseメッセージを受信するように構成
される。いくつかの態様では、プロセッサおよびメモリはさらに、禁止エリアを示す情報
を含むRadio Connection Releaseメッセージを受信するように構成される。
【０４５９】
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　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、ユーザ端末(UT)が禁止エリア内に位置する
と判定し、判定の結果としてRadio Connection ReleaseメッセージをUTに送信するように
構成される。いくつかの態様では、Radio Connection Releaseメッセージは、Core Netwo
rk Control Layer更新手順を開始するようにとの要求を含む。いくつかの態様では、Radi
o Connection Releaseメッセージは、UTがいつ再構成を試行するべきかを制御するタイミ
ング情報を含む。いくつかの態様では、Radio Connection Releaseメッセージは、禁止エ
リアを示す情報を含む。
【０４６０】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、Core Network Control Layer更新手順を開
始するようにとの要求を含むRadio Connection Releaseメッセージを受信し、Radio Conn
ection Releaseメッセージを受信した結果としてCore Network Control Layer更新手順を
開始するように構成される。いくつかの態様では、Radio Connection Releaseメッセージ
はさらに、UTがいつ再構成を試行するべきかを制御するタイミング情報を含む。いくつか
の態様では、Radio Connection Releaseメッセージはさらに、禁止エリアを示す情報を含
む。いくつかの態様では、Core Network Control Layer更新手順は、禁止ページングエリ
アコード(PAC)を送信することを含む。
【０４６１】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、ユーザ端末(UT)の位置情報を受信し、位置
情報に基づいて、UTが禁止エリアの中にある確率を決定し、判定に基づいてUTの位置報告
閾値を定義するように構成される。いくつかの態様では、プロセッサおよびメモリはさら
に、Radio Connection Reconfigurationメッセージを介して位置報告閾値をUTに送信する
ように構成される。いくつかの態様では、位置報告閾値は距離閾値を含む。いくつかの態
様では、位置報告閾値は時間長閾値を含む。いくつかの態様では、判定は、UEが禁止エリ
アの近くにあると判定することを含む。いくつかの態様では、判定は、UEが禁止エリアの
中にあると判定することを含む。
【０４６２】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、サービス制約がユーザ端末(UT)に対しても
はや適用されないと判定し、判定の結果としてデフォルトのページングエリアコード(PAC
)を使用してモビリティ動作を行うように構成される。いくつかの態様では、モビリティ
動作を行うことは、登録手順を開始することと、PAC情報を送信せずにRadio Connection
を開始することとを含む。いくつかの態様では、そのページングエリアコードは、ページ
ングエリア更新動作のために使用されるページングエリアコードのセットから除外される
。いくつかの態様では、そのページングエリアコードは、ユーザ端末(UT)の内部のCore N
etwork Control LayerとRadio Connection Layerとの間で使用される。いくつかの態様で
は、デフォルトのページングエリアコードは、over-the-airで任意のシグナリングメッセ
ージでも送信されない。
【０４６３】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、ユーザ端末(UT)がUTの位置情報を報告した
後でアイドルモードに入るであろうと判定し、UTの位置情報を送信するように構成され、
この位置情報は接続を解放するようにとの要求とともに送信される。いくつかの態様では
、接続はUTのためのRadio Connectionである。いくつかの態様では、接続はCore Network
 Interface接続である。
【０４６４】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、トリガ条件がユーザ端末(UT)において発生
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したと判定し、UTから、判定の結果として接続を解放するようにとの要求を送信するよう
に構成される。いくつかの態様では、トリガ条件が発生したという決定は、ネットワーク
が衛星移行情報のダウンロードを完了したと判定することを含む。いくつかの態様では、
トリガ条件が発生したという決定は、UTが位置情報の送信を完了したと判定することを含
む。いくつかの態様では、トリガ条件が発生したという決定は、UTがアイドルモードに移
行するであろうと判定することを含む。いくつかの態様では、トリガ条件が発生したとい
う決定は、そのために接続が確立された手順が完了したと判定することを含む。いくつか
の態様では、接続はUTのためのRadio Connectionである。いくつかの態様では、接続はCo
re Network Interface接続である。
【０４６５】
　本開示のある態様によれば、通信のための装置は、メモリと、メモリに結合されるプロ
セッサとを含む。プロセッサおよびメモリは、ユーザ端末(UT)の位置情報が必要であると
判定し、判定の結果として位置情報に対する要求を送信するように構成される。いくつか
の態様では、装置は地上ネットワークの制御プロセッサである。いくつかの態様では、装
置は地上ネットワークのトラフィックプロセッサである。
【０４６６】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、アイドルモードにあるユーザ端末がペー
ジングエリアコード(PAC)情報を割り当てられるべきであると判定するための手段と、判
定の結果としてデフォルトのPACを使用してモビリティ動作を行うための手段とを含む。
【０４６７】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、ページングエリアコード(PAC)情報がユ
ーザ端末(UT)に送信されるべきであると判定するための手段と、PAC情報をUTに通信する
ための手段とを含む。いくつかの態様では、装置はさらに、UTを受け入れるか拒絶するか
を決定するために、受信しているUT位置報告を使用するための手段を含む。
【０４６８】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、Radio Connectionを開始するための手段
と、Radio Connectionの開始の後にページングエリアコード(PAC)情報を備えるメッセー
ジを受信するための手段とを含む。いくつかの態様では、装置はさらに、PAC情報を更新
するようにとの要求を受信するための手段を含み、Radio Connectionの開始は要求の受信
によってトリガされる。いくつかの態様では、装置はさらに、ユーザ端末(UT)がいつ再接
続を試行するべきであるかを制御するタイミング情報を含むRadio Connection Releaseメ
ッセージを受信するための手段を含む。いくつかの態様では、装置はさらに、禁止エリア
を示す情報を含むRadio Connection Releaseメッセージを受信するための手段を含む。
【０４６９】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、ユーザ端末(UT)が禁止エリア内に位置す
ると判定するための手段と、判定の結果としてRadio Connection ReleaseメッセージをUT
に送信するための手段とを含む。
【０４７０】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、Core Network Control Layer更新手順を
開始するようにとの要求を含むRadio Connection Releaseメッセージを受信するための手
段と、Radio Connection Releaseメッセージを受信した結果としてCore Network Control
 Layer更新手順を開始するための手段とを含む。
【０４７１】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、ユーザ端末(UT)の位置情報を受信するた
めの手段と、位置情報に基づいて、UTが禁止エリアの中にある確率を決定するための手段
と、判定に基づいてUTの位置報告閾値を定義するための手段とを含む。いくつかの態様で
は、装置はさらに、Radio Connection Reconfigurationメッセージを介して位置報告閾値
をUTに送信するための手段を含む。
【０４７２】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、サービス制約がユーザ端末(UT)に対して
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もはや適用されないと判定するための手段と、判定の結果としてデフォルトのページング
エリアコード(PAC)を使用してモビリティ動作を行うための手段とを含む。
【０４７３】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、ユーザ端末(UT)がUTの位置情報を報告し
た後でアイドルモードに入るであろうと判定するための手段と、UTの位置情報を送信する
ための手段とを含み、この位置情報は接続を解放するようにとの要求とともに送信される
。
【０４７４】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、トリガ条件がユーザ端末(UT)において発
生したと判定するための手段と、UTから、判定の結果として接続を解放するようにとの要
求を送信するための手段とを含む。
【０４７５】
　本開示のある態様では、通信のための装置は、ユーザ端末(UT)の位置情報が必要である
と判定するための手段と、判定の結果として位置情報に対する要求を送信するための手段
とを含む。
【０４７６】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、アイドルモードにあるユーザ端末がページングエリアコード(PAC)情報を割
り当てられるべきであると判定し、判定の結果としてデフォルトのPACを使用してモビリ
ティ動作を行うためのコードを含む。
【０４７７】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、ページングエリアコード(PAC)情報がユーザ端末(UT)に送信されるべきであ
ると判定し、PAC情報をUTに通信するためのコードを含む。
【０４７８】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、Radio Connectionを開始し、Radio Connectionの開始の後にページングエリ
アコード(PAC)情報を備えるメッセージを受信するためのコードを含む。
【０４７９】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、ユーザ端末(UT)が禁止エリア内に位置すると判定し、判定の結果としてRadi
o Connection ReleaseメッセージをUTに送信するためのコードを含む。
【０４８０】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、Core Network Control Layer更新手順を開始するようにとの要求を含むRadi
o Connection Releaseメッセージを受信し、Radio Connection Releaseメッセージを受信
した結果としてCore Network Control Layer更新手順を開始するためのコードを含む。
【０４８１】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、ユーザ端末(UT)の位置情報を受信し、位置情報に基づいて、UTが禁止エリア
の中にある確率を決定し、判定に基づいてUTの位置報告閾値を定義するためのコードを含
む。
【０４８２】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、サービス制約がユーザ端末(UT)に対してもはや適用されないと判定し、判定
の結果としてデフォルトのページングエリアコード(PAC)を使用してモビリティ動作を行
うためのコードを含む。
【０４８３】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、ユーザ端末(UT)がUTの位置情報を報告した後でアイドルモードに入るであろ
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うと判定し、UTの位置情報を送信するためのコードを含み、この位置情報は接続を解放す
るようにとの要求とともに送信される。
【０４８４】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、トリガ条件がユーザ端末(UT)において発生したと判定し、UTから、判定の結
果として接続を解放するようにとの要求を送信するためのコードを含む。
【０４８５】
　本開示のある態様では、コンピュータ実行可能コードを記憶した非一時的コンピュータ
可読媒体は、ユーザ端末(UT)の位置情報が必要であると判定し、判定の結果として位置情
報に対する要求を送信するためのコードを含む。
【０４８６】
XIV.追加の態様
　多くの態様が、たとえばコンピューティングデバイスの要素によって実行されることに
なる一連の活動に関して説明される。本明細書において説明される様々な活動は、特定の
回路、たとえば中央処理装置(CPU)、グラフィック処理ユニット(GPU)、デジタル信号プロ
セッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FP
GA)、または様々な他のタイプの汎用もしくは専用のプロセッサもしくは回路によって実
行されることがあり、1つまたは複数のプロセッサによって実行されるプログラム命令に
よって実行されることがあり、あるいは両方の組合せによって実行されることがあること
が認識されよう。さらに、本明細書で説明されるこれらの一連の活動は、実行されると、
関連するプロセッサに本明細書で説明される機能を実行させるコンピュータ命令の対応す
るセットを記憶した、任意の形態のコンピュータ可読記憶媒体内で完全に具現化されるも
のと見なされてもよい。したがって、本開示の様々な態様は、請求される主題の範囲内に
そのすべてが入ることが企図されている、いくつかの異なる形態で具現化されてもよい。
加えて、本明細書で説明される態様の各々に対して、任意のそのような態様の対応する形
態が、たとえば説明される活動を実行する「ように構成される論理」として本明細書で説
明されることがある。
【０４８７】
　当業者は、情報および信号が、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表さ
れてもよいことを理解するであろう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及されるこ
とがあるデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電
圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意
の組合せによって表されることがある。
【０４８８】
　さらに、当業者は、本明細書で開示される態様に関連して説明された様々な例示的な論
理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、コ
ンピュータソフトウェア、または両方の組合せとして実装されてもよいことを理解するで
あろう。ハードウェアとソフトウェアとのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的
なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、上では一般にそれ
らの機能に関して説明された。そのような機能が、ハードウェアとして実装されるか、ま
たはソフトウェアとして実装されるかは、具体的な適用例と、システム全体に課される設
計制約とによって決まる。当業者は、説明された機能を各々の特定の適用例に様々な方法
で実装してもよいが、そのような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと
解釈されるべきではない。
【０４８９】
　上で示されたコンポーネント、ステップ、特徴、および/もしくは機能のうちの1つまた
は複数は、単一のコンポーネント、ステップ、特徴もしくは機能として再構成され、およ
び/もしくは合成されることがあり、またはいくつかのコンポーネント、ステップ、もし
くは機能において具現化されることがある。本明細書で開示される新規の特徴から逸脱す
ることなく、追加の要素、コンポーネント、ステップ、および/または機能が追加されて
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もよい。上で示された装置、デバイス、および/またはコンポーネントは、本明細書で説
明される方法、特徴、またはステップの1つまたは複数を実行するように構成されること
がある。また、本明細書で説明される新規のアルゴリズムはまた、ソフトウェアに効率的
に実装されることがあり、および/またはハードウェアに組み込まれることがある。
【０４９０】
　開示された方法におけるステップの特定の順序または階層は、例示的なプロセスの例示
であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、方法におけるステップの特定の順
序または階層が再構成されてよいことが理解される。添付の方法クレームは、例示的な順
序で様々なステップの要素を提示しており、そこに特に記載されていない限り、提示され
た特定の順序または階層に限定されるものではない。
【０４９１】
　本明細書で開示される態様に関連して説明された方法、シーケンス、またはアルゴリズ
ムは、直接ハードウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュー
ルにおいて、またはそれら2つの組合せにおいて具現化されてもよい。ソフトウェアモジ
ュールは、RAMメモリ、フラッシュメモリ、ROMメモリ、EPROMメモリ、EEPROMメモリ、レ
ジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、CD-ROM、または当技術分野で既知の任
意の他の形の記憶媒体内に存在してもよい。記憶媒体の例は、プロセッサが記憶媒体から
情報を読み取ることができ、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサ
に結合される。代替として、記憶媒体は、プロセッサと一体であってもよい。
【０４９２】
　「例示的」という語は、本明細書では「例、事例、または例示として機能すること」を
意味するために使用される。本明細書で「例示的」として説明されるいかなる態様も、必
ずしも他の態様よりも好ましいまたは有利なものと解釈されるべきではない。同様に、「
態様」という用語は、すべての態様が論じられた特徴、利点、または動作モードを含むこ
とを必要としない。
【０４９３】
　本明細書で使用される用語は、特定の態様のみを説明することを目的としており、態様
を限定するものではない。本明細書で使用する単数形"a"、"an"、および"the"は、文脈が
別段明確に示さない限り、複数形も含むものとする。「備える(comprises、comprising)
」、または「含む(includes、including)」という用語は、本明細書で使用されるとき、
述べられた特徴、整数、ステップ、動作、要素、またはコンポーネントの存在を明示する
が、1つまたは複数の他の特徴、整数、ステップ、動作、要素、コンポーネント、または
それらのグループの存在または追加を除外しないことがさらに理解されよう。さらに、「
または」という用語は、ブール演算子"OR"と同じ意味を有し、すなわち、「いずれか」お
よび「両方」の可能性を含み、別段に明記されていない限り、「排他的論理和」("XOR")
に限定されないことを理解されたい。2つの隣接する語の間の記号"/"は、別段に明記され
ていない限り、「または」と同じ意味を有することも理解されたい。さらに、「～に接続
される」、「～に結合される」、または「～と通信している」などの句は、別段に明記さ
れていない限り、直接の接続に限定されない。
【０４９４】
　本明細書において「第1の」、「第2の」などの呼称を使用する、要素へのいかなる言及
も、一般に、それらの要素の数量または順序を限定しない。むしろ、これらの呼称は、本
明細書では、2つ以上の要素または要素の例を区別する好都合な方法として使用されても
よい。したがって、第1の要素および第2の要素への言及は、そこで2つの要素だけが使用
され得ること、または第1の要素が何らかの形で第2の要素に先行しなければならないこと
を意味しない。また、別段記載されていない限り、要素のセットは1つまたは複数の要素
を備えてもよい。加えて、説明または請求項において使用される「a、b、またはcのうち
の少なくとも1つ」または「a、b、c、またはこれらの任意の組合せ」という形態の用語は
、「aまたはbまたはcまたはこれらの要素の任意の組合せ」を意味する。たとえば、この
用語は、a、またはb、またはc、またはaおよびb、またはaおよびc、またはaおよびbおよ
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びc、または2a、または2b、または2c、または2aおよびbなどを含んでもよい。
【０４９５】
　本明細書で使用される「決定すること」という用語は、幅広い様々な活動を包含する。
たとえば、「決定すること」は、算出すること、計算すること、処理すること、導出する
こと、調査すること、ルックアップすること(たとえば、テーブル、データベースまたは
別のデータ構造においてルックアップすること)、確認することなどを含んでもよい。ま
た、「決定すること」は、受信する(たとえば、情報を受信する)こと、アクセスする(た
とえば、メモリ内のデータにアクセスする)ことなどを含んでもよい。また、「決定する
こと」は、解決すること、選択すること、選ぶこと、確立することなどを含んでもよい。
【０４９６】
　上記の開示は例示的な態様を示すが、添付の特許請求の範囲から逸脱することなく、本
明細書において様々な変更および修正が行われ得ることに留意されたい。本明細書で説明
される態様による方法クレームの機能、ステップまたは活動は、別段明記されていない限
り、特定の順序で実行される必要はない。さらに、要素は、単数形で説明または請求され
ることがあるが、単数形への限定が明示的に述べられていない限り、複数形が企図される
。
【符号の説明】
【０４９７】
　　106　インフラストラクチャ
　　108　インターネット
　　110　公衆交換電話網(PSTN)
　　112　順方向フィーダリンク
　　114　リターンフィーダリンク
　　116　リターンサービスリンク
　　118　順方向サービスリンク
　　122　コントローラ
　　124　ページングエリア情報、位置情報、および接続シグナリング
　　126　コントローラ
　　128　ページングエリア情報、位置情報、および接続シグナリング
　　130　ページングエリア管理
　　132　ページングエリア管理
　　134　位置管理
　　136　位置管理
　　138　接続シグナリング管理
　　140　接続シグナリング管理
　　200　地上ネットワーク(GN)
　　201　地上ネットワーク(GN)
　　205　アンテナ
　　210　RFサブシステム
　　212　RFトランシーバ
　　214　RFコントローラ
　　216　アンテナコントローラ
　　220　デジタルサブシステム
　　222　デジタルレシーバモジュール
　　224　デジタルトランスミッタモジュール
　　230　PSTNインターフェース
　　232　処理回路
　　234　メモリデバイス
　　236　コントローラ
　　240　ローカルエリアネットワーク(LAN)インターフェース
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　　245　GNインターフェース
　　250　GNコントローラ
　　251　ローカルの時間、周波数、および場所の基準
　　300　衛星
　　301F　順方向フィーダリンク
　　301R　リターンフィーダリンク
　　301F　順方向フィーダリンク
　　301R　リターンフィーダリンク
　　302F　順方向サービスリンク
　　302R　リターンサービスリンク
　　310　順方向トランスポンダ
　　311　第1のバンドパスフィルタ
　　312　第1の低雑音増幅器(LNA)
　　313　周波数変換器
　　314　第2のLNA
　　315　第2のバンドパスフィルタ
　　316　電力増幅器(PA)
　　320　リターントランスポンダ
　　321　第1のバンドパスフィルタ
　　322　第1のLNA
　　323　周波数変換器
　　324　第2のLNA
　　325　第2のバンドパスフィルタ
　　326　PA
　　330　発振器
　　340　コントローラ
　　351　順方向リンクアンテナ
　　352　順方向リンクアンテナ
　　361　リターンリンクアンテナ
　　362　リターンリンクアンテナ
　　400　ユーザ端末(UT)
　　401　ユーザ端末(UT)
　　410　アンテナ
　　412　デュプレクサ要素
　　414　アナログレシーバ
　　416　デジタルデータレシーバ
　　418　サーチャレシーバ
　　420　制御プロセッサ
　　422　デジタルベースバンド回路
　　426　送信変調器
　　428　電力コントローラ
　　430　送信電力増幅器
　　432　メモリ
　　434　ローカルの時間、周波数、および/または場所の基準
　　442　処理回路
　　444　メモリデバイス
　　446　コントローラ
　　450　UEインターフェース回路
　　500　ユーザ機器(UE)
　　501　ユーザ機器(UE)
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　　502　LANインターフェース
　　504　アンテナ
　　506　ワイドエリアネットワーク(WAN)トランシーバ
　　508　ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)トランシーバ
　　510　衛星測位システム(SPS)レシーバ
　　512　プロセッサ
　　514　モーションセンサ
　　516　メモリ
　　518　データ
　　520　命令
　　522　ユーザインターフェース
　　524　マイクロフォン/スピーカ
　　526　キーパッド
　　528　ディスプレイ
　　600　非静止衛星通信システム、通信システム
　　602　UT
　　604　地上ネットワーク(GN)
　　606　衛星
　　612　ネットワークアクセスコントローラ(NAC)
　　614　高周波(RF)サブシステム
　　616　コアネットワーク制御プレーン(CNCP)
　　618　コアネットワークユーザプレーン(CNUP)
　　620　別のネットワーク
　　622　ページングエリア情報
　　624　位置情報
　　626　ページングエリア情報
　　628　位置情報
　　630　ページングエリア情報
　　632　位置情報
　　634　接続シグナリング
　　702　UT
　　704A　AxP
　　706　衛星
　　708A　BxP
　　710　衛星RFサブシステム
　　808　接続要求
　　814　接続拒絶
　　820　接続要求
　　904　接続要求
　　912　接続拒絶
　　918　接続要求
　　1012　接続再構成
　　1018　接続解放
　　1026　接続要求
　　1106　接続要求
　　1114　接続拒絶
　　1120　接続要求
　　1216　接続解放
　　1314　接続解放要求
　　1320　接続解放
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　　1404　位置要求
　　1420　接続再構成
　　3100　装置
　　3102　通信インターフェース
　　3104　記憶媒体
　　3106　ユーザインターフェース
　　3108　メモリデバイス
　　3110　処理回路
　　3112　アンテナ
　　3114　トランスミッタ
　　3116　レシーバ
　　3118　ページングおよび位置情報
　　3120　UTが禁止エリア内に位置すると判定するための回路/モジュール
　　3122　送信するための回路/モジュール
　　3124　更新手順を行うための回路/モジュール
　　3126　受信するための回路/モジュール
　　3128　禁止エリアに対するUTの近接を判定するための回路/モジュール
　　3130　位置報告閾値を定義するための回路/モジュール
　　3132　UTの位置情報が必要であると判定するための回路/モジュール
　　3134　UTがアイドルモードに入るであろうと判定するための回路/モジュール
　　3136　PAC情報が送信されるべきであると判定するための回路/モジュール
　　3140　UTが禁止エリア内に位置すると判定するためのコード
　　3142　送信するためのコード
　　3144　更新手順を行うためのコード
　　3146　受信するためのコード
　　3148　禁止エリアに対するUTの近接を判定するためのコード
　　3150　位置報告閾値を定義するためのコード
　　3152　UTの位置情報が必要であると判定するためのコード
　　3154　UTがアイドルモードに入るであろうと判定するためのコード
　　3156　PAC情報が送信されるべきであると判定するためのコード
　　3500　装置
　　3502　通信インターフェース
　　3504　記憶媒体
　　3506　ユーザインターフェース
　　3508　メモリデバイス
　　3510　処理回路
　　3512　アンテナ
　　3514　トランスミッタ
　　3516　レシーバ
　　3518　ページングおよび位置情報
　　3520　サービス制約が終了したと判定するための回路/モジュール
　　3522　行うための回路/モジュール
　　3524　トリガ条件が発生したと判定するための回路/モジュール
　　3526　送信するための回路/モジュール
　　3528　UTがPA情報を割り当てられるべきであると判定するための回路/モジュール
　　3530　受信するための回路/モジュール
　　3532　無線接続を開始するための回路/モジュール
　　3534　更新手順を開始するための回路/モジュール
　　3540　サービス制約が終了したと判定するためのコード
　　3542　行うためのコード
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　　3544　トリガ条件が発生したと判定するためのコード
　　3546　送信するためのコード
　　3548　UTがPA情報を割り当てられるべきであると判定するためのコード
　　3550　受信するためのコード
　　3552　無線接続を開始するためのコード
　　3554　更新手順を開始するためのコード
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